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冷
戦
終
結
後
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
た
諸
国
の
対
外
政
策
は
見
直
さ
れ
、
軍
事
、
経
済
に
加
え
、
文
化
の
重
要
性
も
注

目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
と
り
わ
け
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
従
来
広
報
、
文
化
外
交
を
行
っ
て
き
た
先
進
諸
国

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
一
層
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ナ
イ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
論
（
ナ
イ
二
〇
〇
四
）
を
き

っ
か
け
に
、
先
進
諸
国
だ
け
で
な
く
、
近
年
、
中
国
な
ど
の
新
興
国
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
関
す
る
研
究
を
始
め
、
外
交
現

場
に
お
い
て
積
極
的
に
実
践
を
し
て
い
る
。

　

文
化
外
交
、
そ
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
決
し
て
新
し
い
概
念
で
は
な
い
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
（
一
九
六
八
）
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
外
交
実
務
者
、
研
究
者
は
外
国
の
世
論
、
そ
し
て
世
論
に
影
響
を
与
え
る
自
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
広
報
外
交
の
手
法
、
重
要
性

に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
さ
ら
に
、M

elissen

（
二
〇
〇
五
）、
平
野
（
二
〇
〇
五
）、
金
子
、
北
野
（
二
〇
〇
七
）
な
ど
は
従
来
の
広
報
外

交
だ
け
で
な
く
、
国
際
文
化
交
流
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
広
報
、
文
化
外
交
に
相
互
理
解
を
加
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の

重
要
性
、
有
効
性
を
強
調
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
政
策
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
国
際

二
七
〇
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政
治
に
影
響
を
与
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
疑
問
に
対
し
、
注
目
す
る
分
野
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
法
に
よ
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
答
え
が
出
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
国
際
関
係
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
あ
る
、
対
外
政
策
の
一
環
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界
に
関
し
て
は
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
研
究
成
果
だ
け
で
は
、
充
分
に
説
明
で
き
る
と
は
言
い
難
い
。

　

本
論
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
関
す
る
研
究
に
は
多
く
の
難
題
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
例
と
し
て
、

ま
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
だ
と
定
義
で
き
る
活
動
や
そ
れ
ら
に
関
わ
っ
て
い
る
ア
ク
タ
ー
が
多
様
化
し
、
細
分
化
さ
れ
て
い

る
た
め
、
本
来
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現
在
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
の
成
果
に
関
す
る
評
価
方
法
や
政
策
実
施
と
成
果
の
因
果
関
係
を
証
明
す
る
方
法
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
は
過
剰
に
期
待
、
評
価
さ
れ
や
す
い
。
さ
ら
に
、
短
期
的
な
目
標
実
現
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
長
期
に
わ
た
っ
て
外
交
環
境
や
そ
の
他
の
対
外
政
策
に
与
え
る
影
響
が
軽
視
さ
れ
や
す
い
。
そ
の

よ
う
な
難
題
を
直
視
し
、
十
分
な
議
論
を
重
ね
る
前
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
事
業
の
効
率
性
を
追
求
す
る
こ
と
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
影
響
を
矮
小
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
効
果
は
ま
た
ど
の
よ
う
な
制
限
を
受
け
て
い
る
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
信
念
、
精
神
論
を
超
え
た
、
実
証
的
分

析
に
基
づ
く
答
え
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
目
的
は
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
国
家
の
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
果
た

す
役
割
に
関
す
る
理
論
を
整
理
し
、
事
例
分
析
で
そ
れ
を
実
証
、
再
考
す
る
こ
と
に
設
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
目
的
に
合
わ
せ
、

お
も
に
以
下
の
四
つ
の
テ
ー
マ
（
問
題
意
識
）
を
巡
る
議
論
を
展
開
す
る
。
一
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
目
的
、
内
容
、
特
徴

を
説
明
し
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
文
化
外
交
な
ど
関
連
す
る
定
義
と
区
別
す
る
こ
と
。
多
様
な
定
義
や
政
策
内
容
が
存
在
す
る
中
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
概
念
が
定
着
し
て
き
た
。
役
割
と
有
効
性
を
議
論
す
る
前
に
、
時
代
背
景
と
合
わ
せ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

二
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プ
ロ
マ
シ
ー
の
発
展
と
現
状
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
、
外
国
世
論
に
与
え
る
影
響
と
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
リ
ソ
ー
ス
提
供
と
い
う
二

つ
の
視
点
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
有
効
性
を
明
示
す
る
こ
と
。
近
年
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
を
高
く

評
価
す
る
研
究
が
増
え
、
そ
れ
が
外
交
環
境
に
与
え
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
は
議
論
の
前
提
と
な
っ
て
き
た
。
な
ぜ
政
府
が
対
外
政
策
と
し

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
行
っ
て
い
る
か
と
い
う
原
点
に
立
ち
戻
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
有
効
性
を
整
理
す

る
こ
と
は
大
変
有
益
で
あ
る
。
三
、
社
会
心
理
学
、
と
り
わ
け
認
知
的
不
協
和
理
論
の
視
点
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界

を
検
証
す
る
こ
と
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
外
国
大
衆
の
心
理
的
環
境
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
交
環
境
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
ら
ば
外
交
環
境
の
変
化
が
外
国
の
一
般
大
衆
の
心
理
的
環
境
に
影
響
を
も
た
ら
し
、
そ
の
影
響
が
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
有
効
性
を
制
限
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
逆
方
向
の
仮
説
に
対
し
検
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
、
国
際
関
係
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
、
中
長
期
的
な
視
点
で
分
析
す
る
こ
と
。
国
際
関
係
は
不

変
な
も
の
で
は
な
い
。
国
際
関
係
の
変
化
と
連
動
し
て
い
る
諸
国
の
対
外
政
策
も
絶
え
間
な
く
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
外

政
策
で
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
有
効
性
も
不
変
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
だ
成
熟
し
て
い
な
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
に
関
す
る
研
究
を
従
来
の
国
際
関
係
論
、
対
外
政
策
論
研
究
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　

以
上
の
目
的
と
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
稿
の
構
成
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
は
お
も
に
日
、
米
に
お
け
る
先
行
研
究
を

概
観
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
定
義
、
内
容
、
役
割
と
有
効
性
を
分
析
し
た
上
で
本
稿
の
仮
説
と
分
析
枠
組
み
を
説
明
す
る
。

第
二
章
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
実
施
の
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
具
体
的
に
三
つ
の
事
例
分
析
を
行
う
。
第
三
章

は
中
長
期
的
な
視
点
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
限
界
を
ま
と
め
、
本
稿
の
結
論
を
導
く
。

二
七
〇
二
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対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

　

平
野）

1
（

、M
elissen

）
2
（

な
ど
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
境
を
超
え
る
文
化
交
流
や
、
自
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
よ
う
に
直
接
、
あ
る
い
は
間

接
的
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
対
外
政
策
の
手
法
は
決
し
て
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
王
朝
時
代
、
王
室
の
メ
ン
ツ
を
始
め
と
す
る
国
威
が

重
要
視
さ
れ
る
の
に
対
し
、
近
代
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
二
度
の
世
界
大
戦
や
約
四
〇
年
間
の
冷
戦
の
洗
礼
、
さ
ら
に
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
深
化
と
新
た
な
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
挑
戦
を
受
け
、
形
を
変
え
な
が
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
を
集
め
て
き
た
。
文
化
、
情
報
の
交
流

は
国
家
が
誕
生
す
る
以
前
か
ら
地
球
上
に
存
在
し
、
近
代
以
降
、
諸
国
政
府
は
意
図
的
に
そ
の
よ
う
な
現
象
を
対
外
政
策
と
リ
ン
ク
さ
せ
た
。

政
治
的
、
文
化
的
背
景
が
異
な
る
た
め
、
各
国
が
行
っ
て
き
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
政
策
に
は
当
然
な
が
ら
定
義
、
内
容
の
違

い
が
存
在
す
る）

3
（

。
同
じ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
定
義
で
行
わ
れ
る
対
外
政
策
に
は
、
内
容
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
一
．
心
理

戦
、
二
．
国
際
政
治
宣
伝
、
三
．
国
際
広
報
、
四
．
国
際
文
化
宣
伝
、
五
．
国
際
文
化
交
流
な
ど
の
側
面
が
存
在
す
る）

4
（

。
で
は
、
な
ぜ
多
様

な
定
義
が
あ
る
中
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
概
念
が
定
着
し
た
か
？
な
ぜ
対
外
政
策
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
が
行
わ
れ
る
価
値
が
あ
る
か
？
期
待
さ
れ
る
役
割
と
可
能
性
に
対
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
は
ま
た
制
限
を
受
け
、

限
界
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
三
つ
の
疑
問
に
答
え
る
た
め
、
第
一
章
は
以
下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
、
１―

１
は
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
発
展
し
て
き
た
背
景
や
今
日
に
お
け
る
特
徴
を
、
政
策
対
象
と
研
究
対
象
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
概
観

す
る
。
そ
し
て
、
１―

２
は
本
稿
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
定
義
を
明
確
に
し
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ

ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
、
可
能
性
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
１―

３
で
は
、
外
国
一
般
大
衆
の
心
理
的
環
境
に
注
目
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界
を
検
討
す
る
。
な
お
、
本
来
は
日
、
米
、
欧
、
新
興
諸
国
を
そ
れ
ぞ
れ
分
析
対
象
と
し
、
各
国
に
お
け
る
先
行
研
究
に

基
づ
い
て
比
較
分
析
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
が
、
紙
幅
と
言
語
の
制
限
も
あ
り
、
本
稿
は
お
も
に
日
、
米
に
お
け
る
先
行
研
究
を
扱
う
。

二
七
〇
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

五
二

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

１―

１　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
発
展
と
近
年
の
研
究

　

金
子
、
北
野
（
二
〇
〇
七
）、Snow

、T
aylor

（
二
〇
〇
九
）、L

ee

、M
elissen

（
二
〇
一
一
）
な
ど
多
く
の
文
献
や
先
行
研
究
が
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
国
に
よ
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
定
義
、
内
容
が
異
な
る
だ
け
で
な
く
、
研
究
者
が
重
視
す
る
視
点
、
用

い
る
分
析
方
法
に
よ
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
現
状
と
あ
る
べ
き
姿
も
変
化
し
て
い
る
。
歴
史
を
遡
り
、
今
日
パ
ブ
リ
ッ

ク･

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
定
義
さ
れ
る
活
動
の
源
を
探
れ
ば
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
対
外
政
策
に
そ
の
原
型
と
な
る

も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
欧
州
諸
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
が
拡
大
し
、
国
境
を
超
え
る
通
商
、
交
流
が
増
え
る
中
、
民
間
に
お
け
る

文
化
の
国
際
主
義
が
形
成
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
諸
国
政
府
も
文
化
の
力
に
目
を
向
け
た
。
自
国
の
文
化
的
優
位
を
示
す
た
め
、
そ
し
て
権

益
拡
大
の
た
め
、
政
府
の
明
確
な
戦
略
に
基
づ
く
文
化
外
交
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
登
場
し
た）

5
（

。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
外
交
の
形
が
大
き
く

変
化
し
、
王
侯
貴
族
や
政
治
エ
リ
ー
ト
の
み
に
よ
る
外
交
が
批
判
さ
れ
、
世
論
は
国
家
の
対
外
政
策
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
存
在
と
な
っ

た
。
各
国
政
府
が
文
化
外
交
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
注
力
す
る
の
に
対
し
、
民
間
レ
ベ
ル
の
国
際
文
化
交
流
も
欧
米
を
中
心
に
盛
ん
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
政
府
に
よ
る
文
化
外
交
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
皮
肉
に
も
各
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
揚
さ
せ
、
や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
勃

発
し
、
文
化
の
力
は
再
び
大
衆
の
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
道
具
と
さ
れ
る）

6
（

。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク･

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
概
念
を
作
り
出
し
、
多
様
な
実
践
に
よ
っ
て
そ
れ
を
大
き
く
発
展
さ
せ

た
の
は
超
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
で
あ
っ
た
。
政
府
に
よ
る
文
化
政
策
、
文
化
交
流
へ
の
介
入
を
否
定
的
に
捉
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ

ロ
マ
シ
ー
に
無
関
心
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
長
い
間
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
を
変
え
、
精
力
的

に
広
報
、
文
化
外
交
、
海
外
放
送
を
行
う
よ
う
に
さ
せ
た
の
は
外
部
に
よ
る
脅
威
で
あ
っ
た）

7
（

。
敵
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
と
日
本
が
降
伏
し
た
た

め
、
戦
時
中
に
作
ら
れ
た
戦
時
情
報
局
（
Ｏ
Ｗ
Ｉ
）
は
廃
止
さ
れ
、
多
く
の
対
外
宣
伝
、
広
報
活
動
は
国
務
省
な
ど
の
機
関
に
受
け
継
が
れ

た
。
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
日
本
に
お
け
る
占
領
統
治
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は
ラ
ジ
オ
放
送
、
映
画
製
作
な
ど
従
来
の
宣
伝
手
法
を

二
七
〇
四
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三

活
用
し
た
だ
け
で
な
く
、合
衆
国
教
育
交
流
計
画
（
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
計
画
）
の
よ
う
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
異
な
る
活
動
も
始
め
た
。
し
か
し
、

ソ
連
の
影
響
力
拡
大
、
及
び
共
産
主
義
思
想
の
蔓
延
に
つ
れ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
か
つ
て
の
同
盟
国
で
あ
る
ソ
連
を
新
た
な
脅
威
と
し
て
認

識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
対
外
宣
伝
、
広
報
体
制
の
再
構
築
も
余
儀
な
く
さ
れ
た）

8
（

。

　

一
九
五
三
年
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
も
と
で
、
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
に
直
轄
さ
れ
る
、
対
外
宣
伝
広
報
の
専
門
機
関
で

あ
る
米
国
広
報
文
化
交
流
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
が
誕
生
し
た
。
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
活
動
は
民
間
ア
ク
タ
ー
の
協
力
も
集
め
、
多
様
で
あ
っ
た
が
、
中

央
統
制
が
強
く
、
諜
報
、
心
理
戦
の
要
素
も
混
在
す
る
た
め
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
超
え
る
新
た
な
活
動
ス
タ
イ
ル
に
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ
っ

た
）
9
（

。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
そ
し
て
対
外
政
策
そ
の
も
の
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
ソ
連
の
文
化
的
攻
勢
に
対
抗
す
る
た
め
、
ケ

ネ
デ
ィ
政
権
は
一
方
的
に
﹁
情
報
を
伝
え
る
﹂
と
い
う
宣
伝
、
広
報
外
交
を
改
め
、﹁
文
化
に
よ
る
相
互
理
解
﹂
を
中
心
と
す
る
国
際
交
流

活
動
を
推
進
し
た）
₁₀
（

。
そ
の
よ
う
な
方
針
転
換
が
も
た
ら
し
た
成
果
を
評
価
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
自
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
情
報
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
国
際
文
化
交
流
に
よ
る
相
互
理
解
に
対
す
る
政
策
レ
ベ
ル
に
お
け
る
再
確
認
は
硬
直
化
し
た
文
化
の
冷
戦
に
新
た
な
生
命

力
を
吹
き
込
ん
だ
と
い
え
る
。
米
ソ
に
よ
る
文
化
冷
戦
が
激
し
さ
を
増
す
中
、
ア
メ
リ
カ
国
民
を
含
む
世
界
中
の
人
々
に
と
っ
て
、﹁
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
﹂
は
決
し
て
心
地
よ
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
死
後
の
一
九
六
五
年
に
、
タ
フ
ツ
大
学
フ
レ

ッ
チ
ャ
ー
法
律
外
交
大
学
院
長
の
エ
ド
ム
ン
ド
・
ガ
リ
オ
ン
が
初
め
て
公
な
場
に
お
い
て
﹁
パ
ブ
リ
ッ
ク･

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
﹂
と
い
う
言

葉
を
使
っ
た
。
こ
の
新
た
な
概
念
は
従
来
の
宣
伝
、
広
報
活
動
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
民
間
レ
ベ
ル
の
対
話
、
相
互
理
解
の
重
要
性
を

強
調
し
た）
₁₁
（

。
皮
肉
な
こ
と
に
、
一
九
六
五
年
は
ア
メ
リ
カ
が
北
爆
を
開
始
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
全
面
的
に
介
入
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
新

た
な
概
念
が
登
場
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
諜
報
、
心
理
戦
と
一
線
を
画
す
こ
と
が
で
き

ず
、
本
質
的
な
変
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
用
語
が

共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
文
化
外
交
、
国
際
文
化
交
流
は
ま
す
ま
す
西
側
諸
国
政
府
に
重
要
視
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九
七
二
年
、

二
七
〇
五
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急
速
な
経
済
成
長
と
そ
れ
に
よ
る
外
国
と
の
貿
易
摩
擦
を
背
景
に
、
日
本
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
専
門
機
関
で
あ
る
国
際
交

流
基
金
を
設
立
し
、
日
米
と
日
ア
ジ
ア
と
い
う
二
つ
の
活
動
軸
を
持
ち
、
本
格
的
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
始
め
た）
₁₂
（

。

　

一
九
八
〇
年
代
、
ソ
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
強
い
危
機
感
、
対
抗
意
識
を
持
つ
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
Ｎ
Ｓ
Ｃ
に
お
け
る
役
割
を

再
確
認
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
精
力
的
に
推
進
し
た
が
、
や
が
て
冷
戦
の
終
焉
に
伴
い
、
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権

期
に
お
い
て
弱
体
化
し
、
最
終
的
に
国
務
省
に
吸
収
さ
れ
た）
₁₃
（

。
外
部
の
脅
威
が
な
く
な
り
、
唯
一
の
超
大
国
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、

ソ
連
に
対
抗
す
る
た
め
の
広
報
、
宣
伝
だ
け
で
な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
よ
っ
て
自
ら
の
優
位
性
を
示
す
意
味
も
薄
ま
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
に
脅
威
を
感
じ
さ
せ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
対
す
る
政
府
、
民
間
の
関
心
を
再
び
強
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で
あ
っ
た
。

　

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
、
突
出
し
た
パ
ワ
ー
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
は
な
ぜ
テ
ロ
攻
撃
を
回
避
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
な
ぜ
対
テ

ロ
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
は
広
く
支
持
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
い
っ
た
疑
問
に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
加
速
と
情
報
、
通
信
技
術
が
進
歩
す
る
中
、
自
国
に
対
す
る
外
国
民
間
レ
ベ
ル
の
理
解
や
外
国
世
論
に
よ
る
支
持
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
も
っ
と
も
効
果
的
な
の
か
は
議
論
の
中
心
と

な
っ
て
き
た
。

　

現
在
の
欧
米
諸
国
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
対
象
と
す
る
多
く
の
研
究
は
ナ
イ
（
二
〇
〇
四
）

の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
論
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
イ
メ
ー
ジ）
₁₄
（

な
ど
の
理
論
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
ナ
イ
に
よ
る
と）
₁₅
（

、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
は
強
制
力

や
利
益
の
提
供
で
は
な
く
、
目
標
共
有
や
政
策
の
魅
力
で
外
国
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
ソ
フ

ト
・
パ
ワ
ー
に
つ
な
が
る
さ
ま
ざ
ま
な
外
交
資
源
を
提
供
す
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
一
、
外
国
語
放
送
な
ど
の
日
常
的
な

情
報
伝
達
、
対
話
、
二
、
国
際
会
議
の
よ
う
な
戦
略
的
対
話
と
三
、
人
的
交
流
な
ど
の
重
要
な
交
流
活
動
に
よ
っ
て
自
国
の
魅
力
と
対
外
政

二
七
〇
六
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策
の
正
当
性
を
外
国
に
示
し
、
最
終
的
に
自
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
政
策
立
案
者
は
し
ば
し
ば
情
報
伝
達
、

自
国
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
過
大
評
価
す
る
が
、
相
手
国
の
大
衆
は
何
を
対
し
興
味
、
関
心
を
持
ち
、
何
を
知
り
た
い

か
を
理
解
す
る
た
め
に
も
、
双
方
向
の
対
話
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ナ
イ
が
主
張

す
る
。M

elissen
）
₁₆
（

は
ナ
イ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
論
を
踏
ま
え
、
宣
伝
、
広
報
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

は
単
な
る
外
交
の
道
具
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
す
る
時
代
に
お
い
て
、
民
間
ア
ク
タ
ー
が
参
加
す
る
新
た
な
外
交
の
形
で
あ

る
と
論
じ
る
。
そ
し
て
、
ス
ノ
ー）
₁₇
（

は
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
中
東
諸
国
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

問
題
点
を
指
摘
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
内
容
に
反
す
る
よ
う
な
行
動
を
取
る
場
合
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
、

と
り
わ
け
発
信
し
た
情
報
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
信
憑
性
が
低
下
し
、
本
来
期
待
さ
れ
る
政
策
の
効
果
を
損
な
う
と
強
調
す
る
。
そ
し
て
、

E
nric O

rdeix-R
igo

とJoao D
uarte

）
₁₈
（

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
内
容
と
目
的
だ
け
で
な
く
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
の
担
い
手
で
も
あ
る
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
民
間
ア
ク
タ
ー
の
参
加
、
協
力
、
交
流
と
そ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
研
究
は
各
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
対
象
に
事
例
分
析
を
行
い
、
欧
米
諸
国
、

日
本
に
中
国
を
始
め
と
す
る
新
興
国
に
対
す
る
分
析
を
加
え
、
近
年
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
注
力
し
て
き
た
新
興
国
に
注
目
し

て
い
る）
₁₉
（

。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
す
る
欧
米
に
対
し
、
日
本
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
、
対
外
宣

伝
、
文
化
政
策
、
国
際
交
流
に
関
す
る
研
究
が
増
え
て
き
た
。
ま
ず
例
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
で
行

わ
れ
て
き
た
研
究
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
際
交
流
研
究
会
は
﹁
国
際
世
論
﹂
が
国
際
関
係
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
一
定
の

共
通
す
る
価
値
観
の
下
で
形
成
さ
れ
る
世
界
規
模
の
市
民
社
会
の
影
響
力
が
増
強
し
て
い
る
と
い
う
視
点
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
の
重
要
性
を
強
調
し
、日
本
政
府
、国
際
交
流
基
金
に
対
す
る
提
言
を
行
っ
た）
₂₀
（

。﹁
主
要
先
進
諸
国
に
お
け
る
国
際
交
流
機
関
調
査
報
告
書）
₂₁
（

﹂、

二
七
〇
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

五
六

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

若
松
（
二
〇
〇
四
）、青
山
（
二
〇
〇
九
）
な
ど
は
主
要
国
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
事
業
の
運
営
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、

政
策
立
案
、
実
施
の
特
徴
に
合
わ
せ
諸
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
政
策
の
背
景
も
分
析
し
た
。
そ
し
て
、
金
子
、
北
野
（
二
〇

〇
七
）、
三
上
（
二
〇
〇
七
）、
星
山
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
は
諸
国
の
政
策
特
徴
を
比
較
、
分
析
し
た
上
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
論
に
合
わ
せ
て

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
政
策
に
関
す
る
理
論
分
析
を
試
み
た
。
さ
ら
に
、
渡
辺
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
多
く
先
行
研
究）
₂₂
（

は
一
カ
国
、

あ
る
い
は
何
カ
国
の
政
策
運
営
の
事
例
に
対
す
る
分
析
を
行
い
、
理
論
分
析
に
事
例
分
析
を
加
え
、
理
論
構
築
及
び
理
論
批
判
の
重
要
性
を

示
唆
し
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
先
行
研
究
で
は
文
化
政
策
、
文
化
外
交
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
文
化
要
素
と
国
際
関
係
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
内
容
が
多
様
で
、
数
多
く
の
先
行
研
究
を
精
密
に
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
そ
の
も
の
を
中
心
と
す
る
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
交
流
や
文
化
の
越
境
な
ど
の
視
点
か
ら
の
分
析
に
も
多
く
の
共
通
点
が
存

在
す
る
。
相
違
点
と
共
通
点
を
整
理
す
る
こ
と
は
今
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
研
究
に
と
っ
て
大
変
有
益
で
あ
る
。
先
行
研
究

を
整
理
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
本
論
に
分
析
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
筆
者
は
特
徴
に
合
わ
せ
て
、
先
行
研
究
を
以
下
の
よ
う

に
分
類
す
る
。

　

一
．
国
際
政
治
に
お
け
る
文
化
的
要
素
を
巡
る
政
策
の
重
要
性
、
特
に
国
家
ブ
ラ
ン
ド
、
魅
力
的
な
文
化
商
品
を
始
め
と
す
る
発
信
の
重

要
性
を
強
調
す
る
タ
イ
プ
。
二
．
一
方
的
な
発
信
だ
け
で
な
く
、
相
互
理
解
、
市
民
社
会
の
発
展
な
ど
の
視
点
か
ら
国
際
文
化
交
流
活
動
の

重
要
性
を
強
調
す
る
タ
イ
プ
。
三
．
他
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
、
文
化
政
策
を
意
識
し
、
目
標
達
成
に
対
す
る
期
待
を
示
す

タ
イ
プ
。
四
．
政
府
の
役
割
を
超
え
る
市
民
社
会
の
力
、
文
化
の
浸
透
力
に
対
す
る
期
待
を
示
す
タ
イ
プ
。
ほ
と
ん
ど
の
先
行
研
究
は
単
に

一
つ
の
主
張
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
か
ら
四
ま
で
の
四
つ
の
特
徴
を
紹
介
し
た
上
、
ど
れ
か
一
つ
に
重
点
を
置
い
て
論
じ

て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
、
一
と
三
、
二
と
四
の
主
張
を
合
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
る
。
例
と
し
て
、
ナ
イ
（
二
〇
〇
八
、

二
七
〇
八
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）

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

五
七

二
〇
一
一
）
は
双
方
向
の
交
流
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
信

憑
性
、
政
策
の
正
当
性
を
高
め
る
と
主
張
し
つ
つ
も
、
政
府
の
支
援
に
基

づ
く
情
報
発
信
、
戦
略
的
対
話
が
自
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
促
進
し
、

最
終
的
に
望
ま
し
い
外
交
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
強
調
す

る
。
つ
ま
り
、
二
と
四
の
考
え
を
認
め
た
上
、
一
と
三
の
側
面
に
注
目
し

て
い
る
と
い
え
る
。
日
本
の
場
合
で
は
、
金
子
、
北
野
（
二
〇
〇
七
）、

星
山
（
二
〇
〇
八
）
や
﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
に
掲
載
さ
れ
た
多
く
の
研

究
成
果）
₂₃
（

は
二
、
四
の
考
え
の
重
要
性
を
紹
介
し
つ
つ
も
、
一
と
三
の
主
張

に
注
力
し
、
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
提
言
し
た
。
そ
れ
ら
に
対
し
、M

elissen

（
二
〇
〇
五
）、E

nric 

O
rdeix-R

igo

、Joao D
uart

（
二
〇
〇
九
）
は
宣
伝
、
広
報
の
重
要
性

を
評
価
す
る
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
担
い
手
と
し
て
の

民
間
ア
ク
タ
ー
の
主
体
性
、
自
発
的
に
構
成
さ
れ
る
国
際
文
化
交
流
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
強
い
期
待
を
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
一
と
三
の
側
面
を
紹
介
し
つ
つ
も
二
、
四
の
考
え
を

強
調
し
た
。
日
本
で
は
、
平
野
編
（
一
九
九
九
）、
戦
後
日
本
国
際
文
化

交
流
研
究
会
（
二
〇
〇
五
）、
佐
々
木
、
川
崎
、
河
島
編
著
（
二
〇
〇
九
）

な
ど
は
政
府
の
外
交
活
動
に
よ
る
発
信
よ
り
文
化
自
身
の
浸
透
力
、
国
際

パブリック・
ディプロマシーA

パブリック・
ディプロマシーB

4．文化の浸透を重視

2．相互理解

3．目標達成を重視

1．文化の発信

図１―１

二
七
〇
九
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

五
八

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

文
化
交
流
に
よ
る
相
互
理
解
を
高
く
評
価
し
、
政
府
主
導
の
国
際
文
化

交
流
を
紹
介
し
つ
つ
も
政
府
以
外
の
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
へ
の
参
加
に
対
す
る
強
い
期
待
を
示
し
た
。つ
ま
り
、

二
と
四
の
考
え
を
よ
り
重
要
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。
以
上
の
内
容
を

図
に
ま
と
め
る
と
、
図
１―

１
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
行
研
究
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
、
通
信
技

術
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
、
あ
る
い

は
文
化
外
交
、
国
際
文
化
交
流
の
外
交
活
動
に
お
け
る
有
効
性
、
重
要

性
は
疑
う
余
地
も
な
い
。
し
か
し
、
先
行
研
究
を
見
る
限
り
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
国
家
の
対
外
政
策
と
し
て
、
そ
の
他
の
政

策
と
の
関
連
を
中
長
期
的
な
視
点
で
分
析
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
十
分
に

さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
政
策
の
内
容
に
よ
っ
て
政
府
機
関
以
外

の
ア
ク
タ
ー
も
関
わ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ

マ
シ
ー
は
多
か
れ
少
な
か
れ
税
金
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
最
終
目

的
は
国
家
利
益
の
確
保
に
貢
献
す
る
と
い
う
性
質
を
持
つ
。そ
の
た
め
、

対
外
政
策
の
一
環
、
あ
る
い
は
対
外
政
策
そ
の
も
の
と
し
て
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
第
三

章
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
ス
ノ
ー
（
二
〇
〇
四
）
な
ど
が
同
時
多
発
テ

1．文化の発信

パブリック・ディ

プロマシー

6．外交環境からの影響

5．外交環境に与える影響

4．文化の浸透を重視

2．相互理解3．目標達成を重視

図１―２

二
七
一
〇
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

五
九

ロ
事
件
直
後
の
中
東
諸
国
を
対
象
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
対
す
る
批
判）
₂₄
（

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
自
国
の

国
益
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
、
文
化
を
商
品
の
よ
う
に
他
国
に
売
り
込
む
よ
う
な
対
外
政
策
の
効
果
に
は
明
ら
か
に
限
界
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
す
べ
て
の
対
外
政
策
と
同
じ
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
外
交
環
境
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
反

面
、
そ
の
効
果
は
ま
た
外
交
環
境
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。
図
１―

１
で
示
し
た
先
行
研
究
で
よ
く
見
ら
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
を
分
析
す
る
二
つ
の
視
点
に
対
し
、
本
稿
の
分
析
視
点
は
図
１―

２
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
分
析
視
点
に
、
政
策
が
外
交
環
境
に
与
え
る
影
響
及
び
外
交
環
境
か
ら
受
け
る

影
響
を
表
す
軸
、
言
い
換
え
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
役
割
及
び
役
割
の
限
界
を
表
す
軸
を
加
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
よ
う
な
軸
を
加
え
る
こ
と
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
立
体
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
く
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
先
行
研
究
が
示
し
た
一
か
ら
四
ま
で
の
分
析
要
素
を
踏
ま
え
た
上
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
対
外
政
策
と
し

て
分
析
し
、
国
際
関
係
と
い
う
枠
組
み
や
中
長
期
的
な
視
点
で
そ
の
役
割
と
限
界
を
再
考
す
る
と
い
う
本
稿
の
目
的
は
有
意
義
で
あ
り
、
今

後
国
際
関
係
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
、
あ
る
い
は
文
化
外
交
、
国
際
文
化
交
流
が
持
つ
影
響
力
に
関
す
る
研
究
に
有
益

な
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

１―

２　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
国
家
の
対
外
政
策
と
の
関
係

　

諸
国
が
実
施
し
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
事
業
は
一
定
の
共
通
理
念
の
下
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
関
連
す
る
ア
ク
タ
ー
、

事
業
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る）
₂₅
（

。
詳
し
い
記
述
や
議
論
は
他
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
が
、
国
際
交
流

基
金
が
提
供
し
た
調
査
報
告
書
や
米
、
英
な
ど
諸
国
外
交
機
関
が
公
表
し
て
い
る
資
料）
₂₆
（

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
各
国
が
行
っ
て
い
る
事
業
に

二
七
一
一
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

六
〇

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

は
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
と
は
い
え
、
対
外
政
策
の
需
要
に
合
わ
せ
、
そ
の
内
容
が
か
な
り
多
様
化
、
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

数
多
く
の
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
よ
り
、
諸
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
間
に
存
在
す
る
共
通
の

特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
ほ
う
が
よ
り
有
益
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
内
容
、
種
類
、
評
価
に
関
す
る
分
析
に

重
点
を
置
く
の
で
は
な
い
が
、
先
行
研
究
の
成
果
、
特
に
Ｊ
・
Ｍ
ミ
ッ
チ
ェ
ル
と
ナ
イ
の
分
析
に
基
づ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
を
一
．
対
外
発
信
を
重
視
す
る
﹁
文
化
外
交
﹂、
二
．
相
互
発
信
、
相
互
理
解
を
重
視
す
る
﹁
国
際
文
化
交
流
﹂
と
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
分
析
す
る
こ
と
で
事
例
分
析
を
含
む
本
論
に
つ
な
げ
る
。
本
節
に
お
い
て
は
、
ま
ず
１―

１
で
概
観
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ

ロ
マ
シ
ー
に
関
す
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
概
念
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
果
た
し
得
る
役
割
を
分
析
し
、
そ
の
役
割
に
関
す
る
仮
説
一
を
立
て
る
。

　

ま
ず
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
定
義
に
関
し
て
、
北
野
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）
₂₇
（

﹁
自
国
の
対
外
的
な
利
益
と
目
的
の

達
成
に
資
す
る
べ
く
、
自
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
自
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
、
海
外
の
個
人
及

び
組
織
と
関
係
を
構
築
し
、
対
話
を
持
ち
、
情
報
を
発
信
し
、
交
流
す
る
な
ど
の
形
で
関
わ
る
活
動
﹂。
こ
の
定
義
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
の
目
的
、
意
義
を
明
確
に
説
明
し
、
お
も
な
方
法
、
手
段
も
紹
介
し
た
。
前
節
で
述
べ
た
分
類
の
仕
方
で
は
、
北
野
の
定
義
は

発
信
と
目
標
達
成
と
い
う
二
つ
の
側
面
を
重
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
深
化
し
て
い
る
中
、
国
際
世
論
と
各
国
の
国
内
世

論
が
諸
国
政
府
の
対
外
政
策
に
与
え
る
影
響
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
効
果
的
に
対
外
政
策
を
実
行
し
、
外
交
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
外

国
の
政
府
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
世
論
の
理
解
と
支
持
も
必
要
不
可
欠
に
な
っ
て
き
た
。
外
国
の
政
府
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
民
間
人
、
民

間
団
体
を
含
む
他
国
の
大
衆
に
直
接
働
き
か
け
、
自
国
の
対
外
的
な
利
益
と
目
的
の
達
成
に
資
す
る
よ
う
に
他
国
大
衆
の
意
識
を
変
化
あ
る

い
は
維
持
す
る
こ
と
こ
そ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
目
的
で
あ
れ
ば
、
対
外
広
報
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
含
む
多
く
の
外
交
手
段
は

当
然
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
宣
伝
、
広
報
は
い
ま
だ
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ

二
七
一
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マ
シ
ー
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
と
は
い
え
、
発
信
と
目
標
達
成
を
強
調
し
、
対
話
、
交
流
を
自
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
手
段

だ
と
捉
え
る
以
上
の
定
義
は
冷
戦
期
の
も
の
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
従
来
の
宣
伝
、

広
報
外
交
の
違
い
を
明
確
に
示
し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
前
節
で
示
し
た
よ
う
に
、民
間
ア
ク
タ
ー
が
参
加
す
る
よ
う
な
対
話
、

交
流
、
相
互
発
信
に
よ
る
相
互
理
解
も
自
国
の
外
交
活
動
に
資
す
る
と
い
う
認
識
こ
そ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
新
た
な

概
念
が
作
ら
れ
た
根
拠
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
北
野
の
定
義
の
目
的
、
意
義
（﹁
自
国
の
対
外
的
な
利
益
と
目
的
の
達
成
に
資
す

る
べ
く
﹂）
と
方
法
、
手
段
（﹁
海
外
の
個
人
及
び
組
織
と
関
係
を
構
築
し
、
対
話
を
持
ち
、
情
報
を
発
信
し
、
交
流
す
る
な
ど
の
形
で
関
わ

る
活
動
﹂）
の
部
分
を
援
用
し
、目
標
（﹁
自
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
、イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、自
国
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
﹂）

に
﹁
相
互
発
信
、
交
流
に
よ
る
民
間
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
を
深
め
、
相
互
信
頼
関
係
を
促
進
す
る
よ
う
﹂
と
い
う
補
足
を
加
え
る
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
内
容
分
類
に
関
し
て
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
一
九
九
〇
）
が
詳
し
く
議
論
を
展
開
し
た
。
担

当
部
署
、
情
報
伝
達
の
媒
体
な
ど
の
分
類
手
法
に
対
し
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
目
的
、
形
態
や
効
果
の
違
い

に
注
目
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
内
容
を
文
化
外
交
と
国
際
文
化
交
流
の
二
つ
に
分
類
し
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
よ
る
と）
₂₈
（

、﹁
文

化
外
交
は
、
公
的
な
政
策
や
国
益
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
潜
ん
で
い
る
目
的
は
、
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
経
済

的
な
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
﹂。
そ
し
て
、﹁
文
化
外
交
は
、
好
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
そ
れ
を
印
象
づ
け
、
外
交
活
動
全
体
を
容
易
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
﹂。
そ
れ
に
対
し
、﹁
文
化
交
流
は
よ
り
中
立
的
で
、
包
括
的
で
あ
り
﹂、﹁
実
際
に
お
い
て
、
両
者
の
相
違
は
、

様
式
の
問
題
で
あ
る
。
文
化
交
流
の
目
的
は
、
必
ず
し
も
一
方
的
利
益
を
求
め
る
こ
と
で
も
な
く
、
事
前
に
一
方
的
な
利
益
を
考
え
な
い
こ

と
で
も
な
い
﹂。
つ
ま
り
、
文
化
外
交
も
国
際
文
化
交
流
も
政
治
的
、
経
済
的
な
目
的
の
た
め
、
政
府
の
主
導
で
行
わ
れ
る
外
交
活
動
で
あ

る
と
は
い
え
、
そ
の
度
合
い
の
違
い
で
二
つ
の
異
な
る
タ
イ
プ
の
活
動
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る）
₂₉
（

。
し
か
し
、
そ
の
他
の
多
く
の
対
外
政

策
と
同
じ
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
の
目
的
、
中
立
性
を
厳
密
に
、
客
観
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
大
変
困
難
な
た
め
、

二
七
一
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

本
稿
で
は
、
情
報
発
信
の
形
態
を
一
方
的
な
発
信
、
伝
達
を
重
視
す
る
も
の
と
相
互
発
信
を
重
視
す
る
も
の
に
分
け
て
分
析
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
自
国
の
文
化
商
品
を
海
外
に
売
り
込
む
こ
と
や
自
国
の
主
張
、
対
外
政
策
の
正
当
性
を
宣
伝
す
る
よ
う
な
お
も
に
対
外
広
報
、
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
、
一
方
的
な
発
信
を
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
は
文
化
外
交
に
分
類
さ
れ
、
二
国
、
或

い
は
多
国
共
催
で
行
わ
れ
る
芸
術
展
や
知
的
交
流
の
よ
う
な
相
互
発
信
、
相
互
理
解
を
重
視
す
る
活
動
は
国
際
文
化
交
流
に
分
類
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
対
す
る
評
価
手
法
に
関
し
て
、
日
本
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
専
門
機
関
で

あ
る
国
際
交
流
基
金
は
模
索
し
続
け
て
き
た
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
が
﹁
文
化
交
流
事
業
に
は
、
確
固
た
る
評
価
基
準
が
存
在
し
な
い
。﹂﹁
し
た
が

っ
て
、
文
化
交
流
活
動
に
お
け
る
投
資
の
正
当
性
に
は
、
信
念
の
要
素
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
強
調
し
た
上
、﹁
分
析
と
評
価
は
、

そ
の
期
間
の
事
業
の
遂
行
に
お
け
る
成
功
を
確
保
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
国
際
文
化
交
流
の
正
当
性
の
論
拠
を
提
供
し
、
政
府
か
ら
必
要

な
資
金
を
引
き
出
す
た
め
に
も
、
必
要
で
あ
る
﹂
と
述
べ
た）
₃₀
（

。
国
際
交
流
基
金
が
公
開
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
調
査
報
告
書）
₃₁
（

を
見
れ
ば
わ
か

る
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
全
体
に
対
す
る
三
段
階
の
計
量
的
、
総
合
的
評
価
が
な
さ

れ
て
い
る）
₃₂
（

。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ
ベ
ル
で
は
、
日
本
文
化
に
関
す
る
展
示
会
や
日
米
経
済
協
力
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
個
々
の
イ
ベ
ン

ト
の
終
了
後
、
参
加
者
、
関
係
者
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
中

心
に
評
価
が
行
わ
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
レ
ベ
ル
で
は
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
評
価
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
対
す

る
総
合
的
な
評
価
を
加
え
、
参
加
者
、
関
係
者
の
意
識
変
化
を
対
象
と
す
る
計
量
分
析
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
全
体
の
レ
ベ
ル
で
は
、
お
も
に
対
日
意
識
の
変
化
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
現
在
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
対
す
る
評
価
の
中
心
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
や
対
象
者
の
心
理
的
環
境
の
変
化
及
び

外
国
世
論
に
よ
る
自
国
に
対
す
る
評
価
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
に
よ
る
外
国
人
関

係
者
の
心
理
的
環
境
変
化
が
不
変
な
も
の
で
は
な
く
、
自
国
に
対
す
る
好
意
的
な
外
国
世
論
も
必
ず
特
定
な
外
交
目
標
達
成
に
資
す
る
と
は

二
七
一
四
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限
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
政
策
設
定
時
の
目
標
と
合
わ
せ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
も
た
ら
す
影
響
力
を
中
短
期
、
中
長
期

と
い
う
二
つ
の
視
点
と
国
際
関
係
の
枠
組
み
で
総
合
的
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
対
外

政
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

本
節
の
前
半
は
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
定
義
、
内
容
分
類
と
評
価
を
概
観
し
た
。
以
下
で
は
、

外
国
の
世
論
が
外
交
環
境
に
与
え
る
影
響
と
外
交
資
源
の
貯
蓄
に
注
目
し
、
国
家
の
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
発
信
、
情
報
伝
達
を
重
視
す
る
文
化
外
交
に
せ
よ
、
相
互
発
信
、
相
互
理
解
を
重
視
す
る
国
際
文
化
交
流
に
せ
よ
、

海
外
の
一
般
大
衆
に
対
す
る
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
外
交
環
境
を
構
築
す
る
と
い
う
最
終
目
標
の
下
で
、
国
家
予
算
で
行
わ
れ
て

い
る
た
め
、
国
家
の
対
外
政
策
、
あ
る
い
は
対
外
政
策
の
一
環
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
国
際
文
化
交
流
の
場
合
、
政
府
と
一
定
の
距
離
を
持

つ
ア
ク
タ
ー
が
活
動
を
担
当
し
、
民
間
ア
ク
タ
ー
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
多
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
政
府
が

何
ら
か
の
形
で
活
動
を
指
導
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
資
金
、
補
助
金
を
提
供
し
て
い
る）
₃₃
（

。
例
と
し
て
、
日
本
の
場
合
で
は
、﹁
国
際
交
流
基

金
法）
₃₄
（

﹂
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
独
立
行
政
法
人
だ
と
は
い
え
、
国
際
交
流
基
金
の
活
動
は
対
外
政
策
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
基

金
法
一
七
条
で
は
、﹁
外
務
大
臣
は
、（
中
略
）
外
交
政
策
の
遂
行
上
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
基
金
に
対
し
、
第
一
二
条
に

規
定
す
る
業
務
又
は
基
金
の
外
国
に
あ
る
事
務
所
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂
と
明
確
に
国
際
交
流

基
金
の
活
動
と
対
外
政
策
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
府
の
指
示
、
援
助
、
影
響
を
一
切
受
け
な
い
も
の
を
除
き
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
だ
と
定
義
で
き
る
全
て
の
活
動
は
対
外
政
策
と
し
て
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

フ
ラ
ン
ケ
ル
（
一
九
七
〇
）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
対
外
政
策
に
は
目
的
、
目
標
が
あ
り
、
そ
の
目
的
、
目
標
を
実
現
す
る
た

め
の
政
策
プ
ラ
ン
が
計
画
さ
れ
、
実
施
後
は
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
単
純
で
、
短
期
的
な
目
的
、
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
に

二
七
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

対
し
、
ほ
と
ん
ど
の
対
外
政
策
は
複
雑
な
心
理
的
、
実
践
的
環
境
の
中
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
他
の
政
策
決
定
の
連
鎖
過
程
と
絡
み
合
っ
て
い

る
）
₃₅
（

。
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
も
そ
う
で
あ
る
。
一
つ
単
純
な
外
交
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
、
単
純
な
手
段

で
行
わ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
で
も
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
対
外
政
策

に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
軍
事
、
経
済
に
関
す
る
対
外
政
策
と
切
り
離
し
、
文
化
交
流
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ

ロ
マ
シ
ー
を
分
析
し
、
あ
る
い
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
純
粋
に
民
間
レ
ベ
ル
の
友
好
関
係
の
構
築
の
た
め
に
行
わ
れ
る
活
動

だ
と
定
義
、
評
価
す
る
に
は
明
ら
か
に
限
界
が
あ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
軍
事
、
経
済
に
関
す
る
従
来
の
対
外
政
策
を
代

替
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
と
共
に
一
国
の
対
外
政
策
を
構
成
し
、
そ
の
一
部
と
し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
多
様
な
役
割
を
果

た
し
、
場
合
に
よ
っ
て
ほ
か
の
対
外
政
策
に
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
。
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
一
九
九
〇
）、Snow

・Taylor

（
二

〇
〇
九
）
な
ど
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
短
期
的
に
外
交
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
万
能
薬
で
も
な
く
、

戦
争
や
制
裁
な
ど
の
手
段
に
代
わ
っ
て
一
国
の
対
外
政
策
を
主
導
で
き
る
よ
う
な
奇
策
で
も
な
い
。

　

し
か
し
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
、
一
般
大
衆
が
外
交
問
題
に
対
す
る
考
え
、
い
わ
ゆ
る
世
論）
₃₆
（

が
外
交
政
策
の
決
定
に
強
い
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
実
際
、
あ
る
程
度
民
主
化
が
進
ん
で
い
る
国
、
あ
る
い
は
権
威
主
義
体
制
国
の
対
外
政

策
に
お
い
て
も
世
論
に
よ
る
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
の
一
般
大
衆
に
直
接
働
き
か
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
、
効
果
を
理
解
す
る
上
に
は
、
世
論
の
変
化
と
対
外
政
策
と
の
関
係
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
行
研
究

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
文
化
外
交
、
そ
し
て
国
際
文
化
交
流
を
行
う
こ
と
で
、
自
国
に
対
す
る
望
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
出
し
、
自
国
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
よ
い
外
交
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
の
下
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が

行
わ
れ
、
税
金
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ス
ト
に
合
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
期
待
に
は
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
外
国
の
一
般
大
衆
の
心
理
的
環
境
に
望
ま
し
い
影
響
を
与
え
、
特
定
の
外
交
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

二
七
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る
と
い
う
理
論
的
前
提
が
存
在
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
外
国
の
一
般
大
衆
の
考
え
を
変
化
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
対
外
政
策
と
し
て
行
う
外
交
的
価
値
が
あ
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
の
目
標
を
外
国
の
世
論
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
周
知
の
よ
う
に
、
ナ
イ
（
二
〇
〇
四
）
で
は
、
従
来
対
外
政
策
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
に
対
し
、
直

接
他
者
に
影
響
を
与
え
ず
、
魅
力
に
よ
っ
て
自
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
変
化
を
促
す
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
い
う
概
念
が
紹
介
さ
れ
た
。
ナ
イ

自
身
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
活
用
手
段
と
し
て
説
明
し
た）
₃₇
（

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
研
究
者
、
実
務
者
は

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
理
論
を
用
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
重
要
性
を
説
明
し
て
き
た
。
ナ
イ
（
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
と
、
ソ
フ

ト
・
パ
ワ
ー
を
含
む
﹁
力
は
つ
ね
に
、
自
分
と
相
手
の
関
係
を
取
り
巻
く
環
境
に
依
存
し
﹂、﹁
力
の
源
泉
は
金
と
は
違
っ
て
、
ど
こ
で
も
通

用
す
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
る
場
面
で
勝
利
の
決
め
手
に
な
る
点
が
、
別
の
場
面
で
は
ま
っ
た
く
通
用
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。﹂﹁
力
の
源
泉

を
活
か
し
て
、
自
分
が
望
む
結
果
を
得
る
と
い
う
意
味
で
の
力
を
実
現
す
る
に
は
、
し
っ
か
り
と
組
み
た
て
ら
れ
た
戦
略
と
た
く
み
な
指
導

が
必
要
で
あ
る）
₃₈
（

﹂。
も
し
ナ
イ
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
一
．
文
化
の
魅
力
、
二
．
政
治
的
な
価
値
観
の
正
当
性
、

三
．
外
交
政
策
の
妥
当
性
に
よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
対
外
政
策
は
意
図
的
、
あ
る
い
は
非
意
図
的
に
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
影
響

し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
源
泉
の
貯
蓄
を
増
や
し
、

意
図
的
に
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
短
期
的
に
外
国
世
論

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
戦
略
的
対
話
や
民
間
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
に
よ
り
、
中
長
期
的
に
自
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
つ
な
が

る
外
交
資
源
の
提
供
も
対
外
政
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る）
₃₉
（

。

　

こ
こ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
、
あ
る
い
は
有
効
性
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
お
も
に
一
．
特
定
の
外
交
政
策
目
標
の
実
現
と
二
．

二
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

外
交
資
源
貯
蓄
と
い
う
二
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
仮
説
は
次
節
で
論
じ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界
に
関
す
る

仮
説
と
と
も
に
、
事
例
分
析
に
よ
っ
て
実
証
す
る
こ
と
と
す
る
。

１―

３　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
対
す
る
大
衆
の
認
知
と
受
容

　

前
節
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
定
義
、
内
容
に
つ
い
て
述
べ
、
外
交
政
策
と
し
て
の
可
能
性
、
あ
る
い
は
期
待
さ
れ
て

い
る
役
割
を
論
じ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
外
国
の
一
般
大
衆
の
心
理
的
環
境
に
影
響
を
与
え
、
短
期
的
、

も
し
く
は
中
長
期
的
に
外
国
世
論
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
自
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
外
交
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
国
際

関
係
が
変
化
す
る
中
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
果
た
し
て
外
国
世
論
を
効
率
よ
く
、
意
の
ま
ま
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
言
い
換
え
る
と
、
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界
が

存
在
し
、
政
策
と
し
て
の
失
敗
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
逆
説
を
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
に
対
す
る
過
大
評
価
を
避
け
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
人
々
の
心
理
的
環
境
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
、
と
り

わ
け
外
国
大
衆
の
認
知
と
受
容
に
注
目
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界
を
分
析
す
る
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る）
₄₀
（

。
本
節
は

社
会
心
理
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
利
用
し
、
ま
ず
人
々
の
態
度
が
世
論
と
い
う
表
出
で
外
交
環
境
に
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
態
度

の
認
知
的
側
面
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
（
一
九
六
五
）
の
認
知
的
不
協
和
理
論
を
概
観
し
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
対
す
る
対
象
の
認
知
と
受
容
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
本
節
の
最
後
に
お
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界
に
関
す
る
仮
説
を
立
て
る
と
す
る
。

　

１―

１
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
ま
で
、
外
交
は
王
侯
貴
族
や
一
部
の
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
世
論
が
諸
国
の
対
外
政
策
に
与
え
る
影
響
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
、
現
在
の
ほ
と
ん
ど
の
国
に
お
い
て
は
無
視
で
き
な
い
存
在
と
な
っ

二
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て
い
る
。
ニ
コ
ル
ソ
ン
（
一
九
六
八
）
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
外
交
分
野
に
お
け
る
民
主
主
義
理
念
の
浸
透
を
進
歩
だ
と
評
価
し
つ
つ
も
、

民
意
に
よ
る
外
交
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
限
界
及
び
非
効
率
性
を
強
調
し
た
。
リ
ッ
プ
マ
ン）
₄₁
（

も
示
し
た
よ
う
に
、一
般
大
衆
の
情
報
収
集
能
力
、

理
解
、
分
析
能
力
が
制
限
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
理
由
が
あ
る
た
め
、
世
論
が
常
に
政
府
の
対
外
政
策
を
監
視
し
、
望
ま
し
い
形
に
修
正
で
き

る
と
は
言
い
難
い
。
岡
田
（
二
〇
〇
一
）
に
よ
る
と
、
世
論
に
は
態
度
と
意
見
と
い
う
切
り
離
せ
な
い
二
つ
の
側
面
が
存
在
す
る
。﹁
意
見

の
基
体
は
認
知
・
信
念
で
あ
り
、
態
度
の
基
体
は
感
情
・
価
値
で
あ
る
と
し
て
も
﹂、
意
見
は
態
度
と
い
う
心
理
的
土
台
に
根
ざ
し
、﹁
い
ず

れ
も
な
ん
ら
か
の
程
度
に
お
い
て
共
軛
関
係
に
あ
っ
て
、
複
合
的
に
構
成
さ
れ
る
心
的
傾
向）
₄₂
（

﹂
で
あ
る
。
一
国
の
国
内
に
お
い
て
、
個
人
、

そ
し
て
個
人
か
ら
な
る
大
衆
の
態
度
は
自
ら
の
信
念
、
価
値
観
、
そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
や
政
府
の
宣
伝
な
ど
複
合
的
な
要
素
に
影
響
さ

れ
る
た
め
、
対
外
政
策
に
対
す
る
態
度
も
常
に
状
況
依
存
的
で
、
流
動
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
国
の
対
外
政
策
で
外
国
の
世
論
を
継

続
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
外
国
一
般
大
衆
の
自
国
に
対
す
る
態
度
を
望
ま
し
い
形
に
維
持
す
る
こ
と
も
不

可
能
に
近
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
情
報
、
通
信
技
術
が
急
速
に
進
化
し
て
い
る
中
、
狭
い
意
味
の
世
論
を
超
え
、
よ
り
一
貫
性
、

客
観
性
を
持
つ
輿
論
も
確
実
に
存
在
し
、
国
内
政
治
だ
け
で
な
く
、
政
府
の
対
外
政
策
の
立
案
、
実
施
に
対
し
て
も
決
定
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る）
₄₃
（

。
そ
の
た
め
、
外
国
の
一
般
大
衆
の
態
度
、
意
見
、
あ
る
い
は
外
国
の
世
論
に
働
き
か
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に

は
期
待
で
き
る
効
果
に
限
界
が
あ
る
も
の
の
、
決
し
て
無
意
味
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
外
国
の
大
衆
に
対
し
、
持
続
的
に
望
ま
し
い
影
響
を

与
え
、
態
度
の
表
出
で
あ
る
世
論
を
効
率
よ
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
が
、
自
国
を
対
象
と
す
る
外
国
の
健
全
な
輿
論
形

成
に
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、外
交
環
境
に
間
接
的
に
外
交
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
他
の
す
べ
て
の
対
外
政
策
と
同
じ
よ
う
に
、
国
際
関
係
の
変
化
に
よ
っ
て
、
外
国
大
衆
の
態
度
と
い
う
心
理
的
環
境
が
絶
え
ず
変
化
す

る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
実
施
過
程
及
び
そ
の
結
果
は
大
き
く
変
化
す
る
。

　

社
会
心
理
学
で
は
、
人
々
は
好
み
、
信
念
、
価
値
観
か
ら
な
る
態
度
に
基
づ
き
、
投
票
、
デ
モ
な
ど
の
行
動
を
起
こ
す
。
そ
し
て
、
態
度

二
七
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

に
は
感
情
的
、
認
知
的
、
行
動
的
と
い
う
三
つ
の
成
分
が
存
在
す
る
と
さ
れ
る
。
現
存
の
態
度
に
新
た
な
情
報
が
受
容
、
認
知
さ
れ
、
納
得

さ
れ
る
と
、
人
々
の
態
度
が
変
化
す
る
、
い
わ
ば
説
得
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る）
₄₄
（

。
武
力
行
使
な
ど
の
政
策
は
外
国
大
衆
の
行
動
を
強
制

的
に
制
限
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
に
対
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
対
象
の
態
度
、
と
り
わ
け
態
度
の
認
知
的
側
面
に
働
き

か
け
、
説
得
し
、
間
接
的
に
外
国
大
衆
の
行
動
に
影
響
を
与
え
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
新
た
な
情
報
を
提
供
し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

だ
け
で
必
ず
相
手
を
説
得
で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
、
相
手
が
拒
否
反
応
を
起
こ
し
、
あ
る
い
は
熟
慮
の
末
説
得
の
内
容
を
否

定
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る）
₄₅
（

。
以
下
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
の
認
知
的

不
協
和
理
論
を
援
用
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
外
国
大
衆
の
態
度
、
と
り
わ
け
認
知
的
側
面
に
影
響
を
与
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
論
じ
る
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
（
一
九
六
五
）
が
示
し
た
よ
う
に
、
人
間
は
か
つ
て
受
け
入
れ
た
情
報
や
信
念
、
価
値
観
に
基
づ
い
て
、
環
境
、
自

分
自
身
、
自
分
の
行
動
を
認
知
し
て
い
る
。
自
分
の
認
知
で
説
明
で
き
な
い
、
自
分
の
力
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
新
た
な
事
象
、
情
報

が
確
認
さ
れ
る
と
、
人
は
し
ば
し
ば
心
理
学
的
な
不
快
を
感
じ
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
認
知
要
素
が
な
く
て
も
、
決
定
が
下
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
、
遂
行
さ
れ
る
行
為
に
関
す
る
認
知
と
別
の
行
為
を
支
持
す
る
意
見
と
情
報
の
間
に
も
不
協
和
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ

る
認
知
的
不
協
和
で
あ
る
。
認
知
的
不
協
和
が
存
在
す
る
限
り
、
人
間
は
不
協
和
に
よ
る
不
快
を
回
避
す
る
た
め
に
、
現
存
の
不
協
和
を
低

減
し
、
新
た
な
不
協
和
を
回
避
す
る
た
め
に
動
機
づ
け
ら
れ
る
。
認
知
要
素
の
重
要
性
に
よ
っ
て
認
知
的
不
協
和
に
は
程
度
の
差
が
あ
り
、

言
い
換
え
れ
ば
心
理
的
不
快
の
差
が
あ
る
た
め
、
不
協
和
を
低
減
な
い
し
除
去
す
る
た
め
の
圧
力
の
強
さ
も
大
き
く
変
化
す
る
。
つ
ま
り
、

認
知
要
素
の
重
要
度
あ
る
い
は
価
値
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
人
間
は
不
協
和
を
低
減
、
除
去
、
回
避
す
る
た
め
に
強
く
動
機
づ
け
ら
れ
、
何
ら

か
の
対
応
方
法
を
試
み
る
。
そ
の
対
応
方
法
と
し
て
、
他
人
を
含
む
外
部
環
境
を
変
え
る
こ
と
、
自
身
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
、
そ
し
て
自

身
の
認
知
を
変
え
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
外
部
環
境
を
変
え
ら
れ
る
か
は
と
も
か
く
、
自
分
自
身
の
行
動
や
認
知
を
変
え

二
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る
こ
と
に
は
場
合
に
よ
っ
て
強
い
精
神
的
抵
抗
が
伴
う
。
と
り
わ
け
変
化
が
困
難
、
苦
痛
を
伴
い
、
あ
る
い
は
満
足
感
か
ら
を
は
じ
め
と
す

る
精
神
的
、
物
理
的
損
失
を
伴
う
場
合
、
人
間
は
変
化
に
対
し
強
い
抵
抗
を
示
し
、
自
身
の
行
動
や
認
知
を
正
当
化
さ
せ
る
た
め
の
新
た
な

認
知
要
素
を
付
加
す
る
こ
と
で
認
知
的
不
協
和
の
低
減
、
除
去
を
試
み
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
認
知
的
不
協
和
理
論
は
個
々
の
人
間
だ
け
で

な
く
、
連
帯
性
や
一
定
の
共
通
認
識
を
持
つ
集
団
の
間
も
通
用
す
る
た
め
、
そ
し
て
国
家
も
連
帯
性
や
共
通
認
識
で
形
成
さ
れ
る
集
団
で
あ

る
た
め）
₄₆
（

、
認
知
的
不
協
和
理
論
を
用
い
て
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
分
析
す
る
こ
と
は
大
変
有
益
だ
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　

外
集
団
で
あ
る
国
同
士
の
間
に
は
、
単
な
る
文
化
、
価
値
観
の
違
い
の
み
な
ら
ず
、
政
治
体
制
、
法
律
な
ど
根
本
的
な
違
い
が
存
在
し
、

複
雑
な
利
益
関
係
が
絶
え
ず
変
化
す
る
中
、
異
な
る
程
度
の
軍
事
的
、
経
済
的
な
対
立
、
摩
擦
が
頻
繁
に
生
じ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
集
団

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
諸
国
の
国
民
の
間
は
も
ち
ろ
ん
、
国
家
と
い
う
集
団
の
間
に
も
無
数
の
認
知
的
不
協
和
が
存
在
す
る
。
前
述
し
た
世
論
、

あ
る
い
は
輿
論
と
い
う
外
国
に
対
す
る
一
国
の
国
民
の
認
知
に
基
づ
く
態
度
、
意
見
に
は
無
数
の
不
協
和
が
伴
い
、
人
々
の
行
動
や
そ
の
国

の
対
外
政
策
に
強
い
影
響
を
与
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
影
響
で
形
成
さ
れ
る
行
動
や
対
外
政
策
は
連
鎖
的
に
他
国
国
民
の
認
知
的
不

協
和
を
引
き
起
こ
す
。
し
か
し
、
一
個
人
が
自
分
と
関
連
す
る
外
部
環
境
を
変
え
る
こ
と
よ
り
、
外
国
と
い
う
外
部
環
境
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
は
る
か
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
個
人
か
ら
な
る
大
衆
は
し
ば
し
ば
自
身
の
認
知
、
行
動
を
正
当
化
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
認
知
的
要
素

を
付
加
す
る
こ
と
で
不
協
和
の
低
減
、
除
去
を
図
る
。
例
と
し
て
、
他
国
の
対
外
政
策
、
あ
る
い
は
そ
の
国
の
政
治
体
制
、
文
化
な
ど
を
異

質
な
存
在
だ
と
み
な
す
こ
と
で
、
自
国
内
に
お
い
て
共
通
認
識
と
さ
れ
る
価
値
観
や
信
念
な
ど
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
民
主
主
義
国
家
の
大
衆
は
権
威
主
義
国
家
の
理
解
し
に
く
い
対
外
政
策
に
対
し
認
知
的
不
協
和
を
感
じ
、
相
手
国
は
独
裁
国
家

だ
か
ら
こ
そ
拡
張
的
な
対
外
政
策
を
取
る
と
の
認
知
的
要
素
を
受
け
入
れ
、
認
知
的
不
協
和
を
解
消
す
る
。
一
方
、
対
立
す
る
国
の
政
府
に

よ
る
平
和
、
友
好
を
テ
ー
マ
と
す
る
宣
伝
に
対
し
認
知
的
不
協
和
を
感
じ
、
そ
の
よ
う
な
宣
伝
は
政
治
的
罠
か
単
な
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
だ
と

二
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

の
説
明
を
受
け
入
れ
、相
手
国
の
宣
伝
に
対
す
る
警
戒
感
を
強
め
る
こ
と
で
認
知
的
不
協
和
を
解
消
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
最
終
的
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
協
和
の
影
響
で
個
々
人
の
態
度
の
出
力
で
あ
る
世
論
は
し
ば
し
ば
外
国
に
対
す
る
不
寛
容
な
傾
向
を
見
せ
る）
₄₇
（

。

　

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
直
接
に
、
特
定
の
外
国
の
政
策
を
含
む
外
交
環
境
を
自
由
自
在
に

変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
文
化
外
交
、
国
際
文
化
交
流
な
ど
の
活
動
は
お
も
に
新
た
な
、
よ
り
望
ま
し
い
認
知
要
素
を
提
供
す
る
こ

と
で
間
接
的
に
外
国
の
大
衆
の
認
知
的
不
協
和
を
低
減
、
緩
和
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
不
寛
容
、
そ
し
て
無
関
心
の
外
国
世
論
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
、
通
信
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
た
と
え
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
さ
え
外
国

の
一
般
大
衆
に
与
え
ら
れ
る
影
響
が
ご
く
限
定
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
人
々
の
警
戒
心
を
強
め
、
か
え
っ
て
認
知
的
不

協
和
を
深
刻
化
、
複
雑
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
は
信
頼
性
、
透
明
性
が
強
く

要
求
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
国
際
関
係
の
変
化
に
合
わ
せ
て
目
標
を
設
定
し
、
対
象
の
心
理
的
不
協
和
に
対
応
で
き
る
方
法
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
外
国
の
大
衆
が
受
け
入
れ
や
す
い
認
知
的
要
素
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
輿
論
に
関
す
る
前
述
し
た
分
析
に
立
ち
戻
っ
て
表
現
を
変
え
れ
ば
、
他
国
の
世
論
を
自
国
に
と
っ
て
有
利
な
よ
う

に
変
化
さ
せ
る
こ
と
よ
り
、
自
国
を
対
象
と
す
る
他
国
の
健
全
な
輿
論
形
成
に
必
要
な
認
知
的
要
素
を
提
供
し
、
そ
し
て
受
容
さ
せ
る
こ
と

が
は
る
か
に
重
要
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
れ
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
は
著
し
く
低

下
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
か
え
っ
て
対
象
の
認
知
的
不
協
和
を
増
強
さ
せ
、
自
国
の
外
交
環
境
に
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
節
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
直
接
外
国
の
世
論
や
大
衆
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
新
た
な
情
報
や
認
知
的
要
素
を
提
供
し
、
受
容
さ
せ
る
こ
と
で
対
象
の
態
度
を
変
え
、
間
接
的
に
行
動
を
変
え
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
政
治
体
制
、
歴
史
、
文
化
の
異
な
る
諸
国
大
衆
の
間
に
は
無
数
の
認
知
的
不
協
和
が
存
在
し
、
日
々
変
化
し

て
い
る
国
際
関
係
、
と
り
わ
け
対
立
、
摩
擦
も
ま
た
新
た
な
認
知
的
不
協
和
を
も
た
ら
す
。
そ
の
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

二
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の
限
界
に
関
す
る
以
下
の
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
対
象
で
あ
る
外
国
大
衆
の
心
理
的
環
境
に

働
き
か
け
、
そ
の
態
度
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
外
部
環
境
の
変
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
対
象
の
心
理
的
環
境
が
絶
え
ず
変
化
し
て

い
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
は
不
変
で
は
な
く
、
限
界
が
存
在
す
る
。

二　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
事
例
分
析

　

第
一
章
に
お
い
て
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
分
析
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
視
点
な
ど
が
整
理
さ
れ
た
。

第
二
章
は
以
上
論
じ
て
き
た
内
容
を
踏
ま
え
、
国
際
関
係
の
変
化
に
合
わ
せ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
関
す
る
三
つ
の
事
例
を

時
系
列
で
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

　

本
章
に
お
い
て
選
ば
れ
た
三
つ
の
事
例
は
そ
れ
ぞ
れ
広
報
、
文
化
外
交
と
国
際
文
化
交
流
の
代
表
例
で
あ
る
。
具
体
的
に
、
２―

１
の
日

米
間
の
国
際
文
化
交
流
の
事
例
は
多
様
な
民
間
ア
ク
タ
ー
が
関
わ
り
、
長
期
間
の
国
際
文
化
交
流
の
代
表
例
で
あ
る
。
対
す
る
２―

２
の
台

湾
に
よ
る
対
米
世
論
工
作
の
事
例
と
２―

３
の
中
国
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
を
宣
伝
す
る
事
例
は
明
確
な
政
策
目
標
を
持
ち
、

政
府
主
導
の
文
化
外
交
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
代
表
例
で
あ
る
。
事
例
に
登
場
す
る
主
要
関
係
国
は
共
に
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
に
位
置
し
、
地
理
的
背
景
以
外
に
も
、
歴
史
的
、
政
治
的
背
景
に
お
け
る
共
通
点
が
多
数
存
在
し
て
い
る
た
め
比
較
研
究
に

相
応
し
い
。
外
交
環
境
に
お
け
る
明
確
な
変
化
が
な
く
、
国
際
関
係
の
変
化
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
果
た
す
役
割
の
関
係
を

評
価
し
に
く
い
多
く
の
事
例
と
比
べ
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
三
つ
の
事
例
で
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
は
外

交
環
境
の
変
化
や
そ
の
他
の
対
外
政
策
と
連
動
し
、
関
係
国
の
政
策
変
換
、
大
衆
の
反
発
な
ど
で
成
果
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
豊
富
な
資
料
に
よ
っ
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
実
施
国
の
目
標
を
明
示
し
、
三
年
以
内
と
い
う
中
短
期
的
評
価
だ
け
で
な
く
、

二
七
二
三
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

七
二

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

三
年
以
上
の
中
長
期
的
評
価
も
行
い
や
す
い
な
ど
の
点
を
考
え
れ
ば
、以
下
の
三
つ
の
事
例
を
対
象
と
す
る
分
析
は
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
外
国
大
衆
の
心
理
的
環
境
に
働
き
か
け
る
対
外
政
策
と
し
て
捉
え

る
以
上
、
独
立
し
た
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
み
に
対
す
る
分
析
や
評
価
は
不
十
分
で
あ
り
、
安
全
保
障
、
経
済
関
係

も
含
め
国
際
関
係
論
の
視
点
を
用
い
て
、
実
施
国
と
対
象
国
の
関
係
分
析
も
合
わ
せ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
及
び
有
効

性
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
外
交
環
境
が
外
国
の
世
論
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
に
関
し
て
は
、
あ
る
国
の
対
外
政
策
に
対

す
る
﹁
国
際
世
論
﹂
を
テ
ー
マ
と
す
る
先
行
研
究
は
大
変
重
要
な
視
点
を
提
供
し
た
。
堀
内
勇
作
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
、
猪
口
孝
（
二
〇
〇

五
）
で
は
、
一
．
安
全
保
障
、
経
済
貿
易
面
に
お
け
る
同
盟
、
協
力
や
軍
事
的
紛
争
、
政
治
的
介
入
の
有
無
に
注
目
す
る
国
益
モ
デ
ル
、
二
．

歴
史
的
経
験
や
広
義
の
政
治
的
文
化
、
価
値
判
断
、
政
治
制
度
の
共
有
に
注
目
す
る
社
会
化
モ
デ
ル
は
﹁
国
際
世
論
﹂
を
理
解
す
る
た
め
に

有
益
で
あ
る
と
示
唆
し
た）
₄₈
（

。
社
会
心
理
学
の
研
究
で
も
、
上
位
目
標
の
共
有
、
対
立
と
価
値
観
、
信
念
な
ど
認
知
的
要
素
の
共
有
が
集
団
間

の
相
互
認
識
、
態
度
に
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
る）
₄₉
（

。
本
稿
に
お
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
実
施
国
と
対
象
国
の
関
係
を
一
．

利
益
、
価
値
を
共
有
し
て
い
る
同
盟
、
準
同
盟
関
係
、
二
．
価
値
が
共
有
で
き
な
く
て
も
、
利
益
を
共
有
し
て
い
る
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
、
三
．
目
立
っ
た
対
立
が
な
い
が
、
利
益
、
価
値
を
共
有
で
き
て
い
な
い
関
係
、
四
．
対
立
し
て
い
る
関
係
の
四
種
類
に
分
類
し
、
関

係
変
化
に
よ
る
影
響
を
検
討
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
国
家
間
関
係
が
一
般
大
衆
の
心
理
的
環
境
を
制
限
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
の
下
で
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
実
施
及
び
効
果
が
外
交
環
境
の
変
化
か
ら
受
け
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。

２―

１　

戦
後
日
米
間
の
国
際
文
化
交
流
政
策
に
対
す
る
事
例
分
析

　

戦
後
米
国
に
よ
る
日
本
占
領
統
治
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
冷
戦
の
深
刻
化
、
日
米
貿
易
摩
擦
な
ど
歴
史
的
背
景
の
下
、
日
米
間
の
文
化
外
交
、

国
際
文
化
交
流
は
日
米
両
政
府
の
み
な
ら
ず
、
両
国
の
民
間
団
体
、
有
識
者
、
研
究
者
の
注
目
を
集
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
の
貢
献
と

二
七
二
四
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

七
三

関
与
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
は
い
え
、
日
米
間
に
お
け
る
双
方
向
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ

ロ
マ
シ
ー
は
間
違
い
な
く
、
両
国
民
間
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
、
信
頼
関
係
と
日
米
同
盟
の
維
持
に
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
と
す
る
外
交

資
源
を
提
供
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
外
交
資
源
は
日
米
両
国
間
に
お
い
て
の
み
重
要
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
長
い
冷
戦

時
代
を
通
し
、
今
も
な
お
東
ア
ジ
ア
地
域
の
安
定
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
別
稿
に
お
け
る
詳
し
い
分
析
が
必
要
で
あ
ろ
う

が
、
と
り
わ
け
冷
戦
終
焉
後
の
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
、
韓
国
、
台
湾
、
中
国
を
始
め
と
す
る
諸
国
は
少
な
か
ら
ず
日
米
間
で
行
わ
れ
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
経
験
を
参
考
に
し
、
独
自
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
政
策
を
模
索
し
て
き
た
。
冷
戦
構
造
の

影
響
も
あ
り
、
日
米
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
一
時
期
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
単
な
る
宣
伝
、
広
報
が
大
き
な
部
分
を
占
め
て

い
た
こ
と
は
否
定
し
難
い
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
多
様
化
、
深
化
し
て
き
た
両
国
の
民
間
ア
ク
タ
ー
が
果
た
す
役
割
を
考
え
れ
ば
、
文
化
外

交
よ
り
国
際
文
化
交
流
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
成
功
例
の
代
表
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
キ
ン
ダ
ー）
₅₀
（

な
ど
の
政
治
、
社
会
心
理
学
者
が
問
題
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
、
民
間
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
が
深
化
し
た
た
め
両

国
関
係
が
改
善
す
る
と
い
う
考
え
に
対
し
、
両
国
関
係
、
特
に
安
全
保
障
関
係
が
改
善
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
民
間
レ
ベ
ル
の
相
互
理
解
が
深
化

す
る
と
の
意
見
も
無
視
で
き
な
い
。
で
は
、
日
米
間
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
ど
の
よ
う
に
両
国
間
の
外
交
政
策
に
貢

献
し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
両
国
関
係
に
影
響
さ
れ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
本
節
は
お
も
に
既
存
の
、
豊
富
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
冷
戦
下

の
日
米
間
国
際
文
化
交
流
を
中
心
に
日
米
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
論
じ
る
。

　

日
米
両
国
の
文
化
外
交
は
決
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
終
戦
ま
で
両
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
中
心
と
す
る

国
策
文
化
外
交
は
今
日
注
目
さ
れ
て
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
定
義
で
評
価
す
る
こ
と
は
相
応
し
く
な
い
。
し
か
し
、
日
米

民
間
レ
ベ
ル
の
国
際
文
化
交
流
や
そ
れ
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
実
際
、
戦
後
両
国
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
、
と
り
わ
け
国
際
文
化
交
流
の
再
構
築
に
多
く
の
財
産
を
残
し
た
。
五
百
旗
頭
に
よ
れ
ば）
₅₁
（

わ
か
る
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
に
代

二
七
二
五
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

表
さ
れ
る
日
米
両
国
の
民
間
団
体
、
個
人
が
お
も
に
知
的
交
流
、
人
的
、
と
り
わ
け
エ
リ
ー
ト
間
の
交
流
を
進
め
、
そ
の
活
動
の
多
く
は
戦

後
日
米
間
の
国
際
文
化
交
流
の
基
盤
と
な
っ
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
日
米
の
対
立
及
び
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
、
両
国
間
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
除
く
文
化
外
交
、
国
際
文
化
交
流
は
ほ
と

ん
ど
中
断
さ
れ
た
。
戦
時
下
に
お
い
て
、
敵
国
文
化
を
対
象
と
す
る
研
究
が
排
除
さ
れ
る
日
本
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
研
究
は
お
も

に
政
府
や
軍
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
終
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
対

日
占
領
統
治
を
始
め
た
。
五
百
旗
頭
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
が
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
統
治
政
策
の
最
初
の
目
標
は
日
本
の
非
軍
事

化
及
び
軍
国
主
義
の
一
掃
に
設
定
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
の
民
主
化
が
最
終
目
標
と
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

は
日
本
の
政
治
だ
け
で
な
く
、
経
済
、
教
育
、
雇
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
破
壊
的
な
改
革
を
推
進
し
た
。
土
屋
（
二
〇
〇
九
）

が
示
し
た
よ
う
に
、
占
領
統
治
が
始
ま
っ
た
直
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
政
府
及
び
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
の
民
間
に
存
在
す
る
価
値
観
、
対
米
感
情
を
変

化
さ
せ
る
た
め
多
く
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
含
む
教
育
、
宣
伝
活
動
を
展
開
し
た
。
米
ソ
対
立
の
深
化
に
と
も
な
い
、
活
動
の
規
模
と
量
が
増

え
、
手
法
が
よ
り
洗
練
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
目
的
も
よ
り
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
。
土
屋
（
二
〇
〇
九
）
だ
け
で
な
く
、
松
田
（
二

〇
〇
八
）
な
ど
も
占
領
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
宣
伝
、
広
報
政
策
が
戦
後
日
本
社
会
、
特
に
民
主
主
義
、
人
権
な
ど
の
価
値
観
形
成
や
対

米
信
頼
、
依
存
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
占
領
期
と
い
う
特
別
な
時
期
に
行
わ
れ
た
ほ
ぼ
一
方
的
な
宣
伝
、

広
報
は
日
本
の
一
般
大
衆
を
対
象
に
展
開
さ
れ
た
と
は
い
え
、
半
強
制
的
な
性
格
を
持
つ
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
だ
と
い

う
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

一
九
四
〇
年
代
末
、
米
ソ
両
陣
営
の
対
立
と
摩
擦
は
次
第
に
深
刻
化
し
て
い
っ
た
。
分
割
統
治
さ
れ
る
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

冷
戦
の
最
前
線
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
ア
ジ
ア
で
は
、
西
側
陣
営
は
中
国
大
陸
を
失
い
、
朝
鮮
戦
争
に
直
面
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ア
メ

リ
カ
に
と
っ
て
、
日
本
が
持
つ
戦
略
的
重
要
性
が
強
く
な
り
、
日
本
が
西
側
陣
営
の
一
員
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
再
定
義
し
、
当
初
の

二
七
二
六
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五

占
領
政
策
と
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
共
産
主
義
中
国
が
建
国
し
、
朝
鮮
半
島
が
熱
戦
の
戦
場
と
化
し
た
以
上
、
日

本
の
反
共
、
親
米
化
、
そ
し
て
そ
れ
を
保
障
す
る
日
本
の
軍
事
力
、
経
済
力
の
復
活
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、

い
わ
ゆ
る
﹁
逆
コ
ー
ス
﹂
と
言
わ
れ
る
政
策
が
行
わ
れ
た
。
一
九
五
〇
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
は
中
ソ
抜
き
の
対
日
講
和
交
渉
を
進
め
る
と
同

時
に
、
日
本
の
再
軍
備
を
強
く
要
求
し
た
。
五
百
旗
頭
編
（
二
〇
〇
八
）
で
も
述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
の
中
、
共
産

化
が
拡
大
す
る
大
陸
に
面
し
て
い
る
敗
戦
国
日
本
の
安
全
保
障
、
経
済
状
況
を
考
え
れ
ば
、
米
軍
の
力
を
な
く
し
て
日
本
独
自
の
力
で
安
全

と
繁
栄
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
認
識
し
た
吉
田
政
権
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
本
格
的
な
再
軍
備
案
に
抵

抗
し
た
と
は
い
え
、
日
米
安
保
条
約
を
締
結
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
調
印
と
共
に
、
日
本
を
西
側
陣
営
の
一

員
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
戦
略
の
中
に
組
み
込
ん
だ
。
し
か
し
、
松
田
（
二
〇
〇
八
）
が
示
し
た
よ
う
に
、
当
時
疲
弊
し
て
い
た
日

本
社
会
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
戦
略
に
反
対
す
る
者
、
あ
る
い
は
占
領
政
策
に
不
満
を
持
つ
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
松
田
に

よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
占
領
統
治
、
日
本
社
会
の
改
革
推
進
に
対
し
不
満
を
持
つ
人
々
に
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
古
き
良
き
日
本
の
社
会
秩
序
を
行
き
過
ぎ
た
、
強
制
的
な
民
主
化
改
革
か
ら
守
り
た
い
保
守
的
な
グ
ル
ー
プ
と
学
生
を
中
心
と
す
る

共
産
主
義
に
共
鳴
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。﹁
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
日
本
占
領
が
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
国
民
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
感
情
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
っ
た）
₅₂
（

﹂。
つ
ま
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
に
対
し
、
日
本
政
府
は
抵
抗
し
た
と
は
い
え
、

基
本
的
に
東
西
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
の
中
に
あ
る
日
米
関
係
を
意
識
し
、
民
主
化
の
推
進
や
安
全
保
障
面
の
対
米
協
調
の
姿
勢
を
崩
さ
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
国
民
の
間
で
は
反
米
意
識
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
相
ま
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
危
機
感
と
警
戒
心
を
持
っ
て
い
た
。
土
屋
や
藤
田）
₅₃
（

が
示
し
た
よ
う
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
締
結
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
日
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
戦
略
的
需
要
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
、

二
七
二
七
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
戦
略
の
一
環
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
松
田
も
同
じ
よ
う
な
分
析
を
し
た
上
、﹁
ア
メ
リ
カ
の
文
化
外
交

を
効
率
よ
く
、
か
つ
効
果
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
日
本
人
の
ア
メ
リ
カ
文
化
政
策
へ
の
警
戒
心
を
和
ら
げ
る
た
め
に
﹂、
ア
メ

リ
カ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
一
．
双
方
向
、
互
恵
主
義
、
二
．
量
よ
り
質
優
先
、
三
．
官
民
間
の
分
業
と
協
力
と
い
う
三
つ

の
原
則
に
基
つ
い
て
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る）
₅₄
（

。
一
般
の
日
本
国
民
に
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
、
社
会
、
文
化
、
価
値
観
を
理
解
、
共
鳴

さ
せ
る
た
め
、
そ
し
て
最
終
的
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
重
要
拠
点
と
し
て
の
日
本
を
西
側
陣
営
に
留
ま
ら
せ
、
そ
れ
な
り
の
役
割
を
果
た

せ
る
た
め
に
、
多
く
の
文
化
外
交
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。
占
領
統
治
終
了
後
、
国
務
省
が
陸
軍
省
、
と
り
わ
け
占
領
軍
民
間
情
報
教

育
局
（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）
か
ら
広
報
、
宣
伝
、
文
化
外
交
の
業
務
を
受
け
継
ぎ
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
計
画
の
適
用
も
合
わ
せ
て
今
日
で
い
う
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
土
屋
（
二
〇
〇
九
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
国
務
省
は
日
本
人
の
警
戒
心
や
心
理
的
抵
抗
を
意

識
し
、
占
領
統
治
下
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
活
動
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
色
を
薄
め
る
た
め
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
が
、
東
西
の
対
立
、
摩
擦
が
深
化
す
る

国
際
環
境
や
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
け
る
激
し
い
反
共
運
動
の
影
響
を
受
け
、
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
か
ら
脱
皮
で
き
た
と
は

言
い
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
よ
る
﹁
真
実
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹂
や
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
に
よ
る
﹁
ピ
ー
プ
ル
・
ト
ゥ

ー
・
ピ
ー
プ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
な
ど
は
政
府
機
関
だ
け
で
な
く
、
民
間
ア
ク
タ
ー
も
動
員
し
、
映
画
の
上
映
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
作
成
、
配
布
な
ど
の
手
法
で
精
力
的
に
広
報
、
宣
伝
を
し
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
活
動
は
満
足
で
き
る
よ
う
な
成
果
を
出
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た）
₅₅
（

。
そ
の
よ
う
な
文
化
外
交
に
対
し
、
多
く
の
日
本
人
、
特
に
知
識
人
の
心
を
つ
か
ん
だ
の
は
政
治
の
色
の
薄
い
文
化
交
流
、
人

物
交
流
そ
し
て
民
間
ア
ク
タ
ー
主
導
の
国
際
交
流
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
、
多
く
の
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
を
知
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
双
方
向
の
交
流
を

体
験
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。
渡
辺
（
二
〇
〇
八
）
が
紹
介
し
た
よ
う
に
、
戦
争
で
世
界
を
知
る
機
会
を
失
っ
て
い
た
日
本
人
に
と
っ
て
、

Ｃ
Ｉ
Ｅ
の
図
書
室
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
が
提
供
し
た
ア
メ
リ
カ
の
多
様
な
書
籍
、
雑
誌
及
び
映
画
、
音
楽
レ
コ
ー
ド
は
ま

二
七
二
八
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さ
に
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
世
界
を
知
る
た
め
の
扉
で
あ
っ
た
。
占
領
統
治
終
了
後
、﹁
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
﹂
へ
と
変
身
し
た
そ

れ
ら
の
施
設
は
日
本
の
地
方
自
治
体
に
移
管
さ
れ
た
が
、
運
営
に
は
米
国
広
報
・
文
化
交
流
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
の
協
力
が
あ
っ
た）
₅₆
（

。
一
方
的

に
見
せ
つ
け
ら
れ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
色
の
強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
、
自
由
に
調
べ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
情
報
を
得
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
文
化

セ
ン
タ
ー
は
一
九
五
〇
、六
〇
年
代
ま
だ
裕
福
で
は
な
い
日
本
人
利
用
者
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、

情
報
を
提
供
す
る
ア
メ
リ
カ
文
化
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
計
画
は
民
間
レ
ベ
ル
の
日
米
関
係
に
さ
ら
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
。
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
計
画
は
互
恵
の
原
則
に
基
づ
き
、
高
い
自
律
性
を
持
つ
た
め
、
真
の
﹁
交
流
﹂
だ
と
も
評
価
さ
れ
る）
₅₇
（

。
近
藤
が
述
べ

た
よ
う
に
、
公
募
か
ら
選
ば
れ
る
フ
ル
ブ
ラ
イ
タ
ー
は
そ
の
後
各
界
の
リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
日
本
社
会
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、

﹁
ア
メ
リ
カ
で
学
ん
だ
経
験
、
そ
し
て
普
通
の
ア
メ
リ
カ
人
と
交
流
し
た
経
験
を
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
場
や
地
域
社
会
で
生
か
し
伝
え
る
と

い
う
日
米
相
互
理
解
に
お
け
る
波
及
効
果
は
、
計
量
的
に
実
証
不
可
能
と
し
て
も
、
十
二
分
に
推
論
可
能
で
あ
ろ
う）
₅₈
（

﹂。

　

そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
機
関
だ
け
で
な
く
、
日
米
両
国
の
多
く
の
民
間
団
体
や
個
人
も
国
際
文
化
交
流
の
担
い
手
で
あ
っ
た
。
山
本
編

著
（
二
〇
〇
八
）
は
日
米
両
国
の
民
間
団
体
の
活
動
が
両
国
関
係
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
、
戦
後
日
米
関
係
の
再
興
や
維
持
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
評
価
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
日
米
両
国
の
民
間
財
団
や
知
識
人
は
戦
前
か
ら
国
際
交
流
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
っ
て
お
り
、
戦
後
、
そ
し
て
占
領
統
治
終
了
後
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
復
活
し
、
さ
ら
に
深
化
し
た
。
ア
シ
ザ
ワ
と
和
田）
₅₉
（

は
占
領
統
治

期
か
ら
一
九
七
〇
年
代
中
盤
ま
で
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
、
ア
ジ
ア
財
団
、
フ
ォ
ー
ド
財
団
な
ど
主
要
な
ア
メ
リ
カ

の
民
間
財
団
が
日
本
に
対
す
る
支
援
、
援
助
活
動
を
時
系
列
で
概
観
し
た
。
特
に
和
田
は
い
く
つ
か
の
民
間
財
団
、
個
人
の
活
動
を
サ
ン
プ

ル
と
し
て
抽
出
し
、
活
動
に
よ
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
高
く
評
価
し
た
。
和
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
の
ア

メ
リ
カ
民
間
財
団
や
個
人
の
日
本
国
内
へ
の
直
接
助
成
金
額
二
五
二
八
万
ド
ル
を
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
か
な
り
大
き

な
金
額
だ
け
で
な
く
、
そ
の
助
成
金
に
よ
る
日
本
社
会
や
日
米
関
係
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
は
そ
の
金
額
を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
で
あ
っ

二
七
二
九
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た
）
₆₀
（

。
日
米
両
国
の
有
識
者
の
協
力
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
国
際
文
化
会
館
の
ケ
ー
ス
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
戦
後
間
も
な
い
時
期
で
さ
え
、

ア
メ
リ
カ
の
民
間
財
団
、
個
人
に
よ
る
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
民
間
組
織
、
知
識
人
、
関
係
者
の
努
力
が
重
要
な
役
割
を

は
た
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
の
初
頭
ま
で
復
興
段
階
に
あ
る
日
本
人
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
シ
ー

は
単
な
る
戦
勝
国
か
ら
の
施
し
で
な
く
、﹁
熟
成
さ
れ
た
人
道
主
義
と
、
民
間
で
こ
そ
担
い
う
る
国
際
主
義）
₆₁
（

﹂
を
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

や
が
て
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
力
を
消
耗
し
た
ア
メ
リ
カ
は
﹁
双
子
の
赤
字
﹂
を
抱
え
る
の
に
対
し
、
日
本
が
高
度
経

済
成
長
を
遂
げ
た
よ
う
な
環
境
変
化
の
中
、
国
際
交
流
基
金
や
日
米
友
好
基
金
の
よ
う
な
日
本
側
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
担

い
手
が
登
場
し
、
日
米
間
の
文
化
交
流
を
多
様
化
、
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
日
米
の
同
盟
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
一
九
七
一

年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
日
米
貿
易
摩
擦
で
台
頭
す
る
﹁
日
本
異
質
論
﹂
の
影
響
を
受
け
、
日
本
政
府
は
外
交
の
主
軸
で
あ
る
日
米
関
係

の
修
復
を
急
務
だ
と
捉
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
た）
₆₂
（

。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

は
対
外
政
策
の
一
環
と
し
て
広
い
意
味
で
の
安
全
保
障
に
寄
与
す
べ
き
だ
と
い
う
認
識
が
存
在
す
る
が
、
短
期
的
な
政
策
目
標
に
左
右
さ
れ

な
い
、
国
際
文
化
交
流
の
独
立
性
、
自
主
性
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た）
₆₃
（

。
多
様
な
国
際
文
化
交
流
に
関
わ
っ
て
い
た
民
間
団
体
、
知
識
人
、

有
識
者
が
安
定
し
た
、
良
好
な
日
米
関
係
に
必
要
不
可
欠
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
し
、
そ
の
役
割
は
高
く
評
価
さ
れ
た）
₆₄
（

。
一
九
七
〇

年
代
以
降
、
日
米
政
府
だ
け
で
な
く
、
両
国
の
民
間
ア
ク
タ
ー
の
努
力
に
よ
り
、
交
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
維
持
さ
れ
、
相
互
理
解
、
信
頼

の
た
め
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

以
上
は
戦
後
、
特
に
一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま
で
の
約
三
十
年
を
中
心
に
日
米
関
係
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
の
特
徴
、
及
び
変
容
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
で
は
、
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
は
当
時
、
そ
し

て
今
日
の
日
米
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
日
米
関
係
の
変
化
に
注
目
し

二
七
三
〇
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
戦
前
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
関
係
で
は
な
く
、
む
し
ろ
一
九
三
〇
年
代
以
降
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
日
本

の
権
益
拡
大
戦
略
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
中
華
民
国
を
支
援
し
、
日
本
に
対
す
る
経
済
制
裁
を
行
っ
た
。
両
国
の
安
全
保
障
面
に
お
け
る
対

立
が
し
だ
い
に
表
面
化
し
、
も
と
よ
り
政
治
体
制
が
異
な
り
、
人
権
、
自
由
貿
易
な
ど
の
基
本
価
値
に
関
し
て
も
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
日

米
両
国
が
や
が
て
戦
争
に
突
入
し
た
。
民
間
レ
ベ
ル
の
相
互
交
流
が
中
断
し
、
文
化
外
交
も
お
も
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
占
め
ら
れ
て
い
た
た

め
、
両
国
大
衆
の
互
い
に
対
す
る
認
知
的
不
協
和
は
こ
の
時
期
に
増
大
し
続
け
た
と
い
え
る
。
日
本
に
お
け
る
英
米
文
化
排
除
や
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
日
系
人
差
別
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
戦
争
終
結
ま
で
、
両
国
世
論
は
互
い
に
対
し
て
極
め
て
不
寛
容
で
あ
っ
た
。
世
論
は
不
信
、

嫌
悪
、
最
終
的
に
敵
意
に
支
配
さ
れ
る
背
景
の
中
、
国
際
文
化
交
流
は
そ
の
役
割
を
果
た
す
余
地
も
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
終
戦
後
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
単
独
占
領
統
治
に
よ
る
強
制
改
革
や
軍
国
主
義
に
対
す
る
反
省
か
ら
、
日
本
の
政
治
体
制
だ
け
で
な

く
、
大
衆
の
価
値
観
も
大
き
く
変
容
し
、
ア
メ
リ
カ
と
多
く
の
価
値
観
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る

東
西
対
立
の
深
刻
化
や
共
産
主
義
陣
営
の
拡
大
に
よ
り
、
日
米
両
国
の
安
全
保
障
に
関
す
る
政
策
目
標
も
決
定
的
な
共
通
点
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
と
り
わ
け
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
や
日
米
安
保
条
約
締
結
後
、
非
対
称
的
だ
と
は
い
え
、
日
米
関
係
は
同
盟
関
係
へ
と
変

身
し
た
。
そ
の
よ
う
な
外
部
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
、
日
米
両
国
国
民
の
互
い
に
対
す
る
認
知
が
急
速
に
変
化
す
る
中
、
規
模
と
量
が
増
大

し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
持
つ
影
響
力
は
急
増
し
た
。
つ
ま
り
、
日
米
関
係
の
全
面
的
改
善
、
そ
し
て
日
米
同
盟
が
共
産
主

義
陣
営
に
よ
る
共
通
の
脅
威
と
対
峙
す
る
と
い
う
外
部
環
境
の
変
化
の
中
、
両
国
国
民
自
身
の
認
知
を
変
え
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
が
弱
ま

っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
提
供
し
た
認
知
要
素
を
よ
り
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
互
い
に
対
す
る
態
度
、

意
見
の
表
出
で
あ
る
世
論
も
比
較
的
に
寛
容
的
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
日
米
間
の
国
際
文
化
交
流
は
お
も
に
両
国
の
知
識
人
、
有
識
者
が
担

っ
て
い
た
た
め
、
と
り
わ
け
彼
ら
の
態
度
、
意
見
及
び
行
動
か
ら
変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
や
が
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

二
七
三
一
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デ
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ロ
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シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

シ
ー
に
よ
る
影
響
を
受
け
た
知
識
人
、
有
識
者
た
ち
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
安
定
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
し
、
両
国
の

健
全
な
輿
論
形
成
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
証
拠
の
一
つ
と
し
て
、
飯
倉）
₆₅
（

が
示
し
た
よ
う
に
、
変
動
が
あ
る
と
は
い

え
、
日
米
両
国
の
国
民
全
体
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
相
手
国
に
対
す
る
世
論
か
ら
は
親
近
感
に
安
定
性
を
読
み
取
れ
る
。

　

以
上
の
分
析
を
ま
と
め
る
と
、
日
米
間
の
国
際
文
化
交
流
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
望
ま
し
い
外
交
環
境
の
構

築
に
貢
献
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
携
わ
る
民
間
団
体
、
知
識
人
、
有
識
者
の
活

躍
に
よ
っ
て
日
米
間
の
外
交
環
境
が
改
善
、
安
定
し
て
き
た
こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限

界
も
注
目
に
値
す
る
。
国
際
文
化
交
流
に
よ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
両
国
の
外
交
環
境
に
与
え
る
望
ま
し
い
影
響
が
増
大
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
一
九
六
〇
年
代
の
安
保
闘
争
、
一
九
七
〇
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
反
対
運
動
、
一
九
八
〇
年
代
の
貿
易
摩
擦
に

伴
う
日
本
批
判
な
ど
の
よ
う
な
事
態
は
回
避
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
、つ
ま
り
国
際
文
化
交
流
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
限
界
を
、
第
四
章
に
お
い
て
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

２―

２　

台
湾
の
対
米
ロ
ビ
ー
活
動
に
伴
う
文
化
外
交
に
対
す
る
事
例
分
析

　

前
節
の
事
例
と
比
べ
、
本
節
の
分
析
対
象
で
あ
る
、
一
九
九
五
年
李
登
輝
訪
米
を
実
現
す
る
た
め
の
台
湾
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
伴
う
広
報
、

文
化
外
交
の
事
例
は
短
期
的
、
目
標
実
現
を
重
視
す
る
文
化
外
交
の
代
表
例
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
数
回
に
わ
た
る
要
人
の
訪
米

ビ
ザ
発
行
拒
否
を
受
け
、
李
登
輝
政
権
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
政
策
転
換
を
目
標
に
、
米
国
議
会
、
メ
デ
ィ
ア
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
一
般
大

衆
に
対
し
ロ
ビ
ー
活
動
と
文
化
外
交
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
し
た
。
中
国
政
府
に
よ
る
強
い
反
発
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
国
の
立
場

に
対
し
配
慮
し
て
き
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
最
終
的
に
李
登
輝
の
訪
米
ビ
ザ
を
発
給
し
た
。
事
例
の
成
功
要
因
に
は
ロ
ビ
ー
活
動
に
よ
る
米

国
議
員
た
ち
の
圧
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
む
し
ろ
そ
れ
は
メ
デ
ィ
ア
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
世
論
の
変
化
を
背
景
と
し
て
い
た

二
七
三
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か
ら
こ
そ
ア
メ
リ
カ
当
局
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
短
期
的
な
政
策
目
標
を
実
現
し
、
米
国
に
お
け
る
中
台
関
係
に
対

す
る
世
論
を
変
換
さ
せ
た
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
台
湾
の
ロ
ビ
ー
活
動
、
宣
伝
、
広
報
外
交
は
成
功
し
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
Ｊ
・
フ
ラ
ン

ケ
ル
（
一
九
七
〇
）
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
対
外
政
策
は
し
ば
し
ば
予
期
せ
ぬ
影
響
を
も
た
ら
す
。
李
登
輝
訪
米
後
、

米
国
政
府
は
台
湾
の
ロ
ビ
ー
活
動
、
文
化
外
交
政
策
に
対
す
る
警
戒
姿
勢
を
示
し
た
た
け
で
な
く
、
中
国
も
積
極
的
に
ロ
ビ
ー
活
動
、
文
化

外
交
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
始
め
た
。
李
登
輝
訪
米
の
事
例
に
対
し
、
布
施
（
二
〇
〇
九
）
の
よ
う
な
、
ロ
ビ
ー
活
動
の
内
容
、
結
果
に

焦
点
を
当
て
る
よ
う
な
研
究
も
あ
れ
ば
、
郭
（
二
〇
〇
六
）
の
よ
う
な
、
文
化
外
交
、
と
り
わ
け
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
対
す
る
働
き
か
け
の
重

要
性
を
強
調
す
る
研
究
も
あ
る
。
本
節
は
以
上
の
二
種
類
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
合
わ
せ
、
文
化
外
交
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ

マ
シ
ー
の
視
点
か
ら
こ
の
事
例
を
再
考
察
す
る
。

　

一
九
四
九
年
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
中
国
）
が
建
国
し
、
内
戦
に
敗
れ
た
国
民
党
政
府
は
大
陸
を
失
っ
た
あ
と
も
台
湾
に
お
け
る
統
治

を
維
持
し
、
台
湾
海
峡
を
挟
み
共
産
主
義
中
国
と
対
峙
し
て
き
た
。
両
政
府
は
自
ら
の
正
当
性
を
強
く
主
張
し
、
対
岸
の
政
府
と
国
交
を
結

ん
だ
国
と
は
国
交
を
持
た
な
い
と
い
う
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
長
年
に
わ
た
り
外
交
合
戦
を
続
け
て
い
た
。
当
初
東
西
冷
戦
と
い
う
国
際
環
境
の

中
、
西
側
陣
営
の
一
員
で
あ
る
中
華
民
国
政
府
は
よ
り
多
く
の
国
交
関
係
を
維
持
し
て
い
た
が
、
中
ソ
対
立
や
中
国
の
対
外
戦
略
変
更
に
よ

り
、
と
り
わ
け
中
国
の
国
連
復
帰
や
米
中
国
交
正
常
化
以
降
、
台
湾
に
あ
る
中
華
民
国
政
府
（
以
下
台
湾
）
は
国
際
社
会
に
お
け
る
孤
立
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
蒋
介
石
、
蒋
経
国
両
政
権
は
共
産
主
義
中
国
の
外
交
攻
勢
に
対
し
妥
協
を
せ
ず
、
中
国
と
国
交
を
結
ん
だ
主
要
国
と
も

断
交
し
、
国
家
資
格
で
し
か
参
加
で
き
な
い
国
際
機
関
か
ら
も
脱
退
し
た
。
し
か
し
、
井
尻
編
著
（
一
九
九
七
）
や
平
松
（
二
〇
〇
五
）
が

示
す
よ
う
に
、
蒋
経
国
の
死
去
に
よ
り
総
統
に
な
っ
た
李
登
輝
は
国
内
政
治
に
お
け
る
民
主
化
を
進
め
た
だ
け
で
な
く
、
台
湾
の
自
己
認
識

を
変
え
、
外
交
戦
略
を
大
幅
に
変
更
し
た
。

　

中
華
民
国
政
府
こ
そ
が
中
国
の
唯
一
の
合
法
的
政
府
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
は
あ
く
ま
で
反
乱
団
体
で
あ
る
と
い
う
台
湾
政
府
の
従
来
の

二
七
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主
張
に
対
し
、
李
登
輝
政
権
は
一
九
九
一
年
に
﹁
中
華
民
国
憲
法
増
補
修
正
条
文
案
﹂
と
﹁
動
員
戦
乱
時
期
臨
時
条
款
廃
止
案
﹂
を
国
民
大

会
に
お
い
て
成
立
さ
せ
、
国
内
政
治
改
革
と
と
も
に
台
湾
を
台
湾
島
な
ど
事
実
支
配
し
て
い
る
地
域
の
政
治
実
体
だ
と
定
義
し
、
外
国
に
よ

る
中
国
、
台
湾
同
時
承
認
を
認
め
た）
₆₆
（

。
そ
し
て
、
国
交
な
ど
の
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
諸
外
国
と
実
際
の
外
交
関
係
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
り
劣
勢
の
状
況
を
脱
却
す
る
方
針
に
基
づ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
﹁
現
実
外
交
﹂、﹁
柔
軟
外
交
﹂
を
粘
り
強
く
展
開
し
た
。
そ
の
成
果
と
し

て
、
中
国
と
国
交
を
樹
立
す
る
と
宣
言
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
の
訪
問
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）
の
加
盟
な
ど
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
韓
国
を
は
じ
め
と
す
る
外
交
パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
う
中
で
も
、
李
登
輝
は
﹁
休
暇
外
交
﹂
を
活
か
し
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
や
中
東
諸
国
を
訪
問
し
、
経
済
力
を
利
用
し
中
南
米
の
国
交
を
持
つ
国
と
友
好
関
係
を
ア
ピ
ー
ル
し
た）
₆₇
（

。

外
交
環
境
を
さ
ら
に
改
善
し
、
決
定
的
な
成
果
を
挙
げ
る
た
め
、
李
登
輝
政
権
は
東
ア
ジ
ア
地
域
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会
に
お
い
て
も
も

っ
と
も
強
い
影
響
力
を
持
つ
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
怠
ら
な
か
っ
た）
₆₈
（

。

　

一
方
、
一
九
九
三
年
に
発
足
し
た
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
新
た
な
対
外
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
阿
部）
₆₉
（

に
よ
る
と
経
済
安
全
保
障

の
強
化
、
強
力
な
軍
事
力
の
維
持
と
と
も
に
民
主
主
義
と
市
場
経
済
の
拡
大
を
外
交
目
標
と
し
て
掲
げ
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
改
革
開
放
を

推
進
す
る
中
国
に
対
し
、
期
待
と
配
慮
を
示
し
て
い
た
が
、
中
台
関
係
も
含
む
東
ア
ジ
ア
地
域
の
環
境
変
化
に
対
し
懸
念
と
警
戒
心
を
持
っ

て
い
た
。
一
九
八
九
年
の
天
安
門
事
件
に
よ
る
対
中
不
信
感
が
残
る
中
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
中
国
の
核
実
験
や
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
ミ

サ
イ
ル
技
術
供
与
な
ど
の
事
件
に
直
面
し
た
。
摩
擦
が
絶
え
な
い
米
中
関
係
と
比
べ
、
米
台
関
係
は
安
定
し
、
経
済
面
の
協
力
も
深
化
し
て

い
っ
た
。
従
来
自
由
と
民
主
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
西
側
陣
営
に
身
を
置
き
な
が
ら
権
威
主
義
体
制
を
維
持
し
て
い
た
台
湾
は
民
主
化
を
遂
げ
、

貿
易
に
よ
っ
て
経
済
的
存
在
感
を
増
し
て
き
た
点
で
は
中
国
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。
議
会
や
世
論
の
影
響
も
あ
り
、
一
九
九
四
年
に
、
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
は
対
台
湾
政
策
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
一
．
台
湾
の
在
米
機
関
の
名
称
変
更
、
二
．
台
湾
が
地
域
と
し

て
一
部
国
際
機
関
へ
の
参
加
を
支
持
、
三
．
ア
メ
リ
カ
の
経
済
、
文
化
、
科
学
技
術
分
野
の
官
僚
の
訪
台
解
禁
、
そ
し
て
四
．
台
湾
高
級
官

二
七
三
四
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僚
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
の
解
禁
で
あ
っ
た）
₇₀
（

。
こ
れ
ら
の
政
策
見
直
し
は
部
分
的
な
も
の
だ
っ
た
と
は
い
え
、
米
台
関
係
の

実
質
的
変
化
を
期
待
し
て
い
た
李
登
輝
政
権
に
と
っ
て
非
常
に
望
ま
し
い
転
機
で
あ
っ
た
。

　

郭
（
二
〇
〇
六
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
一
九
九
四
年
五
月
、
李
登
輝
は
中
南
米
の
国
交
の
あ
る
友
好
国
を
訪
問
す
る
予
定
を
発
表
し
、
ア

メ
リ
カ
政
府
に
対
し
総
統
専
用
機
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
を
許
可
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
ア
メ
リ
カ
国
務
省
は
難
色
を
示
し
、
最
終
的
に
政
治
的

活
動
を
行
わ
な
い
こ
と
を
条
件
に
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
総
統
専
用
機
の
給
油
及
び
李
登
輝
の
短
時
間
の
滞
在
を
認
め
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が

中
国
政
府
の
反
応
を
予
測
し
、
一
部
議
員
の
要
求
を
抑
え
た
結
果
に
対
し
、
李
登
輝
は
不
快
感
を
隠
さ
ず
、
飛
行
機
か
ら
降
り
る
こ
と
を
拒

否
し
た
。
こ
の
屈
辱
を
味
わ
っ
た
李
登
輝
は
ア
メ
リ
カ
訪
問
を
実
現
さ
せ
る
決
心
を
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
議
会
、

メ
デ
ィ
ア
、
教
育
機
関
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
対
す
る
全
面
的
な
働
き
か
け
を
始
め
、
ロ
ビ
ー
活
動
と
文
化
外
交
を
同
時
に
強
化
し
た
。
ミ
ア

シ
ャ
イ
マ
ー
と
ウ
ォ
ル
ト
（
二
〇
〇
七
）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
う
主
体
は
プ
ロ
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
に
限
ら
ず
、
む
し
ろ
共

通
す
る
目
標
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
諸
団
体
、
個
人
の
自
発
的
な
行
動
も
含
ま
れ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
場
合
で
は
、
ロ
ビ
ー
活
動
に
関
す
る

戦
略
の
一
つ
目
は
﹁
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
け
る
政
策
形
成
過
程
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
﹂
で
あ
り
、
二
つ
目
は
﹁
社
会
の
風
潮
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
好
意
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
る
こ
と
﹂
で
あ
る）
₇₁
（

。
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
、
政

府
、
指
導
者
は
民
意
を
無
視
し
て
対
外
政
策
を
立
案
、
実
施
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
、
世
論
の
支
持
が
な
け
れ
ば
、
政
府
は
お
ろ
か
、
議

員
も
利
益
団
体
の
主
張
を
代
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
純
粋
な
、
狭
い
意
味
で
の
ロ
ビ
ー
活
動
だ
け
で
は
外
国
の
対
外
政

策
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
も
含
む
文
化
外
交
が
必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
も
っ
と
も
強
力
な
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー
が
世
論
を
誘
導
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
台
湾
ロ
ビ
ー
も
た
だ
議
員
に
働
き
か
け
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た）
₇₂
（

。

　

一
九
九
四
年
七
月
、
李
登
輝
の
側
近
で
あ
る
劉
泰
英
が
運
営
す
る
台
湾
総
合
研
究
院
は
有
名
ロ
ビ
ー
会
社
で
あ
る
キ
ャ
シ
デ
ィ
社
と
三
年

二
七
三
五
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

八
四

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

間
、
四
五
〇
万
ド
ル
の
契
約
を
結
び
、
そ
の
目
標
は
総
統
を
含
む
台
湾
高
官
の
訪
米
実
現
に
関
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
政
策
転
換
で
あ
っ

た
。
布
施
（
二
〇
〇
九
）
が
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、
キ
ャ
シ
デ
ィ
社
は
直
接
人
権
問
題
に
関
す
る
発
言
の
多
い
議
員
に
対
し
働
き
掛
け
た

ほ
か
、
世
論
を
動
か
す
た
め
に
積
極
的
に
メ
デ
ィ
ア
対
策
を
展
開
し
た
。
布
施
に
よ
る
と
、
キ
ャ
シ
デ
ィ
社
の
子
会
社
で
あ
る
パ
ウ
エ
ル
社

は
﹁
プ
レ
ス
・
リ
リ
ー
ス
資
料
の
作
成
、
台
湾
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
、
管
理
、
台
湾
の
経
済
発
展
や
民
主
化
に
関
す

る
広
報
ビ
デ
オ
の
作
成
、
外
交
専
門
記
者
と
の
接
触
、
米
国
で
の
台
湾
関
連
ニ
ュ
ー
ス
の
収
集
﹂
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た）
₇₃
（

。
そ
の
よ
う
な
活

動
は
台
湾
政
府
と
契
約
を
結
ん
だ
ロ
ビ
ー
会
社
が
行
っ
た
た
め
、
ロ
ビ
ー
活
動
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
を

見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
台
湾
の
民
主
化
、
経
済
成
長
を
宣
伝
し
、
世
論
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
以
上
の
活
動
は
文
化
外
交
で
も
あ
る
。

実
際
、
台
湾
の
文
化
外
交
は
李
登
輝
訪
米
を
実
現
す
る
た
め
に
一
九
九
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
も
単
純
に
台
湾

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
な
宣
伝
、
広
報
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
の
記
事
に
よ
る
と
、
台
湾
政
府
は

従
来
か
ら
米
台
政
府
関
係
者
、
研
究
者
、
有
識
者
の
間
の
非
公
式
な
交
流
に
注
力
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
自
身
も
か
つ
て
四
度
台
湾
を
訪

れ
た
こ
と
が
あ
る）
₇₄
（

。

　

横
江
（
二
〇
〇
八
）
な
ど
に
よ
る
と
、
国
際
関
係
、
外
交
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
は
た
だ
研
究
成
果
を
世
の
中
に
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
政
府
関
係
者
、
政
治
家
に
対
し
政
策
提
言
を
行
い
、
メ
デ
ィ
ア
に
報
道
の

リ
ソ
ー
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
研
究
者
が
直
接
政
府
に
入
り
、
官
僚
、
政
策
立
案
者
と
し
て
ア
メ

リ
カ
の
対
外
政
策
に
関
わ
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
は
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
影
響
力
を
抜
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
）
₇₅
（

。
郭
（
二
〇
〇
六
）
は
キ
ャ
シ
デ
ィ
社
に
よ
る
準
ロ
ビ
ー
活
動
に
相
当
す
る
世
論
対
策
を
紹
介
し
た
上
、
ア
メ
リ
カ
外
交
に
お
け
る
シ
ン

ク
タ
ン
ク
の
重
要
性
を
強
調
し
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
を
対
象
と
す
る
文
化
外
交
及
び
学
術
支
援
な
ど
が
米
台
関
係
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
主
張
す
る
。
郭
に
よ
る
と
、
台
湾
政
府
は
通
常
、
直
接
な
資
金
援
助
を
避
け
、
台
湾
の
民
間
団
体
、
企
業
や
個
人

二
七
三
六
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を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
教
育
機
関
に
資
金
を
提
供
し
、
学
術
交
流
や
研
究
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
契
約
を
結
ん
だ
シ
ン
ク

タ
ン
ク
に
期
待
さ
れ
る
具
体
的
な
活
動
は
一
．
台
湾
関
係
法
、
李
登
輝
訪
米
を
は
じ
め
と
す
る
台
湾
と
関
連
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
及

び
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
宣
伝
、
二
．
新
聞
、
雑
誌
に
対
し
、
台
湾
に
望
ま
し
い
よ
う
な
寄
稿
、
論
文
発
表
、
三
．
台
湾
関
連
機
関
の
依
頼
に

基
く
書
物
の
出
版
や
研
究
成
果
の
発
表
、
四
．
台
湾
政
府
、
民
間
関
係
者
と
ア
メ
リ
カ
政
府
、
政
治
家
と
の
パ
イ
プ
作
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。

台
湾
政
府
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ
の
資
金
提
供
は
平
均
一
件
一
〇
万
か
ら
一
五
万
ド
ル
で
あ
る
が
、
親
台
湾
、
保
守
系
シ
ン
ク

タ
ン
ク
と
さ
れ
る
ヘ
リ
テ
ー
ジ
基
金
と
ア
メ
リ
カ
企
業
研
究
所
に
対
す
る
資
金
提
供
は
約
五
〇
万
ド
ル
で
高
額
で
あ
っ
た）
₇₆
（

。

　

議
会
、
メ
デ
ィ
ア
、
世
論
の
李
登
輝
訪
米
に
対
す
る
圧
倒
的
な
支
持
の
中
、
一
九
九
五
年
五
月
、
抵
抗
し
続
け
て
き
た
国
務
省
は
コ
ー
ネ

ル
大
学
同
窓
会
に
参
加
す
る
予
定
の
李
登
輝
に
対
し
、
ビ
ザ
を
発
給
す
る
と
発
表
し
た
。
一
九
九
五
年
六
月
、
李
登
輝
は
一
九
七
九
年
米
台

断
交
以
降
初
め
て
の
総
統
訪
米
を
実
現
し
た
。﹃
九
日
に
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
訪
れ
た
李
総
統
は
、﹁
民
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
常
に
我
が
心
あ
り
﹂

と
題
す
る
講
演
を
行
な
い
、
台
湾
の
政
治
経
済
両
面
の
優
位
性
、
中
国
の
江
沢
民
国
家
主
席
と
の
会
談
の
提
唱
、
台
湾
の
国
際
杜
会
へ
の
復

帰
推
進
な
ど
を
中
心
に
据
え
て
、
事
実
上
の
﹁
政
治
﹂
演
説
を
行
な
っ
た）
₇₇
（

﹄。
李
登
輝
の
訪
米
は
実
質
的
な
外
交
成
果
を
出
せ
た
と
は
言
い

難
い
が
、
一
六
年
ぶ
り
の
ア
メ
リ
カ
政
府
の
対
台
湾
政
策
変
更
を
実
現
さ
せ
、
民
主
化
と
経
済
成
長
を
遂
げ
た
台
湾
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
ア
メ

リ
カ
や
国
際
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
だ
け
で
な
く
、
中
台
関
係
に
お
け
る
親
台
湾
的
な
世
論
を
形
成
さ
せ
た
と
い
う
点
は
対
外
政
策
の
成
功

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
予
測
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
中
国
政
府
は
李
登
輝
訪
米
や
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
ビ
ザ
発
給
に
対
し
猛
烈
に

反
発
し
、
一
九
九
五
年
中
に
台
湾
海
峡
に
お
け
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
火
砲
実
弾
演
習
、
上
陸
作
戦
演
習
を
行
っ
た
。

　

以
上
は
一
九
九
五
年
李
登
輝
訪
米
の
経
緯
及
び
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
台
湾
側
の
ロ
ビ
ー
活
動
、
文
化
外
交
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
概
観
し
た
。
郭
（
二
〇
〇
六
）
が
述
べ
る
よ
う
に
、
台
湾
側
の
直
接
、
間
接
的
な
外
交
努
力
と
ク
リ
ン
ト
ン
政

権
の
ビ
ザ
発
給
と
の
因
果
関
係
を
証
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・

二
七
三
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リ
ー
ダ
ー
を
巻
き
込
む
台
湾
の
文
化
外
交
に
よ
る
世
論
の
支
持
な
く
し
て
、
議
会
が
超
党
派
の
決
意
で
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
政
策
を
急
転
換

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
考
え
に
く
い
。
さ
ら
に
、
台
湾
政
府
、
民
間
団
体
に
よ
る
多
様
な
文
化
外
交
に
よ
っ
て
、
米
台
間
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
そ
の
後
も
維
持
、
強
化
さ
れ
た
。
台
湾
の
対
外
政
策
に
多
く
の
外
交
資
源
を
提
供
し
続
け
て
き
た）
₇₈
（

点
も
踏
ま
え
、
台
湾
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
対
外
政
策
と
し
て
、
李
登
輝
訪
米
実
現
と
い
う
特
定
の
外
交
目
標
を
実
現
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
対

外
政
策
に
外
交
資
源
を
提
供
す
る
と
い
う
第
二
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
な
ぜ
台
湾
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
以
上
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
答
え
を
出
す
た
め
に
は
、

前
節
と
同
様
に
、
ま
ず
一
九
九
〇
年
代
初
頭
の
米
台
関
係
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
七
九
年
米
中
国
交
樹
立
及
び
米
台
断
交
以

降
に
お
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
台
湾
関
係
法
に
基
づ
い
て
台
湾
の
安
全
保
障
に
強
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て
き
た
。
中
台
軍
事
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す

る
た
め
の
対
台
湾
武
器
輸
出
な
ど
の
政
策
を
含
め
て
考
え
る
と
、
米
台
関
係
は
台
湾
海
峡
安
定
と
い
う
安
全
保
障
上
の
目
標
を
共
有
す
る
準

同
盟
関
係
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
台
湾
は
経
済
、
貿
易
の
み
な
ら
ず
、
政
治
改
革
に
お
い
て
も
著
し
い
成
長
を
見

せ
て
い
た
。
自
由
、
民
主
や
人
権
重
視
な
ど
基
本
的
価
値
観
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
米
台
に
対
し
、
米
中
両
国
は
経
済
協
力
を
中
心

と
す
る
共
通
利
益
を
重
視
し
て
い
た
と
は
い
え
、
核
実
験
な
ど
に
関
す
る
安
全
保
障
上
の
摩
擦
だ
け
で
な
く
、
天
安
門
事
件
、
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
弾
圧
な
ど
を
巡
る
価
値
観
の
対
立
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
冷
戦
終
焉
後
、ソ
連
に
対
抗
す
る
た
め
の
米
中
連
携
の
重
要
性
が
薄
れ
る
中
、

権
威
主
義
体
制
を
維
持
す
る
中
国
に
対
す
る
米
国
政
府
関
係
者
、
政
治
家
、
知
識
人
の
見
方
も
変
化
し
た）
₇₉
（

。
そ
の
た
め
、
中
国
の
反
発
が
強

け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
知
識
人
、
有
識
者
、
一
般
大
衆
の
中
国
に
対
す
る
警
戒
心
と
不
信
感
が
強
ま
り
、
同
時
に
民
主
主
義
国
家

で
あ
る
台
湾
側
の
発
信
や
親
台
湾
的
な
意
見
は
よ
り
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
台
湾
に
よ
る
文
化
外
交
は
直
接
に
中
国
に
対

す
る
露
骨
な
批
判
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
新
た
な
認
知
要
素
を
提
供
す
る
こ
と
で
ア
メ
リ
カ
大
衆
の
台
湾
の
対
外
政
策
に
対
す
る
認

知
的
協
和
を
促
し
、
結
果
的
に
中
国
政
府
の
主
張
に
対
す
る
認
知
的
不
協
和
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
。
米
世
論
調
査
会
社
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
社

二
七
三
八
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

八
七

に
よ
る
二
〇
〇
六
年
の
調
査）
₈₀
（

に
よ
る
と
、
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
ア
メ
リ
カ
人
は
台
湾
と
中
国
は
別
の
国
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
世
論
に
よ
る
支
持
の
中
、
ア
メ
リ
カ
政
府
が
台
湾
に
有
利
な
対
外
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
一

九
九
五
年
前
後
に
お
け
る
台
湾
の
ロ
ビ
ー
活
動
、
及
び
文
化
外
交
は
短
期
的
に
李
登
輝
の
訪
米
を
実
現
し
、
中
長
期
的
に
も
台
湾
政
府
に
望

ま
し
い
外
交
環
境
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
郭
（
二
〇
〇
六
）
も
強
調
す
る
よ
う
に
、
短
期
的
な
外
交
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
台
湾
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
対
し
、
議
会
と
世

論
の
圧
力
に
妥
協
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
不
快
感
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
術
研
究
の
独
立
性
、
公
平
性
を
重
視
す
る
ア
メ
リ
カ

の
知
識
人
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
も
台
湾
の
文
化
外
交
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ス
・
バ
イ
イ
ン
グ
で
あ
る
と
の
批
判
も
現
れ
た）
₈₁
（

。
つ
ま
り
、
大

き
な
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
と
は
い
え
、
中
長
期
的
に
考
え
る
と
、
文
化
交
流
を
中
心
と
す
る
台
湾
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
は
自
ら
の
外
交
環
境
に
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
本
節
の
事
例
は
文
化
外
交
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
果
た
す
役
割
の
限
界
を
示
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

２―

３　

中
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
を
巡
る
文
化
外
交
に
対
す
る
事
例
分
析

　

二
〇
〇
八
年
に
お
け
る
、
中
国
政
府
が
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
宣
伝
も
兼
ね
、
国
威
発
揚
、
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
に
行
な
っ
た
聖
火
リ

レ
ー
は
短
期
間
、
目
標
達
成
を
重
視
す
る
イ
ベ
ン
ト
型
文
化
外
交
の
代
表
例
と
し
て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
急
激

な
経
済
成
長
を
続
け
、
世
界
各
国
の
注
目
を
集
め
て
き
た
中
国
は
﹁
大
国
﹂
に
相
応
し
い
実
力
と
自
信
を
背
景
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
新

た
な
役
割
を
模
索
し
始
め
た
。
一
方
、
中
国
の
政
治
体
制
、
軍
事
費
増
強
の
不
透
明
さ
に
対
し
、
先
進
諸
国
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
ア
ジ
ア

諸
国
も
警
戒
心
を
強
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
民
族
、
宗
教
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
の
数
多
く
の
問
題
、
課
題
を
持
つ
中
国
社
会
に
対
し
、

い
ず
れ
中
国
社
会
の
不
安
定
が
現
在
比
較
的
に
協
調
的
だ
と
い
え
る
中
国
の
対
外
政
策
に
火
を
つ
け
る
だ
ろ
う
と
の
懸
念
も
存
在
す
る）
₈₂
（

。
国

二
七
三
九
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同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

八
八

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

際
社
会
の
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
今
後
の
外
交
環
境
改
善
の
た
め
、
中
国
政
府
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
国
力
の
増

強
と
と
も
に
、
平
和
外
交
、
協
調
的
な
姿
勢
を
国
際
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
。
実
際
、
聖
火
リ
レ
ー
は
そ
の
野
心
的
な
戦
略
の
一

部
で
あ
る
と
は
い
え
、
中
国
の
、
あ
る
い
は
中
国
政
府
の
価
値
観
を
直
接
相
手
国
の
国
民
に
押
し
付
け
る
よ
う
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
も
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
直
前
に
発
生
し
た
チ
ベ
ッ
ト
騒
乱
を
武
力
に
よ
っ
て
鎮
圧
し
た
中
国
政
府
に
対
し
、
欧
米
を
中
心
と
す
る
諸
国

の
世
論
が
強
く
反
発
し
た
。
本
来
温
か
く
祝
福
さ
れ
る
は
ず
の
聖
火
リ
レ
ー
は
世
界
各
地
に
お
け
る
妨
害
活
動
と
熾
烈
な
中
国
批
判
に
見
舞

わ
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
含
む
政
策
全
体
に
対
し
厳
し
い
評
価
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ

ー
は
中
国
の
自
己
認
識
と
他
者
の
対
中
イ
メ
ー
ジ
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
国
と
価
値
観
を
共
有
で
き
て
い
な
い
欧
米
先
進

諸
国
だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
諸
国
の
一
般
大
衆
も
素
直
に
中
国
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
入
れ
た
と
は
言
い
難
い
。

た
だ
し
そ
の
後
、
中
国
政
府
は
聖
火
リ
レ
ー
の
教
訓
を
基
に
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
進
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
な
ど
の
点
か
ら
、
聖
火
リ
レ
ー
を
含
む
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
中
国
の
外
交
環
境
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
の
み
を
与
え
た
と
も
い
え

な
い
。
本
節
で
は
、
文
化
外
交
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
中
国
と
関
係
諸
国
国
民
が
持
つ
認
識
の
間
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
に

注
目
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
し
て
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
を
分
析
す
る
。

　

前
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
七
九
年
米
中
国
交
樹
立
か
ら
一
九
八
〇
年
代
の
末
ま
で
、
ソ
連
を
主
な
安
全
保
障
上
の
仮
想
敵
と
し
て

い
た
中
国
は
社
会
主
義
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
事
実
上
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
西
側
陣
営
に
接
近
し
、
ソ
連
と
対
抗
し
て
い
た
。
西
側

諸
国
の
援
助
を
受
け
、
改
革
開
放
や
ア
メ
リ
カ
寄
り
の
﹁
全
方
位
外
交
﹂
を
進
め
る
中
国
に
と
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
の
西
側
諸
国
と
の
外

交
環
境
は
基
本
的
に
良
好
だ
と
い
え
る）
₈₃
（

。
し
か
し
、
一
九
八
九
年
以
降
ソ
連
を
中
心
と
す
る
東
側
陣
営
が
決
定
的
に
弱
体
化
し
、
や
が
て
ソ

連
自
体
が
崩
壊
し
、
冷
戦
は
終
焉
に
向
か
っ
た
。
中
国
で
も
民
主
化
や
政
治
改
革
を
求
め
る
大
規
模
な
学
生
、
市
民
運
動
が
起
こ
り
、﹁
平

和
演
変
﹂
に
対
す
る
強
い
警
戒
心
を
持
つ
鄧
小
平
指
導
部
は
武
力
鎮
圧
に
踏
み
切
り
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
天
安
門
事
件
で
共
産
党
統
治
の
危

二
七
四
〇
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

八
九

機
を
回
避
し
た
が
、
対
中
支
援
を
し
て
き
た
西
側
諸
国
の
激
し
い
批
判
に
直
面
し
、
外
交
戦
略
の
変
更
は
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
国
際
、
国
内

環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
最
高
指
導
者
鄧
小
平
は
有
名
な
﹁
二
十
字
方
針
﹂
を
打
ち
出
し
、﹁
平
和
演
変
﹂
の
防
止
を
前
提
に
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
主
要
国
と
の
協
調
関
係
を
重
視
し
、
国
内
の
経
済
発
展
に
い
っ
そ
う
注
力
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
改

革
開
放
の
深
化
を
基
に
中
国
経
済
が
高
度
成
長
の
時
代
に
突
入
し
た
が
、
青
山
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
冷
戦
時
代
の
疑
似
同
盟
関
係
を
失
っ

た
中
国
は
西
側
諸
国
、
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
人
権
問
題
、
貿
易
問
題
、
台
湾
問
題
な
ど
対
立
す
る
イ
シ
ュ
ー
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

や
が
て
中
国
の
経
済
大
国
化
は
﹁
中
国
脅
威
論
﹂
へ
と
発
展
し
た）
₈₄
（

。
鄧
小
平
が
﹁
二
十
字
方
針
﹂
を
残
し
、
一
九
九
四
年
に
政
界
か
ら
身
を

退
い
た
後
、
後
継
者
と
な
っ
た
江
沢
民
政
権
は
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
大
国
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
り
つ
つ
も
、
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
や

西
側
諸
国
主
導
の
国
際
社
会
の
規
則
を
受
け
入
れ
、
自
ら
の
役
割
を
模
索
、
発
揮
し
て
い
た）
₈₅
（

。
つ
ま
り
、
領
土
、
人
権
な
ど
核
心
的
利
益
に

関
わ
る
イ
シ
ュ
ー
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
西
側
諸
国
や
周
辺
諸
国
に
妥
協
し
な
い
が
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
な
ど
の
国
際
、

地
域
枠
組
み
に
参
加
し
、
比
較
的
に
協
調
的
な
外
交
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
。

　

二
一
世
紀
に
入
り
、
ア
メ
リ
カ
が
テ
ロ
と
の
戦
い
や
イ
ラ
ク
戦
争
で
世
界
的
影
響
力
が
後
退
す
る
と
さ
れ
る
中
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
前
年
比
一
〇
パ

ー
セ
ン
ト
前
後
の
経
済
成
長
を
続
け
る
中
国
は
ま
す
ま
す
大
国
と
し
て
の
自
信
を
持
ち
、
東
ア
ジ
ア
地
域
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会
に
お
け

る
存
在
感
、
影
響
力
を
増
し
て
き
た
。
浅
野）
₈₆
（

に
よ
る
と
、
中
国
国
内
で
は
、
大
国
と
し
て
の
自
信
を
基
に
鄧
小
平
の
﹁
韜
光
養
晦
﹂
方
針
を

改
め
る
べ
き
と
い
う
意
見
や
議
論
が
存
在
す
る
が
、二
〇
〇
二
年
に
発
足
し
た
胡
錦
濤
政
権
は
内
政
問
題
と
総
合
国
力
の
不
十
分
さ
を
鑑
み
、

ア
メ
リ
カ
の
優
位
を
認
め
、
中
国
の
建
設
的
協
力
者
と
し
て
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。
中
国
国
際
問
題
研
究
所
が
発
表
し
た
外
交
青
書）
₈₇
（

は

二
〇
〇
〇
年
以
降
中
国
の
国
力
増
強
と
そ
れ
に
相
応
し
い
中
国
の
外
交
活
動
に
よ
る
成
果
を
高
く
評
価
し
、
独
立
自
主
の
平
和
外
交
を
堅
持

す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
国
は
責
任
あ
る
大
国
と
し
て
国
際
社
会
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
強
調
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
諸
国
だ
け
で
な
く
、周
辺
諸
国
も
同
じ
目
で
中
国
の
台
頭
、及
び
対
外
政
策
を
見
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
天
児
・

二
七
四
一



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

九
〇

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

三
船
編
著
（
二
〇
一
〇
）
が
示
す
よ
う
に
、
先
進
諸
国
や
周
辺
諸
国
は
中
国
と
の
協
力
関
係
を
深
め
て
い
る
と
同
時
に
、
中
国
の
台
頭
に
対

す
る
警
戒
心
、
不
信
感
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
、E

lizabeth C
.E

conom
y

に
よ
る
と
、
中
国
政
府
が
掲
げ
る
平
和
的
な
国
際
環
境
の
促
進

と
い
う
方
針
は
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
か
な
く
、
国
内
の
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
中
国
は
国
際
社
会
の
ル
ー
ル
を
変
え
よ
う
と
し
て
い

る
）
₈₈
（

。
浅
野）
₈₉
（

が
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国
の
台
頭
は
自
ら
が
意
図
し
て
い
な
い
結
果
も
も
た
ら
し
て
お
り
、
中
国
の
台
頭
、
そ
し
て
中
国
の
対
外

政
策
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
、
中
国
と
諸
外
国
の
政
府
、
世
論
の
間
に
お
い
て
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
。
実
際
、
中
国
政
府
も
そ
の

点
を
意
識
し
て
お
り
、
中
国
の
平
和
、
発
展
路
線
、
科
学
的
発
展
観
や
そ
の
他
の
国
内
、
対
外
政
策
に
対
す
る
諸
外
国
一
般
大
衆
の
理
解
を

深
め
、
国
際
社
会
に
お
け
る
望
ま
し
い
中
国
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
も
そ
の
目
標
を
実
現
す
る
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た）
₉₀
（

。

　

中
国
政
府
は
冷
戦
時
代
か
ら
対
外
宣
伝
や
文
化
外
交
の
重
要
性
を
意
識
し
て
い
た
。
パ
ン
ダ
外
交
や
ピ
ン
ポ
ン
外
交
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
東
西
対
立
と
い
う
時
代
背
景
の
中
、
中
国
は
し
ば
し
ば
意
図
的
に
文
化
外
交
を
ツ
ー
ル
に
西
側
諸
国
と
の
関
係
改
善
を
図
っ
て
い
た
。

天
安
門
事
件
以
降
、
中
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
お
も
な
目
標
は
、
西
側
先
進
諸
国
に
よ
る
中
国
批
判
に
対
抗
し
、
望
ま
し

い
国
家
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
変
更
さ
れ
た）
₉₁
（

。
と
り
わ
け
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
中
国
の
経
済
成
長
と
国
力
増
強
に
対
し
、
中
国
脅
威
論

が
台
頭
す
る
中
、﹃
世
界
に
対
し
て
、
中
国
の
政
策
や
発
展
ぶ
り
を
説
明
し
、
中
国
の
歴
史
を
説
明
し
、
国
際
世
論
で
取
り
ざ
た
さ
れ
る
﹁
中

国
問
題
﹂
に
つ
い
て
説
明
し
、中
国
に
対
す
る
攻
撃
に
反
論
す
る
﹄
こ
と
は
よ
り
い
っ
そ
う
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）
₉₂
（

。
し
た
が
っ
て
、

国
際
社
会
に
お
い
て
絶
大
な
知
名
度
を
持
つ
平
和
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
中
国
に
と
っ
て
、
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

や
さ
ら
な
る
経
済
成
長
の
き
っ
か
け
だ
け
で
な
く
、
経
済
成
長
の
成
果
と
共
に
中
国
の
歴
史
、
文
化
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
進
歩
し
て
い

る
中
国
は
協
調
的
な
姿
勢
で
世
界
の
平
和
と
繁
栄
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た）
₉₃
（

。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
一
九
日
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会
が
記
者
会
見
を
開
き
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
プ
ラ
ン
を
明

二
七
四
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ら
か
に
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
テ
ー
マ
は
﹁
調
和
の
旅
（
和
谐
之
旅
）﹂
と
さ
れ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
英
語
で
﹁L

ight the passion Share the 

dream
﹂
と
表
記
さ
れ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
国
内
外
合
わ
せ
て
一
三
〇
日
間
に
及
び
、
ラ
ン
ナ
ー
二
万
人
以
上
が
動
員
さ

れ
る
史
上
最
大
規
模
の
も
の
と
な
っ
た
。
海
外
部
分
で
は
、
二
〇
〇
〇
人
以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
一
九
の
外
国
都
市
と
香
港
、
マ
カ
オ
で
リ
レ

ー
を
つ
な
げ
る
だ
け
で
な
く
、
各
国
で
四
〇
以
上
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
聖
火
リ
レ
ー
に
よ
る
影
響
力
を
最
大
限
に

す
る
た
め
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
施
委
員
会
は
リ
レ
ー
に
関
す
る
映
像
を
、
衛
星
を
通
じ
て
無
料
で
全
世
界
の
メ
デ
ィ
ア
に
配
信
し
、
関

連
ニ
ュ
ー
ス
、
映
像
、
音
声
情
報
な
ど
も
聖
火
リ
レ
ー
の
た
め
の
公
式
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た）
₉₄
（

。
い
う
ま
で
も
な
く
、
経
済

的
、
人
的
資
源
を
最
大
限
動
員
し
た
中
国
政
府
に
と
っ
て
、
聖
火
リ
レ
ー
、
と
り
わ
け
海
外
部
分
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
一
部
だ
と
い
う

定
義
を
は
る
か
に
超
え
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
自
体
に
劣
ら
な
い
影
響
力
を
持
つ
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
と
し
て
、
改
革
開
放

後
進
化
し
て
き
た
中
国
に
対
す
る
世
界
の
関
心
を
強
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た）
₉₅
（

。

　

し
か
し
、
聖
火
リ
レ
ー
が
実
施
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
先
進
諸
国
で
は
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
よ
っ
て

対
外
宣
伝
を
し
よ
う
と
す
る
中
国
に
対
す
る
批
判
と
警
戒
が
存
在
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
外
交
問
題
評
議
会
は
二
〇
〇
七
年
、
フ
ォ
ー
リ
ン
・

ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
誌
に
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
迎
え
る
中
国
が
抱
え
て
い
る
課
題
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
論
文
で
は
、
中
国
政
府
は
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
そ
し
て
自
国
イ
メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
る
も
の
の
、
景
観
浄
化
な
ど

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
北
京
市
民
の
生
活
に
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
与
え
、
言
論
統
制
な
ど
国
民
へ
の
抑
圧
は
い
っ
そ
う
強
め
ら
れ
た
と
指
摘
す

る
）
₉₆
（

。
そ
の
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
一
．
ス
ー
ダ
ン
の
ダ
ル
フ
ー
ル
危
機
に
お
け
る
中
国
の
責
任
、
二
．
厳
し
い
報
道
規
制
な
ど
に
よ
る
人

権
侵
害
、
三
．
環
境
問
題
の
深
刻
化
、
四
．
台
湾
、
チ
ベ
ッ
ト
政
策
を
巡
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
政
治
化
、
な
ど
の
イ
シ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
国

際
社
会
は
北
京
に
対
し
、
不
安
と
不
信
を
募
ら
せ
て
い
た
。
実
際
、
松
田
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
は
聖
火
リ
レ
ー
が
台
湾
を
通
る
前
提
と
し

て
、
中
華
民
国
の
﹁
国
旗
﹂
を
沿
道
に
掲
げ
な
い
こ
と
を
求
め
た
た
め
、
台
湾
の
世
論
は
強
く
刺
激
さ
れ
、
結
果
的
に
台
湾
に
お
け
る
聖
火

二
七
四
三
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リ
レ
ー
は
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）
₉₇
（

。
そ
し
て
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
中
国
政
府
に
対
す
る
批
判
を
決
定
的
に
増

強
さ
せ
る
チ
ベ
ッ
ト
暴
動
が
発
生
し
た
。
中
国
政
府
は
事
態
の
悪
化
や
さ
ら
な
る
民
族
間
対
立
を
防
ぐ
た
め
、
暴
動
、
デ
モ
、
及
び
反
政
府

的
な
言
論
を
徹
底
的
に
抑
え
た
が
、
武
力
鎮
圧
や
厳
し
い
報
道
規
制
な
ど
の
対
応
は
国
外
か
ら
の
激
し
い
批
判
を
引
き
起
こ
し
た）
₉₈
（

。

　

二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
、
世
界
が
注
目
す
る
中
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
幕
を
上
げ
た
。
聖
火
リ
レ
ー
は
四
月
六
日
ロ
ン
ド

ン
、
七
日
パ
リ
、
九
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
激
し
い
抗
議
活
動
に
見
舞
わ
れ
た
。
欧
米
に
拠
点
を
持
つ
チ
ベ
ッ
ト
独
立
運
動
家
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
人
権
団
体
や
中
国
政
府
を
批
判
す
る
多
く
の
現
地
民
間
人
も
活
動
に
参
加
し
た
。
抗
議
活
動
の
一
部
は
暴
力
化
し
、
聖
火
ト
ー

チ
が
奪
わ
れ
、
聖
火
が
消
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
も
あ
っ
た
た
め
、
リ
レ
ー
ル
ー
ト
の
短
縮
や
当
日
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
た）
₉₉
（

。
四
月
一
七

日
以
降
、
聖
火
は
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
入
り
、
関
係
諸
国
政
府
は
対
中
配
慮
で
抗
議
活
動
を
抑
え
、
厳
重
な
警
備
で
聖
火
を
送
り

だ
し
た
が
、
聖
火
は
二
六
日
長
野
、
二
七
日
ソ
ウ
ル
で
再
び
激
し
い
抗
議
活
動
に
見
舞
わ
れ
、
ソ
ウ
ル
で
は
脱
北
者
支
援
団
体
も
脱
北
者
を

北
朝
鮮
に
強
制
送
還
す
る
中
国
政
府
を
批
判
し
、
抗
議
活
動
に
加
わ
っ
た）
１００
（

。
国
家
の
威
信
を
賭
け
た
中
国
政
府
は
終
始
強
硬
な
姿
勢
を
崩
さ

ず
、
外
国
政
府
、
メ
デ
ィ
ア
、
民
間
団
体
、
世
論
に
よ
る
中
国
批
判
に
対
す
る
反
論
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
国
が
反
論
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
各
国
政
府
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
反
中
発
言
が
増
幅
し
、
対
中
不
信
、
批
判
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た）
１０１
（

。
当
初
平
和
、
発
展

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
聖
火
リ
レ
ー
は
結
果
的
に
ま
っ
た
く
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
外
国
の
一
般
国
民
の
心
に
焼
き
付
け
る
こ

と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
は
中
国
政
府
が
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
、
大
規
模
宣
伝
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
聖
火
リ
レ
ー
を
計
画
、
実
施
し
た
経

緯
を
概
観
し
、
そ
の
目
的
を
分
析
し
て
き
た
。
急
激
な
経
済
成
長
、
国
力
増
強
を
背
景
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
中
国
は
冷
戦
時
代
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
、
対
外
政
策
に
関
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
一
九
九
〇
年
代
の
対
中
批
判
に
対
す
る
単
な
る
反
論
宣
伝
を
改
め
、
改
革
開
放
政
策
に

基
づ
く
中
国
の
進
歩
、
発
展
、
及
び
平
和
台
頭
の
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
世
界
規
模
の
聖
火
リ
レ
ー
と
い
う
野
心
的

二
七
四
四
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な
イ
ベ
ン
ト
は
、
す
べ
て
の
海
外
都
市
に
お
い
て
激
し
い
批
判
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
と
は
い
え
、
大
き
な
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た

と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
特
定
の
外
交
目
標
を
実
現
す
る
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
第
一
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
外
交
資
源
の
貯
蓄
と
い
う
第
二
の
役
割
に
関
し
て
は
、
海
外
華
人
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
一
部
強
化
さ

れ
た
点
を
除
き
、E

lizabeth C
.E

conom
y

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
聖
火
リ
レ
ー
は
対
外
広
報
の
悪
夢
と
化
し
、
中
国
政
府
、
社
会
の
問
題

点
を
世
界
に
曝
け
出
し
た
だ
け
で
な
く
、
国
際
社
会
と
の
さ
ら
な
る
摩
擦
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
膨
張
に
火
を
つ

け
た）
１０２
（

。
つ
ま
り
、
聖
火
リ
レ
ー
に
よ
っ
て
、
中
国
政
府
が
満
足
で
き
る
外
交
資
源
を
手
に
入
れ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
で
は
、
な
ぜ
中
国
が

伝
え
よ
う
と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
多
く
の
国
に
お
い
て
拒
否
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
の
よ
う
な
中
国
の
準
同
盟
国
で
は
、
一
般
国
民
は
聖
火
リ
レ
ー
を
歓
迎
し
、
中
国
と
の
関
係
を
深
め
て
き
た
多
く
の
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
大
き
な
混
乱
が
ほ
と
ん
ど
報
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
中
国
と
は
人
権
、
民
主
主
義
体
制
な
ど
の
基
本
的
価
値
を

共
有
で
き
な
い
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
韓
国
で
は
、
世
論
の
反
発
や
抗
議
活
動
が
非
常
に
激
し
か
っ
た
。
第
二
章
で

述
べ
た
認
知
的
不
協
和
理
論
を
踏
ま
え
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
二
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
、
冷
戦
時
代
か
ら
自
由
、
民
主
、
人
権
重
視
と
の
基
本
的
価
値
観
を
掲
げ
、
共
産
主
義
陣
営
と
対
峙
し
て
き
た
欧
米
諸
国
、
日
本
の
大

衆
は
今
日
で
も
権
威
主
義
体
制
を
維
持
し
、
人
権
、
宗
教
な
ど
の
国
内
問
題
を
抑
え
て
い
る
中
国
の
政
策
を
看
過
し
な
か
っ
た
。
欧
米
先
進

諸
国
、
日
本
、
そ
し
て
民
主
化
を
成
功
さ
せ
て
韓
国
、
台
湾
で
は
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
計
画
さ
れ
る
以
前
か
ら
中
国
の
人

権
問
題
、
民
族
問
題
及
び
そ
の
原
因
と
さ
れ
る
政
治
体
制
に
対
す
る
批
判
と
不
信
が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
基
本
的
価

値
を
共
有
で
き
な
い
中
国
政
府
の
政
策
に
対
し
、
そ
れ
ら
の
国
の
一
般
大
衆
は
認
知
的
不
協
和
を
抱
え
、
中
国
は
異
質
的
な
存
在
に
映
っ
た

た
め
、
人
々
は
聖
火
リ
レ
ー
実
施
以
前
か
ら
中
国
政
府
の
広
報
、
宣
伝
活
動
に
対
し
警
戒
心
と
不
信
感
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
中
国
政

府
の
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
人
権
軽
視
だ
と
さ
れ
る
援
助
政
策
や
聖
火
リ
レ
ー
直
前
に
起
き
た
チ
ベ
ッ
ト
暴
動
に
対
す
る
武
力
鎮
圧
の
影
響
に

二
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

よ
っ
て
、
先
進
諸
国
一
般
大
衆
の
認
知
的
不
協
和
は
極
端
に
増
大
し
、
聖
火
リ
レ
ー
と
い
う
広
報
、
宣
伝
活
動
に
対
す
る
警
戒
心
と
不
信
感

は
不
寛
容
へ
と
変
化
し
た
。

　

二
、
野
心
的
な
広
報
、
宣
伝
活
動
だ
け
で
な
く
、
パ
ワ
ー
の
増
大
が
背
景
に
あ
る
中
国
政
府
の
強
硬
な
姿
勢
は
中
国
の
台
頭
を
脅
威
視
す

る
先
進
諸
国
一
般
大
衆
の
不
安
を
刺
激
し
た
。
丁
（
二
〇
〇
九
）
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
平
和
を
テ
ー
マ
に
し
、
国
力
の
増
強
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
大
規
模
な
聖
火
リ
レ
ー
は
欧
米
諸
国
国
民
に
と
っ
て
、
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
前
に
国
力
を
誇
示
す
る
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
を
連
想
し
や
す
い
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
。
史
上
最
大
規
模
の
聖
火
リ
レ
ー
、
類
を
見
な
い
経
済
的
、
人
的
資
源
の
投
入
、
そ
し
て
国

内
の
批
判
に
対
す
る
徹
底
的
な
抑
圧
や
海
外
か
ら
の
批
判
に
対
す
る
強
硬
な
姿
勢
は
主
催
国
の
情
熱
よ
り
、
非
民
主
的
、
非
協
調
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
国
際
社
会
、
と
り
わ
け
民
主
主
義
先
進
諸
国
に
与
え
や
す
い）
１０３
（

。
し
た
が
っ
て
、
聖
火
リ
レ
ー
は
中
国
脅
威
論
と
い
う
関
係
国
国
民
が

持
つ
認
知
的
不
協
和
を
緩
和
す
る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
そ
れ
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
従
来
中
国
の
人
権
問
題
、

政
治
体
制
を
批
判
し
て
い
た
国
だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
中
国
と
安
全
保
障
上
の
対
立
す
る
イ
シ
ュ
ー
を
抱
え
な
が
ら
も
中
国
が

主
張
す
る
価
値
観
に
配
慮
し
て
き
た
国
に
お
い
て
も
、
中
国
の
広
報
、
宣
伝
活
動
に
対
し
、
世
論
が
不
寛
容
に
傾
い
た）
１０４
（

。

　

聖
火
リ
レ
ー
が
終
了
し
た
後
、
中
国
に
対
す
る
対
抗
姿
勢
を
強
め
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
政
府
は
対
中
関
係
修
復

に
乗
り
切
っ
た）
１０５
（

が
、
以
上
分
析
し
た
二
つ
の
理
由
が
相
ま
っ
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
し
て
の
聖
火
リ
レ
ー
の
効
果
を
決
定

的
に
制
限
し
た
。
し
か
し
、
梁
（
二
〇
一
〇
）
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
と
世
界
各
国
の
間
に
あ
っ
た
情
報
の
壁
が
崩
さ
れ
、
外
国
マ
ス
コ
ミ

に
よ
る
対
中
報
道
で
中
国
に
対
し
興
味
と
関
心
を
持
つ
外
国
人
が
増
え
た
の
み
な
ら
ず
、
中
国
政
府
、
メ
デ
ィ
ア
、
そ
し
て
一
般
市
民
の
世

界
に
対
す
る
認
識
も
変
化
し
た
点
を
考
え
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
し
て
の
聖
火
リ
レ
ー
は
決
し
て
完
全
な
失
敗
で
は
な

か
っ
た）
１０６
（

。
つ
ま
り
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
が
中
国
の
対
外
政
策
に
与
え
た
影
響
を
中
長
期
的
に
分
析
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
中
国

政
府
が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
得
ら
れ
た
経
験
は
非
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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三　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
有
効
性

　

以
上
は
具
体
的
な
事
例
に
お
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
目
標
設
定
、
実
施
、
及
び
結
果
を
中
長
期
的
な
視
点
で
分
析
し

て
き
た
。
本
章
は
三
つ
の
事
例
分
析
か
ら
導
か
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
有
効
性
を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、

本
来
文
化
外
交
と
国
際
文
化
交
流
を
完
全
に
切
り
離
し
て
分
析
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
特
徴
を
明
示
す

る
た
め
、
本
稿
は
あ
え
て
事
例
に
合
わ
せ
、
文
化
外
交
、
国
際
文
化
交
流
の
役
割
と
有
効
性
を
分
析
し
た
上
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
の
問
題
、
課
題
に
対
す
る
分
析
を
試
み
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
は
一
．
特
定
の
外
交
目
標
の
実
現
と
二
．
外
交
資
源
の
貯

蓄
と
い
う
二
つ
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
単
に
成
功
、
失
敗
で
事
例
の
結
果
を
評
価
す
る
よ
う
な
こ
と
を
避
け
、

目
標
の
実
現
と
外
交
資
源
の
貯
蓄
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
事
例
を
評
価
す
る
。

３―

１　

文
化
外
交
の
役
割
と
有
効
性

　

文
化
外
交
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
実
施
さ
れ
た
２―

２
、
２―

３
の
二
つ
の
事
例
分
析
か
ら
見
る
広
報
、

文
化
外
交
の
役
割
と
有
効
性
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

　

ま
ず
、
一
方
的
な
発
信
を
中
心
と
す
る
広
報
、
文
化
外
交
は
間
接
的
で
は
あ
る
が
、
特
定
の
外
交
目
標
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
２

―

２
の
台
湾
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
方
的
な
発
信
や
自
国
に
と
っ
て
望
ま
し
い
情
報
の
提
供
を
重
視
す
る
広
報
、
文
化
外
交
の
場

合
、
一
年
の
よ
う
な
短
期
間
に
お
い
て
、
経
済
的
、
人
的
資
源
を
集
中
的
に
投
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
李
登
輝
政
権
は
訪
米
実
現
の

た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
大
学
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
へ
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
有
識
者
や
一
般
大
衆
の
台
湾
に
対
す

二
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

る
興
味
、
関
心
を
強
め
た
だ
け
で
な
く
、
政
治
的
、
経
済
的
発
展
を
遂
げ
た
台
湾
は
ア
メ
リ
カ
と
価
値
を
共
有
で
き
る
国
で
あ
る
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
ア
メ
リ
カ
大
衆
に
伝
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
台
湾
政
府
の
主
張
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
有
識
者
や
一

般
大
衆
が
持
つ
認
知
的
不
協
和
が
緩
和
さ
れ
、
中
国
政
府
の
主
張
に
配
慮
す
る
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
対
す
る
認
知
的
不
協
和
が
増
大
し
た
。

最
終
的
に
、
ア
メ
リ
カ
世
論
は
台
湾
政
府
の
主
張
に
対
し
寛
容
に
な
り
、
中
国
政
府
の
主
張
に
対
し
て
は
不
寛
容
に
傾
い
た
。
そ
の
よ
う
な

一
般
大
衆
の
心
理
的
変
化
を
背
景
に
、
ア
メ
リ
カ
議
会
に
対
す
る
ロ
ビ
ー
活
動
が
功
を
奏
し
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
よ
る
李
登
輝
へ
の
ビ
ザ

発
給
を
実
現
さ
せ
た
。
本
来
の
主
要
目
標
が
実
現
さ
れ
た
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
２―

２
の
事
例
に
お
け
る
台
湾
政
府
の
短
期
間
広
報
、
文
化

外
交
は
期
待
さ
れ
て
い
た
役
割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
判
断
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
広
報
、
文
化
外
交
は
実
施
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
、
自
己
評
価
に
必
要
な
情
報
な
ど
の
外
交
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
２―

３
の
中
国
の
事
例
で
は
、
特
定
の
国
家
イ
メ
ー
ジ
を
諸
外
国
に
伝
え
る
と
い
う
本
来
の
外
交
目
標
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
点

か
ら
、
広
報
、
文
化
外
交
と
し
て
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
は
失
敗
し
た
と
判
断
さ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、
約
半

年
と
い
う
短
い
期
間
に
お
い
て
、
中
国
政
治
、
文
化
、
社
会
に
対
す
る
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
中
国
政
府
は
非
常
に
有
益

な
経
験
を
得
ら
れ
た
。
と
り
わ
け
中
国
政
府
関
係
者
や
学
者
は
妨
害
活
動
だ
け
で
な
く
、
各
国
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
、
市
民
の
態
度
と
い
っ
た

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
っ
て
当
時
の
国
際
社
会
、
と
り
わ
け
関
係
諸
国
の
中
国
に
対
す
る
評
価
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
後
中
国
政
府
は
聖
火
リ
レ
ー
の
実
施
か
ら
得
ら
れ
た
経
験
に
よ
っ
て
、
中
国
を
取
り
巻
く
外
国
世
論
に
対
す
る
認
識
を
改
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
政
策
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
自
ら
の
特
徴
に
相
応
し
い
モ
デ
ル
を
模
索
し
て
い
る）
１０７
（

。
つ
ま
り
、
２―

３
の
事
例

分
析
が
示
す
よ
う
に
、
特
定
の
外
交
目
標
実
現
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
短
期
間
の
広
報
、
文
化
外
交
は
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
実

施
国
に
有
益
な
情
報
や
経
験
を
提
供
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

二
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３―

２　

国
際
文
化
交
流
の
役
割
と
有
効
性

　

で
は
、
相
互
発
信
、
相
互
理
解
を
重
視
す
る
国
際
文
化
交
流
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

２―
１
の
事
例
分
析
を
踏
ま
え
、
国
際
文
化
交
流
の
役
割
と
有
効
性
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
。

　

ま
ず
、
相
互
発
信
、
相
互
理
解
を
重
視
す
る
国
際
文
化
交
流
は
持
続
的
に
多
様
な
レ
ベ
ル
に
お
け
る
情
報
交
換
を
保
障
し
、
自
国
を
対
象

と
す
る
健
全
な
外
国
の
輿
論
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
３―

１
の
日
米
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
際
文
化
交
流
は
自
国
に

と
っ
て
望
ま
し
い
情
報
を
一
方
的
に
外
国
の
一
般
大
衆
に
発
信
す
る
も
の
で
は
な
く
、
双
方
向
の
発
信
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
、
そ
れ
を

促
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政
府
の
影
響
が
背
景
に
あ
る
と
は
い
え
、
民
間
の
ア
ク
タ
ー
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
持
ち
、
政
府
の
政
策

と
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
実
施
す
る
国
際
文
化
交
流
は
一
般
大
衆
が
持
つ
警
戒
心
、
不
信
感
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
、
民
間
レ
ベ
ル

に
お
け
る
本
格
的
な
相
互
信
頼
関
係
の
醸
成
に
大
い
に
貢
献
で
き
る
と
い
え
る
。
２―

１
で
す
で
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
日
米
間
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
双
方
向
、
互
恵
主
義
や
官
民
協
力
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
公
正
、
中
立
だ
と
認
識
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
有
識
者
、

知
識
人
を
は
じ
め
と
す
る
両
国
民
間
レ
ベ
ル
の
支
持
と
共
鳴
を
得
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
民
間
レ
ベ
ル
に
お
け
る
相
互
発
信
、
対
話
す
る
チ
ャ

ン
ネ
ル
が
五
〇
年
以
上
に
わ
た
り
維
持
さ
れ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
日
米
両
国
の
互
い
に
対
す
る
世
論
は
大
き
く
変
動
す
る
こ
と
な
く
、
よ
り

成
熟
し
た
も
の
に
な
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
国
際
文
化
交
流
の
場
合
、
各
国
の
一
般
大
衆
は
一
方
的
に
伝
え
ら
れ
る
認
知
的
要
素
だ
け
で
な

く
、
自
ら
が
望
ん
で
い
る
情
報
を
中
立
性
の
保
た
れ
た
交
流
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
た
め
、
認
知
的
不
協
和
が
緩
和
さ
れ
や
す
い
。
そ

の
た
め
、
大
衆
の
心
理
的
環
境
の
出
力
で
あ
る
輿
論
は
比
較
的
に
寛
容
に
な
り
、
よ
り
良
好
な
外
交
環
境
の
形
成
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

そ
し
て
、
多
様
な
ア
ク
タ
ー
を
巻
き
込
む
国
際
文
化
交
流
は
外
交
活
動
に
重
要
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
す
る
。
事
例
２―

１
の
場

合
、
国
際
文
化
交
流
に
関
わ
っ
た
多
く
の
有
識
者
、
知
識
人
は
そ
の
後
日
米
政
府
関
係
者
、
政
策
立
案
関
係
者
、
あ
る
い
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
・

二
七
四
九
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
良
好
な
日
米
関
係
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
大
い
に
活
躍
し
た）
１０８
（

。
そ
の
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ト
ラ
ッ
ク
ツ
ー
に
お
け

る
交
渉
、
情
報
交
換
な
ど
の
形
で
通
常
の
外
交
ル
ー
ト
で
の
外
交
活
動
を
補
強
し
、
よ
り
多
様
な
外
交
資
源
を
五
〇
年
以
上
日
米
関
係
の
発

展
に
提
供
し
続
け
て
き
た
。
つ
ま
り
、
国
際
文
化
交
流
は
直
接
に
特
定
の
外
交
目
標
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
に
し
て
も
、
多
様
な

外
交
資
源
貯
蓄
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

３―

３　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
問
題
、
課
題

　

以
上
は
事
例
分
析
を
踏
ま
え
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
、
文
化
外
交
を
重
視
す
る
も
の
と
国
際
文
化
交
流
を
重
視
す
る
も
の

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
外
政
策
と
し
て
果
た
し
て
い
る
役
割
を
ま
と
め
た
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
対
外
政
策
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
も
常
に
政
策
目
標
を
実
現
し
、
外
交
環
境
に
望
ま
し
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
本
節
で
は
事

例
分
析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
問
題
と
課
題
を
ま
と
め
る
。

　

第
一
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
各
国
の
外
交
環
境
、
そ
し
て
国
際
関
係
の
変
化
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の

実
施
過
程
、
成
果
は
ま
た
国
際
関
係
の
変
化
に
強
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
上
位
目
標
で
あ
る
安
全
保
障
面
の
協
力
と
対
立
、
そ
し

て
大
衆
の
認
知
と
深
く
関
わ
る
価
値
観
、
信
念
の
共
有
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
確
認
さ

れ
た
。
事
例
２―

３
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
聖
火
リ
レ
ー
は
当
初
の
目
標
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
、
単
に
広
報
、
文
化
外
交
の
立
案
、

実
施
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
安
全
保
障
上
の
対
立
と
民
主
主
義
、
人
権
な
ど
価
値
観
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ
た
た
め
、
広

報
、
文
化
外
交
の
効
果
は
立
案
さ
れ
る
以
前
か
ら
制
限
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
平
和
な
対
外
政
策
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
聖
火
リ
レ

ー
と
い
う
新
た
な
認
知
的
要
素
よ
り
、
中
国
の
安
全
保
障
政
策
や
国
内
情
勢
に
関
す
る
認
知
的
要
素
が
持
つ
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
く
、
結
果
的

に
安
全
保
障
上
の
対
立
イ
シ
ュ
ー
を
持
つ
国
や
価
値
観
を
共
有
で
き
な
い
国
を
中
心
に
、
不
寛
容
な
態
度
が
強
ま
っ
た
。
一
方
、
政
策
目
標

二
七
五
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を
実
現
さ
せ
た
２―

２
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
巧
み
に
行
わ
れ
た
台
湾
政
府
の
文
化
外
交
の
内
容
と
実
施
プ
ロ
セ
ス
は
無
視
で
き
な
い

が
、
当
時
の
台
湾
が
ア
メ
リ
カ
と
安
全
保
障
上
の
目
標
を
基
本
的
に
共
有
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
政
治
体
制
や
人
権
重
視
な
ど

の
価
値
観
も
共
有
で
き
て
い
た
た
め
、
短
期
間
に
お
い
て
文
化
外
交
の
効
果
を
最
大
限
に
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
分
析
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
２―
２
と
２―

３
と
い
う
対
照
的
な
二
つ
の
事
例
を
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
実
施
国
と
対
象
国

の
安
全
保
障
上
の
関
係
と
価
値
観
の
共
有
は
広
報
、
文
化
外
交
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
を
強
く
制
限
す
る

要
素
で
あ
る
。
実
際
２―
１
の
事
例
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
民
間
ア
ク
タ
ー
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
る
国
際
交
流
を
中
心
と
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
場
合
で
も
、
日
米
両
国
が
終
戦
後
同
盟
関
係
と
な
り
、
価
値
観
も
基
本
的
に
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、

国
際
文
化
交
流
の
規
模
、
内
容
及
び
効
果
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
際
文
化
交
流
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ

プ
ロ
マ
シ
ー
も
国
際
関
係
の
変
化
や
価
値
観
の
共
有
に
制
限
さ
れ
て
い
る
傾
向
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
に
、
政
策
立
案
当
初
の
目
標
を
実
現
で
き
た
と
し
て
も
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
外
交

環
境
に
予
期
せ
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
税
金
で
行
わ
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
そ
の
他
の
対
外
政
策
と
同
じ
よ

う
に
、
経
済
的
、
人
的
資
源
の
投
入
に
見
合
っ
た
成
果
が
常
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
場
合
、
と
り
わ
け
広
報
、
文
化
外

交
を
中
心
と
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
政
策
立
案
の
段
階
か
ら
明
確
な
目
標
設
定
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、
代
表
例
で
あ

る
事
例
２―

３
が
示
す
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
政
策
目
標
を
実
現
す
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
っ
た
く
予
期
さ
れ
な
か
っ
た

結
果
を
生
み
出
す
場
合
も
あ
る
。
そ
し
て
、
２―

２
の
事
例
を
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
訪
米
ビ
ザ
発
給
と
い
う
政
策
目
標
は
見
事

に
達
成
で
き
た
と
は
い
え
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
台
湾
の
露
骨
な
ロ
ビ
ー
活
動
と
文
化
外
交
に
対
す
る
警
戒
を
強
め
た
だ
け
で
な
く
、
文
化

交
流
や
学
術
研
究
の
中
立
性
、
公
平
性
を
重
視
す
る
一
部
の
ア
メ
リ
カ
知
識
人
の
批
判
を
引
き
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
、
政
策
実
施
後
の
中
国

政
府
の
対
応
と
政
策
転
換
も
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
来
政
策
対
象
国
で
は
な
い
中
国
は
、
台
湾
の
文
化
外
交
と
そ
の
影
響
で
変
わ

二
七
五
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対
外
政
策
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パ
ブ
リ
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ク
・
デ
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ロ
マ
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そ
の
限
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っ
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
政
策
に
強
く
刺
激
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
台
湾
政
府
は
中
国
政
府
の
反
発
を
ま
っ
た
く
考
慮
せ
ず
に
文
化
外
交

と
ロ
ビ
ー
活
動
を
実
施
し
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
李
登
輝
訪
米
後
、
一
九
九
五
年
か
ら
一
九
九
六
年
に
か
け
て
の
台
湾
海
峡
の
緊
張
、
及

び
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
の
米
中
関
係
改
善）
１０９
（

を
鑑
み
れ
ば
、
台
湾
政
府
は
中
長
期
的
な
外
交
成
果
を
得
ら
れ
た
と
は
言
い

難
い
。
む
し
ろ
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
中
国
政
府
が
そ
の
後
精
力
的
に
対
米
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
や
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
た
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
台
湾
政
府
の
急
進
的
な
広
報
、
文
化
外
交
は
自
ら
の
外
交
環
境
に
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
よ
る
中
長
期
的
な
、
多
様
な
影
響
か
ら
特
定
の
成
果
を
抽
出
し
、
費
用
対
効
果
の
視
点
か

ら
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
国
家
間
の
経
済
活
動
は
計
量
的
に
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
数
字
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
一
般

大
衆
の
心
理
的
環
境
に
働
き
か
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
そ
の
他
の
対
外
政
策
と
同
時
に
行
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
特
定
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
政
策
に
よ
る
成
果
を
抽
出
し
、
計
量
的
に
評
価
す
る
こ
と

が
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
る
。
当
然
、
長
期
に
わ
た
る
世
論
調
査
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
立
案
と
実
施
に
有
益
な
情
報
、
ヒ
ン
ト

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
安
全
保
障
面
の
関
係
変
化
、
経
済
活
動
や
価
値
観
な
ど
の
影
響
を
含
め
て
考
え
れ
ば
、
世
論
調
査

で
得
ら
れ
た
結
果
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
間
の
因
果
関
係
を
実
証
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
計
量

分
析
の
手
法
と
費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
影
響
を
評
価
す
る
こ
と
は
無
意
味
だ
と

は
い
え
な
い
が
、
明
ら
か
に
限
界
が
存
在
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
実
際
の
影
響
を
、
両
方
と
も
矮
小
化
す
る
危
険

性
が
あ
る
。
先
述
し
た
分
析
を
踏
ま
え
、
事
例
２―

１
を
振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
日
米
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
一
九
六
〇

年
代
の
反
米
、
反
安
保
運
動
や
そ
の
後
の
反
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
運
動
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
米
貿
易
摩
擦
と
い
っ
た
問
題
を
事
前
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
根
拠
に
日
米
間
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
両
国
一
般
大
衆
の
心
理
的
環
境
に
与

え
る
プ
ラ
ス
な
影
響
、
及
び
国
際
文
化
交
流
で
培
わ
れ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
換
言
す
る
と
、
パ
ブ

二
七
五
二
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リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
が
費
用
に
見
合
っ
た
成
果
を
出
せ
た
か

を
評
価
す
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
の
作
業
を
す
る
と
同
時
に
、パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
も
計
量
的
に
評
価
し
、
そ
れ

に
相
応
し
い
費
用
を
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

本
章
で
述
べ
た
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
図
３―

１
で
表
す
こ
と
が
で
き

る
。
ま
ず
、
文
化
外
交
も
、
国
際
文
化
交
流
も
自
国
の
外
交
環
境
に
影
響

を
与
え
る
と
同
時
に
政
策
の
実
施
は
外
交
環
境
か
ら
影
響
を
受
け
て
い

る
。
第
二
章
の
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
安
全
保
障
関
係
や

価
値
観
の
共
有
は
政
策
の
実
施
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
外
交
環
境
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
は

Ａ
と
Ｄ
の
よ
う
に
、
成
果
だ
と
評
価
で
き
る
プ
ラ
ス
の
場
合
も
あ
れ
ば
、

Ｂ
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
２―

２

の
台
湾
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
文
化
外
交
は
中
短
期
的
に
影
響
Ａ
の
よ

う
な
成
果
を
生
み
出
し
た
が
、
中
長
期
的
に
見
れ
ば
政
策
は
実
施
後
も
ま

た
外
交
環
境
に
影
響
を
与
え
、
そ
れ
が
影
響
Ｂ
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
な
結
果

に
つ
な
が
っ
た
。
一
方
、
２―

３
の
中
国
の
事
例
は
そ
の
逆
で
あ
り
、
影

響
Ａ
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
な
結
果
を
外
交
環
境
に
も
た
ら
し
た
が
、
影
響
Ｂ

の
段
階
に
お
い
て
は
有
益
な
外
交
資
源
を
も
得
ら
れ
た
。
最
後
に
、
２―

影響D影響C
？

影響B影響A 外交環境

実
施
終
了

文化外交

国際文化交流

外交環境

図３―１
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

１
の
日
米
間
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
国
際
文
化
交
流
は
中
短
期
的
な
評
価
が
困
難
だ
が
、
評
価
で
き
な
い
影
響
Ｃ
に
対
し
、
中
長
期
的
な

外
交
資
源
貯
蓄
は
影
響
Ｄ
と
い
う
プ
ラ
ス
な
結
果
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

お
わ
り
に

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報
通
信
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
一
般
大
衆
が
直
接
関
わ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
ま
す
ま
す
各
国
に
注

目
さ
れ
、
そ
の
役
割
も
い
っ
そ
う
強
く
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
難
題
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ

マ
シ
ー
が
果
す
役
割
は
過
剰
に
期
待
さ
れ
る
か
、
過
小
に
評
価
さ
れ
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
実
際
、

実
施
国
の
外
交
環
境
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
国
際
関
係
に
与
え
る
影
響
は
し
ば
し
ば
矮
小
化
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
本
稿
に
お
い
て
、

あ
え
て
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
限
界
を
中
長
期
的
な
視
点
で
再
考
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

ま
ず
、
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
い
う
古
く
て
新
し
い
概
念
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
背
景
の
中
、

世
界
大
戦
、
冷
戦
、
対
テ
ロ
戦
争
を
経
て
進
化
し
て
き
た
。
か
つ
て
自
国
政
府
に
よ
る
政
策
の
正
当
性
を
外
国
大
衆
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
宣
伝
、

広
報
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
単
な
る
外
交
ツ
ー
ル
か
ら
脱
皮
し
、
今
日
に
お
い
て
は
多
様
な
民
間
ア
ク
タ
ー
が
関
わ
る
、
相
互
発
信
、
相
互
理

解
を
目
指
す
新
た
な
対
外
政
策
と
し
て
諸
国
の
外
交
活
動
の
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
多
様
化
、細
分
化
が
進
ん
で
い
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
は
一
方
的
な
発
信
を
重
視
す
る
文
化
外
交
と
相
互
発
信
、
相
互
理
解
を
重
視
す
る
国
際
文
化
交
流
に
大
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
二
種
類
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
活
動
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
最
終
的
な
目
標
は
外
国
の
一
般
大

衆
に
新
た
な
認
知
的
要
素
を
提
供
し
、
認
知
的
不
協
和
を
緩
和
し
、
自
国
に
と
っ
て
望
ま
し
く
、
健
全
な
外
国
輿
論
の
形
成
、
そ
し
て
相
互

二
七
五
四
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理
解
に
貢
献
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
期
待
さ
れ
る
役
割
、
あ
る
い
は

政
策
の
目
標
は
一
．
特
定
の
外
交
目
標
の
実
現
と
二
．
外
交
資
源
の
貯
蓄
の
ど
ち
ら
か
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
第
二
章
で
は
、
２―

１
戦
後
日
米
間
の
国
際
文
化
交
流
、
２―

２
台
湾
の
対
米
ロ
ビ
ー
活
動
に
伴
う
文
化
外
交
、
２―

３
中

国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
を
巡
る
文
化
外
交
と
い
う
三
つ
の
事
例
に
対
す
る
事
例
分
析
を
行
っ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
の
内
容
と
実
現
さ
れ
た
目
標
だ
け
で
な
く
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
国
際
関
係
の
変
化
の
渦
中
に
あ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
例
対
象
国
が
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
果
す
こ
と
が
で
き
た
役
割
と
限
界
が
浮
き
彫
り

と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
第
三
章
の
分
析
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
、
と
り
わ
け
広
報
文
化
外
交
の
場
合
は
三
年
以
内
と

い
う
中
短
期
的
な
期
間
に
お
い
て
、
間
接
的
に
特
定
の
外
交
目
標
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
政
策
実
施
国
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
向
上
さ
せ
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
よ
う
な
形
で
有
益
な
外
交
資
源
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
、
多
様
な
民
間
ア
ク
タ

ー
が
関
わ
る
国
際
文
化
交
流
は
中
短
期
的
な
外
交
目
標
達
成
に
つ
な
が
り
に
く
い
が
、
自
国
を
対
象
と
す
る
外
国
の
健
全
な
輿
論
形
成
に
必

要
な
情
報
交
換
ル
ー
ト
や
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
維
持
し
、
安
定
し
た
中
長
期
的
な
外
交
資
源
貯
蓄
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
事
例
分
析
が
示
す
よ
う
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
国
際
関
係
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
一
方
、
そ
の
実
施

効
果
は
ま
た
国
際
関
係
の
変
化
に
強
く
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
安
全
保
障
上
の
関
係
変
化
や
価
値
観
の
相
違

は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
を
左
右
し
、
政
策
立
案
当
初
予
測
し
な
か
っ
た
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
強
い
。
仮
に
短
期

的
に
特
定
の
外
交
目
標
が
達
成
さ
れ
た
と
し
て
も
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
を
評
価
す
れ
ば
、
政

策
実
施
が
も
た
ら
す
予
期
し
な
か
っ
た
、
外
交
環
境
に
と
っ
て
の
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
が
浮
き
彫
り
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
の
問
題
提
起
を
振
り
返
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

二
七
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対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
立
案
す
る
段
階
に
お
い
て
、
明
確
な
役
割
、
目
標
設
定
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
費
用
対
効
果
な
ど
の
視
点
か
ら
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
率
に
関
す
る
議
論
は
当
然
重
要
で
は
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
外
交
目
標
の
実
現
を
目
指
し
、
ど
の
よ
う
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
外
交
資
源
を
貯
蓄
す
る
か
を
明
確
に
定
め
な
い
限
り
、
効
率
に
関
す
る
議
論
は
単
な
る
空
回

り
に
終
始
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
第
二
に
、
期
待
し
た
政
策
の
役
割
と
明
確
な
目
標
に
合
わ
せ
、
自
国
と
対
象
国
、
関
係
国
の
間
の
国
際
関
係

を
分
析
し
、
適
切
な
実
施
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
情
報
通
信
技
術
の
革
新
的
な
進
歩
に

よ
り
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
や
一
方
的
な
宣
伝
、
広
報
外
交
の
手
法
に
よ
る
単
純
な
外
交
目
標
の
実
現
は
む
し
ろ
外
国
一
般
大
衆
の
認
知
的
不
協

和
を
増
大
さ
せ
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
明
確
な
プ
ラ
ン
な
し
の
国
際
文
化
交
流
は
効
率
の
問
題
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
実
施
を
制
限
し
て
い
る
外
部
環
境
を
十
分
に
分
析
し
た
上
、
相
応
し
い
と
さ
れ
る
手
法
や
人
的
、
経
済
的
資

源
な
ど
を
選
択
し
、
必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
組
み
合
わ
せ
な
け
れ
ば
、
費
用
に
合
う
効
果
を
得
る
こ
と
や
外
交
目
標
の
実
現
は
期
待
し
難
い
。

第
三
に
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
対
外
政
策
と
し
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
対
象
国
、
関
係
国
の
世
論
、
そ
し
て
自
国
を
取

り
巻
く
国
際
環
境
に
与
え
た
影
響
を
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
構
成
す
る
個
々
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ウ
ト
カ
ム
や
特
定
の
外
交
目
標
の
実
現
の
み
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
効
果
を
評
価
す
る
こ

と
は
政
策
の
影
響
を
矮
小
化
し
、
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
見
落
と
し
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ

ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
が
外
交
環
境
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
継
続
的
に
分
析
、
評
価
す
る
こ
と
は
次
の
段
階
の
政
策
設
定
、
手
法
の
変
更
に
必
要

な
情
報
を
提
供
す
る
。
第
四
に
、
以
上
の
三
点
を
実
現
し
、
そ
し
て
今
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
研
究
を
進
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
さ
ら
な
る
事
例
分
析
、
比
較
研
究
と
合
わ
せ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
よ
り
精
密
に
評
価
で
き
る
手
法
の
研
究
を
続
け
る

こ
と
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

二
一
世
紀
の
国
際
社
会
に
お
い
て
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
の
み
を
行
使
す
る
従
来
の
対
外
政
策
が
後
退
し
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
活
用
で
き

二
七
五
六
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る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
い
か
に
構
築
す
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
対
外
政
策
と
し
て
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
役
割
と
限
界
を
明
示
す
る
こ
と
を
な
く
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
の
真
の
価
値
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
、
よ
り
多
角
的
で
、
中
長
期
的
な
視
点
で
、
国
際
関
係
の
中
に
あ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
い
っ
そ
う
強
く
求
め
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
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ublic diplom
acy: sunrise of an academ

ic field” T
h

e A
N

N
A

L
S

 of th
e A

m
erica

n
 A

ca
d

em
y of P

olitica
l a

n
d

 S
ocia

l S
cien

ce 2008 

616:274　

二
七
六
頁―

二
七
九
頁
、﹁
第
三
章　

文
化
の
ひ
と
り
歩
き―

国
際
主
義
か
ら
の
乖
離
﹂
入
江
昭　

一
九
九
八
﹃
権
力
政
治
を
超
え
て
﹄
岩
波
書
店

（
7
）　B

ruce G
regory “P

ublic diplom
acy: sunrise of an academ

ic field” T
h

e A
N

N
A

L
S

 of th
e A

m
erica

n
 A

ca
d

em
y of P

olitica
l a

n
d

 S
ocia

l S
cien

ce 2008 

616:274　

二
七
九
頁

（
8
）　N

icholas J. C
ull “H

ow
 w

e got here” in P
hilip Seib, E

ditor. Tow
a

rd
 a

 N
ew

 P
u

blic D
ip

lom
a

cy R
ed

irectin
g U

.S
. F

oreign
 P

olicy （N
ew

 York 2009

） 

PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N
, N

ich
olas J. C

u
ll, T

h
e C

old
 W

a
r a

n
d

 th
e U

n
ited

 S
ta

tes In
form

a
tion

 A
gen

cy
 A

m
erica

n
 P

rop
a

ga
n

d
a

 a
n

d
 P

u
blic 

D
ip

lom
a

cy, 1945-1989 （N
ew

 York 2008

） Cam
bridge U

niversity

（
9
）　

同
上
、﹁
総
論　

文
化
冷
戦
期
に
お
け
る
米
国
の
広
報
宣
伝
活
動
と
ア
ジ
ア
へ
の
影
響
﹂
貴
志
俊
彦　

土
屋
由
香　

編　

二
〇
〇
九
﹃
文
化
冷
戦
の
時
代―

ア
メ
リ
カ
と
ア

ジ
ア―

﹄　

国
際
書
院

（
10
）　

渡
辺
靖　

二
〇
〇
八
﹃
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー　

ア
メ
リ
カ
の
国
際
文
化
戦
略
﹄
岩
波
書
店　

六
三
頁―

七
一
頁
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
マ
ル
テ
ル　

二
〇
〇
九
﹃
超
大
国

ア
メ
リ
カ
の
文
化
力―

仏
文
化
外
交
官
に
よ
る
全
米
踏
査
レ
ポ
ー
ト
﹄
岩
波
書
店　

二
八
頁―

三
三
頁

二
七
五
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
〇
六

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

（
11
）　N

icholas J. C
ull, T

h
e C

old
 W

a
r a

n
d

 th
e U

n
ited

 S
ta

tes In
form

a
tion

 A
gen

cy A
m

erica
n

 P
rop

a
ga

n
d

a
 a

n
d

 P
u

blic D
ip

lom
a

cy, 1945-1989 （N
ew

 

York 2008

） Cam
bridge U

niversity　

二
五
五
頁―

二
六
一
頁

（
12
）　

平
野
健
一
郎　

監
修　

二
〇
〇
五
﹃
戦
後
日
本
の
国
際
文
化
交
流
﹄
勁
草
書
房　

六
頁―

一
二
頁
、
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
史
編
纂
室　

二
〇
〇
六
﹃
国
際
交
流
基
金
三
〇

年
の
あ
ゆ
み
﹄
国
際
交
流
基
金

（
13
）　N

icholas J. C
ull “H

ow
 w

e got here” in P
hilip Seib, E

ditor. Tow
a

rd
 a

 N
ew

 P
u

blic D
ip

lom
a

cy R
ed

irectin
g U

.S
. F

oreign
 P

olicy （N
ew

 York 2009

） 

PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N　

三
三
頁―

四
二
頁

（
14
）　M

ark L
eonard w

ith C
atherine Stead and C

onrad Sm
ew

ing P
u

blic D
ip

lom
a

cy （L
ondon 2002

） Foreign P
olicy C

entre 

で
は
、
国
家
イ
メ
ー
ジ
を
は
じ

め
と
す
る
戦
略
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
た
。

（
15
）　Joseph S. N

ye, Jr “P
ublic diplom

acy and soft pow
er” T

h
e A

N
N

A
L

S
 of th

e A
m

erica
n

 A
ca

d
em

y of P
olitica

l a
n

d
 S

ocia
l S

cien
ce 2008 616:94, 

Joseph S. N
ye, Jr. T

h
e fu

tu
re of p

ow
er （N

ew
 York 2011

） Public A
ffairs

（
16
）　Jan M

elissen, E
ditor. T

h
e N

ew
 P

u
blic D

ip
lom

a
cy S

oft P
ow

er in
 In

tern
a

tion
a

l R
ela

tion
s （N

ew
 York 2005

）

（
17
）　N

ancy Snow
 “R

ethinking public diplom
acy” N

ancy Snow
, P

hilip M
. T

aylor, E
ditors. R

ou
tled

ge H
a

n
d

book of P
u

blic D
ip

lom
a

cy （N
ew

 York and 

L
ondon 2009

） Routledge

（
18
）　E

n
ric O

rd
eix-R

igo an
d

 Joao D
u

arte “F
rom

 P
u

blic D
ip

lom
acy to C

orp
orate D

ip
lom

acy: In
creasin

g C
orp

oration
’s L

egitim
acy an

d
 In

flu
en

ce” 

A
m

erican B
ehavioral Scientist 2009 53:549

（
19
）　P

hilip Seib, E
ditor. Tow

a
rd

 a
 N

ew
 P

u
blic D

ip
lom

a
cy R

ed
irectin

g U
.S

. F
oreign

 P
olicy

 

（N
ew

 York 2009

） PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N
, N

ancy 

S
n

ow
, P

h
ilip

 M
. T

aylor, E
d

itors. R
ou

tled
ge H

a
n

d
book of P

u
blic D

ip
lom

a
cy

 

（N
ew

 York an
d

 L
on

d
on

 2009

） R
ou

tled
ge, S

ook Jon
g L

ee, Jan 

M
elissen, E

ditors. P
u

blic d
ip

lom
a

cy a
n

d
 soft p

ow
er in

 E
a

st A
sia

 （N
ew

 York 2011

） PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N
 

は
そ
れ
ぞ
れ
国
家
単
位
の
分
析
を
行
い
、

先
進
諸
国
だ
け
で
な
く
、
新
興
国
、
と
り
わ
け
中
国
の
近
年
の
動
向
に
注
目
し
て
い
る
。

（
20
）　

国
際
交
流
研
究
会　

二
〇
〇
三
﹁
新
た
な
時
代
の
外
交
と
国
際
交
流
の
新
た
な
役
割―
世
界
世
論
形
成
へ
の
日
本
の
本
格
的
参
画
を
目
指
し
て―

﹂﹃
国
際
交
流
研
究
会
報

告
書
﹄
国
際
交
流
基
金

（
21
）　

国
際
交
流
基
金
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.jpf.go.jp/j/about/survey/advanced/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
）

（
22
）　

渡
辺
靖　
﹁
日
本
ら
し
さ
と
は
何
か―

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
文
化
外
交
﹂﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
九
・
七
号　

な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
七
五
八



（　
　
　
　

）

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
〇
七

（
23
）　

特
に
文
化
外
交
、
国
際
文
化
交
流
を
特
集
の
テ
ー
マ
と
す
る
﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
№
二
〇
九
、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
№
二
二
三
、﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
№
二
五
二
な
ど

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
24
）　

ナ
ン
シ
ー
・
ス
ノ
ー
（
福
間
良
明　

訳
）　

二
〇
〇
四　
﹃
情
報
戦
争
﹄
岩
波
書
店　

N
ancy Snow

, P
hilip M

. T
aylor, E

ditor. R
ou

tled
ge H

a
n

d
book of P

u
blic 

D
ip

lom
a

cy （N
ew

 York and L
ondon 2009

）

（
25
）　B

ruce G
regory “P

ublic diplom
acy: sunrise of an academ

ic field” T
h

e A
N

N
A

L
S

 of th
e A

m
erica

n
 A

ca
d

em
y of P

olitica
l a

n
d

 S
ocia

l S
cien

ce 2008 

616:274 

で
は
、
利
益
、
価
値
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
記
憶
、
戦
略
的
な
地
政
学
背
景
は
諸
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
対
す
る
認
識
を
左
右
す
る
と
述
べ
ら
れ
、

Sook Jong L
ee, Jan M

elissen, E
ditors. P

u
blic d

ip
lom

a
cy a

n
d

 soft p
ow

er in
 E

a
st A

sia
 （N

ew
 York 2011

） PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N
 

で
は
、
歴
史
的
、

文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
は
欧
米
諸
国
と
異
な
る
特
徴
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

（
26
）　

国
際
交
流
基
金　
﹁
主
要
先
進
諸
国
に
お
け
る
国
際
交
流
機
関
調
査
報
告
書
﹂
や“A

nnual report 2008-09 B
uilding trust and understanding w

orldw
ide” B

ritish 

C
ouncil 

な
ど
を
参
照

（
27
）　

金
子
将
史　

北
野
充　

編　

二
〇
〇
七
﹃
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー―

﹁
世
論
の
時
代
﹂
の
外
交
戦
略―

﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所　

二
〇
頁

（
28
）　
Ｊ
・
Ｍ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
田
中
俊
郎　

訳
）　

一
九
九
〇
﹃
文
化
の
国
際
関
係
﹄
三
嶺
書
房　

八
、
九
頁

（
29
）　Seong-H

un Yun and E
lizabeth L

. Toth “F
uture Sociological P

ublic D
iplom

acy and the R
ole of P

ublic R
elations: E

volution of P
ublic D

iplom
acy” 

A
m

erican B
ehavioral Scientist 2009 53:493 

は
リ
ア
リ
ズ
ム
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
社
会
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
（Sociological G

lobalism

）
と
い
う
三
つ
の
視
点
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
分
類
を
試
み
た
が
、
厳
密
な
判
断
基
準
が
示
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

（
30
）　
Ｊ
・
Ｍ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
田
中
俊
郎　

訳
）　

一
九
九
〇
﹃
文
化
の
国
際
関
係
﹄
三
嶺
書
房
一
四
八
、
一
五
五
頁

（
31
）　
﹃
英
国
文
化
事
情
調
査―

大
型
日
本
文
化
紹
介
事
業
﹁Japan2001
﹂
の
成
果
と
今
後
の
日
英
交
流
に
関
す
る
提
言―

﹄、﹁
国
際
文
化
交
流
の
評
価
手
法
開
発
中
間
報
告

書―

国
際
交
流
基
金
の
韓
国
事
業
を
対
象
と
す
る
第
一
次
調
査
に
つ
い
て―

﹂、﹁
国
際
文
化
交
流
の
評
価
手
法
研
究
報
告
書―

国
際
交
流
基
金
の
ド
イ
ツ
で
の
事
業
を

対
象
と
し
た
調
査
研
究―

﹂
な
ど

（
32
）　

国
際
交
流
基
金
が
公
開
し
た
、﹁
日
中
韓
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
七
（
第
五
回
）﹂、﹁
中
国
高
校
生
長
期
招
へ
い
﹂、﹃
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹁
日
米
の
産
業
戦

略
と
国
際
競
争
﹂﹄
な
ど
の
事
業
実
施
に
関
す
る
﹁
活
動
紹
介
フ
ァ
イ
ル　

内
容
詳
細
﹂
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
照
。

（
33
）　Joseph S. N

ye, Jr “P
ublic diplom

acy and soft pow
er” T

h
e A

N
N

A
L

S
 of th

e A
m

erica
n

 A
ca

d
em

y of P
olitica

l a
n

d
 S

ocia
l S

cien
ce 2008 616:94　

一

〇
五
頁

二
七
五
九



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
〇
八

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

（
34
）　
﹁
国
際
交
流
基
金
法
﹂

　
　

http://w
w

w
.jpf.go.jp/j/about/outline/adm

in/guide/kikinhou/kikinhou.htm
l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
）

（
35
）　
Ｊ
・
フ
ラ
ン
ケ
ル　

一
九
七
〇
﹃
外
交
に
お
け
る
政
策
決
定
﹄
東
京
大
学
出
版
会　

二
三
六
頁

（
36
）　

岡
田
直
行　

二
〇
〇
一
﹃
世
論
の
政
治
社
会
学
﹄
東
京
大
学
出
版
会　

佐
藤
卓
己　

二
〇
〇
八
﹃
輿
論
と
世
論―

日
本
的
民
意
の
系
譜
学
﹄
新
潮
社
な
ど
に
よ
る
と
、
輿
論

と
世
論
は
完
全
に
分
類
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
感
情
面
の
傾
向
、
主
張
の
一
貫
性
に
お
い
て
は
違
い
が
存
在
す
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
冷
静
で
、
一
貫
性
を
持
つ
民
意

の
表
出
を
輿
論
、
感
情
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
一
貫
性
の
薄
い
民
意
の
表
出
を
世
論
と
表
記
す
る
。

（
37
）　

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
山
岡
洋
一　

訳
）　

二
〇
〇
四
﹃
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー―

二
一
世
紀
国
際
政
治
を
制
す
る
見
え
ざ
る
力
﹄
日
本
経
済
新
聞
出
版
社　

第
四
章
﹁
ソ

フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
活
用
﹂
を
参
照

（
38
）　

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
山
岡
洋
一　

訳
）　

二
〇
〇
四
﹃
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー―

二
一
世
紀
国
際
政
治
を
制
す
る
見
え
ざ
る
力
﹄
日
本
経
済
新
聞
出
版
社　

二
二
、
二
三

頁

（
39
）　

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
山
岡
洋
一
、
藤
島
京
子　

訳
）　

二
〇
一
一
﹃
ス
マ
ー
ト
・
パ
ワ
ー
﹄
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
﹁
第
四
章　

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
﹂、Joseph S. 

N
ye, Jr “P

ublic diplom
acy and soft pow

er” T
h

e A
N

N
A

L
S

 of th
e A

m
erica

n
 A

ca
d

em
y of P

olitica
l a

n
d

 S
ocia

l S
cien

ce 2008 616:94

（
40
）　Joseph S. N

ye, Jr “P
ublic diplom

acy and soft pow
er” T

h
e A

N
N

A
L

S
 of th

e A
m

erica
n

 A
ca

d
em

y of P
olitica

l a
n

d
 S

ocia
l S

cien
ce 2008 616:94, 

K
ondo Seiichi “W

ielding soft pow
er the key stages of transm

ission and reception” in Yasushi W
atanabe, D

avid L
. M

cC
onnell, E

ditors. S
oft p

ow
er 

su
p

erp
ow

er: cu
ltu

ra
l a

n
d

 n
a

tion
a

l a
ssets of Ja

p
a

n
 a

n
d

 th
e U

n
ited

 S
ta

tes （N
ew

 York 2008

） M
.E

.Sharpe 

な
ど
の
先
行
研
究
は
外
国
大
衆
に
よ
る
認
知
、

受
容
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
、
文
化
政
策
の
効
果
を
制
限
す
る
と
示
唆
し
た
。

（
41
）　

Ｗ
・
リ
ッ
プ
マ
ン
（
掛
川
ト
ミ
子　

訳
）　

一
九
八
七
﹃
世
論
（
上
・
下
）﹄
岩
波
書
店

（
42
）　

岡
田
直
行　

二
〇
〇
一
﹃
世
論
の
政
治
社
会
学
﹄
東
京
大
学
出
版
会　

一
一
頁

（
43
）　

佐
藤
卓
己　

二
〇
〇
八
﹃
輿
論
と
世
論―

日
本
的
民
意
の
系
譜
学
﹄
新
潮
社

（
44
）　

池
田
謙
一　

唐
沢
穣　

工
藤
恵
理
子　

村
本
由
紀
子　

二
〇
一
〇
﹃
社
会
心
理
学
﹄
有
斐
閣　

一
三
八―

一
五
一
頁

（
45
）　

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ　

二
〇
〇
七
﹃
影
響
力
の
武
器
［
第
二
版
］﹄
誠
信
書
房

（
46
）　

オ
フ
ェ
ル
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン　

二
〇
〇
六
﹃M

IN
E

R
VA

 

政
治
学
叢
書
⑨　

政
治
心
理
学
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

第
四
章
﹁
集
団
同
一
視
、
集
団
間
の
敵
意
と
政
治
的
行
為
﹂、

Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン　

一
九
九
三
﹃
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
セ
ス
﹄
北
大
路
書
房

二
七
六
〇



（　
　
　
　

）

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
〇
九

（
47
）　

ド
ナ
ル
ド
・
Ｒ
・
キ
ン
ダ
ー　

二
〇
〇
四
﹃
世
論
の
政
治
心
理
学―

政
治
領
域
に
お
け
る
意
見
と
行
動
﹄
世
界
思
想
社　

四
〇―

五
四
頁

（
48
）　

堀
内
勇
作　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｅ
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス　

猪
口
孝　

二
〇
〇
五
﹃﹁
国
際
世
論
﹂
の
理
論
モ
デ
ル
と
実
証
方
法―

ア
メ
リ
カ
主
導
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦

争
を
誰
が
支
持
し
た
か―

﹄
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
三
六
は
一
．
国
益
モ
デ
ル
二
．
社
会
化
モ
デ
ル
三
．
外
圧
モ
デ
ル
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
対
テ
ロ
戦

争
に
対
す
る
﹁
国
際
世
論
﹂
を
分
析
し
た
。

（
49
）　
﹁
第
七
章　

集
団
間
の
葛
藤
と
協
同
﹂
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン　

一
九
九
三
﹃
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
セ
ス
﹄
北
大
路
書
房
、﹁
第
三
章　

現
実
的
葛
藤
理
論
﹂
Ｄ
・
Ｍ
・
テ
イ
ラ
ー　

Ｆ
・

Ｍ
・
モ
グ
ハ
ッ
ダ
ム　

二
〇
一
〇
﹃
集
団
間
関
係
の
社
会
心
理
学―

北
米
と
欧
州
に
お
け
る
理
論
の
系
譜
と
展
開―

﹄
晃
洋
書
房

（
50
）　

ド
ナ
ル
ド
・
Ｒ
・
キ
ン
ダ
ー　

二
〇
〇
四
﹃
世
論
の
政
治
心
理
学―

政
治
領
域
に
お
け
る
意
見
と
行
動
﹄
世
界
思
想
社

（
51
）　

五
百
旗
頭
﹁
第
二
章　

民
間
財
団
と
政
府
の
関
わ
り
﹂
山
本
正　

編
著　

二
〇
〇
八
﹃
国
際
政
治
・
日
本
外
交
叢
書
⑤　

戦
後
日
米
関
係
と
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー―

民
間

財
団
が
果
た
し
た
役
割
、
一
九
四
五
～
一
九
七
五―

﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

（
52
）　

松
田
武　

二
〇
〇
八
﹃
戦
後
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー―

半
永
久
的
依
存
の
起
源
﹄
岩
波
書
店　

八
二
頁

（
53
）　

土
屋
由
香　

二
〇
〇
九
﹃
親
米
日
本
の
構
築―

ア
メ
リ
カ
の
対
日
情
報
・
教
育
政
策
と
日
本
占
領
﹄
明
石
書
店　

F
um

iko F
ujita “U

.S. cultural diplom
acy tow

ard 

Japan during the cold w
ar”

﹃
東
京
大
学
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
研
究
﹄
二
〇
〇
七
年
第
七
号

（
54
）　

松
田
武　

二
〇
〇
九
﹁
戦
後
日
米
関
係
と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
外
交
﹂﹃
国
際
問
題
№
五
七
八
﹄
三
一
頁

（
55
）　

土
屋
由
香
﹃
第
一
章　

米
国
広
報
文
化
交
流
庁
（
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）
に
よ
る
広
報
宣
伝
の
﹁
民
営
化
﹂﹄
貴
志
俊
彦　

土
屋
由
香　

編　

二
〇
〇
九
﹃
文
化
冷
戦
の
時
代―

ア

メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア―

﹄
国
際
書
院

（
56
）　

土
屋
由
香　

二
〇
〇
九
﹃
親
米
日
本
の
構
築―

ア
メ
リ
カ
の
対
日
情
報
・
教
育
政
策
と
日
本
占
領
﹄
明
石
書
店　

二
三
七
頁

（
57
）　

Ａ
50
日
米
戦
後
史
編
集
委
員
会　

編　

二
〇
〇
一
﹃
日
本
と
ア
メ
リ
カ―

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
五
〇
年
﹄
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ　

第
三
部　

第
二
章
﹁
深
ま
る
戦
後
の

日
米
文
化
交
流
﹂

（
58
）　

同
上　

四
六
四
頁

（
59
）　

キ
ン
バ
リ
ー
・
グ
ー
ル
ド
・
ア
シ
ザ
ワ
﹁
第
三
章　

ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
は
日
本
に
ど
う
向
き
合
っ
た
の
か
﹂
和
田
純
﹁
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
は

日
本
に
何
を
の
こ
し
た
の
か
﹂
山
本
正　

編
著　

二
〇
〇
八
﹃
国
際
政
治
・
日
本
外
交
叢
書
⑤　

戦
後
日
米
関
係
と
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー―

民
間
財
団
が
果
た
し
た
役
割
、

一
九
四
五
～
一
九
七
五―

﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

（
60
）　

同
上　

一
一
九
頁

二
七
六
一



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
〇

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

（
61
）　

同
上　

一
四
七
頁

（
62
）　
﹁
第
一
章　

国
際
交
流
基
金
設
立
の
経
緯
﹂
国
際
交
流
基
金
編
纂
室　

編　

二
〇
〇
六
﹃
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
﹄
国
際
交
流
基
金

（
63
）　

同
上　

二
六―

三
一
頁

（
64
）　
﹁
第
五
章　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク―

将
来
の
力
の
源
﹂
ケ
ン
ト
・
Ｅ
・
カ
ル
ダ
ー
（
渡
辺
将
人　

訳
）　

二
〇
〇
八
﹃
日
米
同
盟
の
静
か
な
る
危
機
﹄
株
式
会
社
ウ
ェ
ッ
ジ
、﹁
第

一
章　

戦
後
日
本
の
国
際
文
化
交
流
﹂
平
野
健
一
郎　

監
修　

二
〇
〇
五
﹃
戦
後
日
本
の
国
際
文
化
交
流
﹄
勁
草
書
房

（
65
）　

Ａ
50
日
米
戦
後
史
編
集
委
員
会　

編　

二
〇
〇
一
﹃
日
本
と
ア
メ
リ
カ―

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
五
〇
年
﹄
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ　

第
三
部　

第
六
章　

四
．﹁
世
論
調

査
に
み
る
対
米
観
・
対
日
観
﹂

（
66
）　

平
松
茂
雄　

二
〇
〇
五
﹃
台
湾
問
題―

中
国
と
米
国
の
軍
事
的
確
執
﹄
勁
草
書
房　

一
七
一―

一
七
七
頁

（
67
）　

天
児
慧　

浅
野
亮　

編　

二
〇
〇
八
﹃
世
界
政
治
叢
書　

第
八
巻　

中
国
・
台
湾
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

一
七
〇―

一
七
二
頁　

宇
佐
美
滋　

一
九
九
五
﹁
李
登
輝
訪
米　

米
国
は
強
い
台
湾
を
無
視
で
き
な
い　

議
会
と
世
論
に
押
さ
れ
た
大
統
領
の
決
断
﹂﹃
世
界
週
報
﹄
一
九
九
五
・
六
・
二
七

（
68
）　

渋
谷
司　

一
九
九
五
﹁
李
登
輝
訪
米
の
波
紋
﹂﹃
海
外
事
情
﹄
平
成
七
年
九
月
号

（
69
）　

井
尻
秀
憲　

編
著　

一
九
九
七
﹃
中
台
危
機
の
構
造―

台
湾
海
峡
ク
ラ
イ
シ
ス
の
意
味
す
る
も
の―

﹄
勁
草
書
房　

阿
部
純
一
﹁
第
六
章　

ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
戦

略
の
中
の
中
国
﹂

（
70
）　

天
児
慧　

浅
野
亮　

編　

二
〇
〇
八
﹃
世
界
政
治
叢
書　

第
八
巻　

中
国
・
台
湾
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

一
七
三
頁

（
71
）　

ジ
ョ
ン
・
Ｊ
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ｍ
ウ
ォ
ル
ト
（
副
島
隆
彦　

訳
）　

二
〇
〇
七
﹃
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー
と
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
（
Ⅰ
）﹄
二
七
二

頁

（
72
）　John N

ew
house “D

iplom
acy, Inc. T

he Influence of lobbies on U
.S. F

oreign P
olicy” F

oreign
 A

ffa
irs V

ol.88 N
o.3

（
73
）　

布
施
哲　

二
〇
〇
九
﹁
米
国
外
交
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
台
湾
ロ
ビ
ー―
李
登
輝
訪
米
ビ
ザ
問
題
を
中
心
に―

﹂﹃
海
外
事
情　

平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
月
号
﹄

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所　

九
一
頁

（
74
）　L

aurence Z
uckerm

an “T
aiw

an keeps a step ahead of C
hina in U

.S. lobbying” T
h

e N
ew

 York T
im

es M
ar 14, 1997

（
75
）　

横
江
公
美　

二
〇
〇
八
﹃
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク―

第
五
の
権
力
の
実
相―
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

辰
巳
由
紀　

中
山
俊
宏　

二
〇
〇
八
﹁
米
国
の
対
外
政
策
と

シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
と
機
能
﹂﹃
国
際
問
題
№
五
七
五
﹄
な
ど

（
76
）　

郭
壽
旺　

二
〇
〇
六
﹃
華
府
智
庫
對
美
國
台
海
兩
岸
政
策
制
定
之
影
響―

對
李
登
輝
總
統
九
五
年
訪
美
案
例
之
研
究
﹄（
台
北
）
秀
威
資
訊
科
技 二

七
六
二



（　
　
　
　

）

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
一

（
77
）　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹁
李
登
輝
総
統
訪
米
と
緊
張
高
ま
る
中
台
関
係　

一
九
九
五
年
の
台
湾
﹂　http://d-arch.ide.go.jp/brow

se/htm
l/1995/105/

1995105T
P

C
.htm

l　

最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日

（
78
）　

郭
壽
旺　

二
〇
〇
六
﹃
華
府
智
庫
對
美
國
台
海
兩
岸
政
策
制
定
之
影
響―

對
李
登
輝
總
統
九
五
年
訪
美
案
例
之
研
究
﹄（
台
北
）
秀
威
資
訊
科
技　

三
一
四―

三
二
三
頁

（
79
）　

阿
部
純
一
﹁
第
六
章　

ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ
ア
戦
略
の
な
か
の
中
国
﹂　

井
尻
秀
憲　

編
著　

一
九
九
七
﹃
中
台
危
機
の
構
造―

台
湾
海
峡
ク
ラ
イ
シ
ス
の
意
味
す
る
も

の―
﹄
勁
草
書
房

（
80
）　M

ultination Survey: C
hina and T

aiw
an Separate, Sovereign N

ations （January 19,2006

）

　
　

http//w
w

w
.gallup.com

/poll/20704/M
ultination-Survey-C

hina-T
aiw

an-Separate-Sovereign-N
ations.aspx

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
）

（
81
）　T

im
 G

oldm
an “D

onations to U
niversities Som

etim
es C

arry a P
rice”, T

h
e N

ew
 York T

im
es D

ecem
ber 9,1996

（
82
）　

ス
ー
ザ
ン
Ｌ
・
シ
ャ
ー
ク　

二
〇
〇
八
﹃
中
国　

危
う
い
超
大
国
﹄
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版　

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
中
国
国
内
の
不
安
定
化
が
対
外
政
策
を
硬
直
化
さ
せ
、
冒
険
的
に

さ
せ
る
説
に
対
し
、
佐
々
木
智
弘　

編　

二
〇
〇
九
﹃
現
代
中
国
の
政
治
的
安
定
﹄　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

な
ど
は
中
短
期
的
に
、
国
内
問
題
で
中
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
シ
ス

テ
ム
が
崩
壊
す
る
こ
と
が
な
い
と
述
べ
た
上
で
、
対
外
政
策
を
含
む
中
国
政
治
は
今
後
決
定
的
な
不
安
定
化
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
と
示
唆
し
た
。

（
83
）　

青
山
瑠
妙　

二
〇
〇
七
﹃
現
代
中
国
の
外
交
﹄
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
株
式
会
社　

三
三
四
頁

（
84
）　

同
上
三
三
六―

三
四
〇
頁

（
85
）　

天
児
慧　

浅
野
亮　

編　

二
〇
〇
八
﹃
世
界
政
治
叢
書　

第
八
巻　

中
国
・
台
湾
﹄
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

一
九
七―

二
〇
三
頁

（
86
）　

浅
野
亮
﹁
第
八
章　

中
国
の
対
外
戦
略
﹂　

畠
山
圭
一　

編
著　

二
〇
一
〇
﹃
中
国
と
ア
メ
リ
カ
と
国
際
安
全
保
障―

問
わ
れ
る
日
本
の
戦
略―

﹄
晃
洋
書
房

（
87
）　

中
国
国
际
问
题
研
究
所　

二
〇
一
〇
﹃
国
际
形
势
和
中
国
外
交
蓝
皮
书
（
二
〇
〇
九
・
二
〇
一
〇
）﹄（
北
京　

世
界
知
识
出
版
社
）

（
88
）　E

lizabeth C
. E

conom
y “T

he G
am

e C
hanger C

oping W
ith C

hina’s F
oreign P

olicy R
evolution” F

oreign
 A

ffa
irs V

ol.89 N
o.6

（
89
）　

浅
野
亮　

二
〇
〇
八
﹁
中
国
の
対
外
政
策―

﹁
中
国
の
台
頭
﹂、
中
国
イ
メ
ー
ジ
、
安
全
保
障―

﹂﹃
海
外
事
情
﹄
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
年
二
月
号　

拓
殖
大
学

海
外
事
情
研
究
所

（
90
）　

杨
洁
篪　
﹁
改
革
开
放
以
来
的
中
国
外
交
﹂﹃
求
是
杂
志
﹄
二
〇
〇
八
・
一
八　

三
五
頁

（
91
）　

青
山
瑠
妙　

二
〇
〇
七
﹃
現
代
中
国
の
外
交
﹄
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
四
三
五―

四
四
九
頁

（
92
）　

同
上　

四
三
九
頁

（
93
）　

王
毅　
﹁
始
终
不
渝
走
和
平
发
展
道
路
﹂﹃
求
是
杂
志
﹄
二
〇
〇
七
・
二
三　

六
一
頁

二
七
六
三



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
二

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

（
94
）　
﹁
北
京
奥
运
会
火
炬
传
递
路
线
编
制
完
成　

火
炬
手
路
段
正
在
分
配
传
递
活
动
将
按
计
划
进
行
﹂

　
　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
サ
イ
ト

　
　

http://torchrelay.beijing2008.cn/cn/new
s/headlines/n214274297.shtm

l

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
）

（
95
）　

沈
建
良
﹁
中
国
公
共
外
交
项
目
运
作
分
析―

以
北
京
奥
运
火
炬
境
外
传
递
为
例
﹂
江
南
社
会
学
院
学
报　

第
一
〇
卷
第
四
期　

三
二
頁

（
96
）　

Ｃ
Ｆ
Ｒ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
中
国
を
ど
う
変
え
る
か
（O

lym
pic P

ressure on C
hina

）﹂﹃
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
日
本
語
版
﹄
二
〇
〇
七
年
七

月
号

（
97
）　

松
田
康
博
﹁
第
七
章　

改
善
の
﹁
機
会
﹂
は
存
在
し
た
か
？―

中
台
対
立
の
構
造
変
化―

﹂　

若
林
正
丈　

編　

二
〇
一
〇
﹃
ポ
ス
ト
民
主
化
期
の
台
湾
政
治―

陳

水
扁
政
権
の
八
年―
﹄
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

（
98
）　

加
茂
具
樹
﹁
北
京
五
輪
を
前
に
厳
し
い
試
練
﹂﹃
東
亜
﹄
二
〇
〇
八
年
四
月
号

（
99
）　
﹃
朝
日
新
聞
﹄
二
〇
〇
八
年　

四
月
七
日
一
四
版
一
面
・
四
月
八
日
一
四
版
一
面
、
一
四
版
二
面
・
四
月
一
〇
日
四
版
一
面
、
一
四
版
七
面

（
１００
）　

同
上　

二
〇
〇
八
年　

四
月
一
八
日
一
四
版
八
面
・
四
月
二
〇
日
一
四
版
四
面
・
四
月
二
二
日
一
四
版
八
面
・
四
月
二
三
日
一
四
版
九
面
・
四
月
二
五
日
一
四
版
九
面
・
四

月
二
六
日
四
版
一
面
・
四
月
二
八
日
一
四
版
四
面

（
１０１
）　

加
瀬
み
き
﹁
価
値
観
と
実
利
の
間
で
揺
れ
る
欧
米
の
対
中
観
﹂﹃
中
央
公
論
﹄
二
〇
〇
八
年
八
月
号

（
１０２
）　E

lizabeth C
. E

conom
y “C

hina’s O
lym

pic N
ightm

are W
hat the G

am
es m

ean for B
eijing’s F

uture” F
oreign

 A
ffa

irs V
ol.87 N

o.4

（
１０３
）　

于
磊　

二
〇
〇
九
﹃
国
家
形
象
及
其
对
国
家
间
行
为
的
影
响
﹄（
北
京
）
知
识
产
权
出
版
社　

一
八
二―

一
八
三
頁

（
１０４
）　

中
野
亜
里　

二
〇
〇
九
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
統
合
と
ベ
ト
ナ
ム―
内
外
の
民
主
化
圧
力
と
中
国
へ
の
接
近―

﹂﹃
国
際
政
治　

第
一
五
八
号
﹁
東
ア
ジ
ア
新
秩
序
へ
の

道
程
﹂﹄
日
本
国
際
政
治
学
会　

一
一
一―

一
一
五
頁

（
１０５
）　
﹁
五
輪
外
交
劇
も
最
高
潮
﹂﹃
朝
日
新
聞
﹄
二
〇
〇
八
年
八
月
九
日　

一
四
版
八
面

（
１０６
）　

梁
岩　

二
〇
一
〇
﹃
中
国
文
化
外
宣
研
究
﹄（
北
京
）
中
国
传
媒
大
学
出
版
社　

八
三―

八
五
頁

（
１０７
）　

杨
洁
篪
﹁
世
博
外
交
：
中
国
外
交
的
新
起
点
﹂﹃
求
是
杂
志
﹄
二
〇
一
〇
・
一
七　

四
二―

四
三
頁　

裘
援
平
﹁
中
国
的
和
平
发
展
与
公
共
外
交
﹂﹃
国
际
问
题
研
究
﹄
二
〇

一
〇
・
六　

一―

三
頁

（
１０８
）　

茶
野
純
一
﹁
日
米
関
係
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト―

Ｃ
Ｇ
Ｐ
評
議
会
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
﹂﹃
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹄
二
〇
〇
七
・
一
一　

な
ど
は
国
際
文
化
交
流
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

二
七
六
四



（　
　
　
　

）

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
三

（
１０９
）　

松
田
康
博
﹃﹁
最
良
の
関
係
﹂
か
ら
﹁
相
互
不
信
﹂
へ
﹄
若
林
正
丈　

編　

二
〇
一
〇
﹃
ポ
ス
ト
民
主
化
期
の
台
湾
政
治―

陳
水
扁
政
権
の
八
年―

﹄
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

二
六
七―

二
六
九
頁

参
考
文
献

一　

日
本
語
書
籍

レ
オ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
（
末
永
俊
郎
監
訳
）　

一
九
六
五　
﹃
認
知
的
不
協
和
の
理
論
・
社
会
心
理
学
序
説
﹄　

誠
信
書
房

Ｈ
・
ニ
コ
ル
ソ
ン　

一
九
六
八　
﹃
外
交
﹄　

東
京
大
学
出
版
会

Ｊ
・
フ
ラ
ン
ケ
ル　

一
九
七
〇　
﹃
外
交
に
お
け
る
政
策
決
定
﹄　

東
京
大
学
出
版
会

坂
野
正
高　

一
九
七
一　
﹃
現
代
外
交
の
分
析―

情
報
・
政
策
決
定
・
外
交
交
渉
﹄　

東
京
大
学
出
版
会

斎
藤
真　

杉
山
恭　

馬
場
伸
也　

平
野
健
一
郎　

編　

一
九
八
七　
﹃
国
際
関
係
に
お
け
る
文
化
交
流
﹄　

日
本
国
際
問
題
研
究
所

Ｊ
・
Ｍ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
田
中
俊
郎　

訳
）　

一
九
九
〇　
﹃
文
化
の
国
際
関
係
﹄　

三
嶺
書
房

Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
黒
川
正
流　

橋
口
捷
久　

坂
田
桐
子　

訳
）　

一
九
九
三　
﹃
グ
ル
ー
プ
・
プ
ロ
セ
ス
﹄　

北
大
路
書
房

入
江
昭　

一
九
九
八　
﹃
権
力
政
治
を
超
え
て
﹄　

岩
波
書
店

Ａ
・
プ
ラ
ト
カ
ニ
ス　

Ｅ
・
ア
ロ
ン
ソ
ン
（
社
会
行
動
研
究
会　

訳
）　

一
九
九
八　
﹃
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ―

広
告
・
政
治
宣
伝
の
か
ら
く
り
を
見
抜
く
﹄　

誠
信
書
房

平
野
健
一
郎　

編　

一
九
九
九　
﹃
国
際
文
化
交
流
の
政
治
経
済
学
﹄　

勁
草
書
房

平
野
健
一
郎　

二
〇
〇
〇　
﹃
国
際
文
化
論
﹄　

東
京
大
学
出
版
会

イ
ヴ
・
レ
オ
ナ
ー
ル　

編　
（
植
木
浩　

監
訳　

八
木
雅
子　

訳
）　

二
〇
〇
一　
﹃
文
化
と
社
会―

現
在
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
政
策
と
文
化
経
済―

﹄　

丸
善
出
版
事
業
部

岡
田
直
行　

二
〇
〇
一　
﹃
世
論
の
政
治
社
会
学
﹄　

東
京
大
学
出
版
会

Ａ
50
日
米
戦
後
史
編
集
委
員
会　

編　

二
〇
〇
一　
﹃
日
本
と
ア
メ
リ
カ―

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
五
〇
年
﹄　

ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ

松
村
正
義　

二
〇
〇
二　
﹃
新
版　

国
際
交
流
史―

近
現
代
日
本
の
広
報
文
化
外
交
と
民
間
交
流―

﹄　

地
人
館

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
（
山
岡
洋
一　

訳
）　

二
〇
〇
四　
﹃
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー―

二
一
世
紀
国
際
政
治
を
制
す
る
見
え
ざ
る
力
﹄　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

ド
ナ
ル
ド
・
Ｒ
・
キ
ン
ダ
ー
（
加
藤
秀
治
郎　

加
藤
祐
子　

訳
）　

二
〇
〇
四　
﹃
世
論
の
政
治
心
理
学―
政
治
領
域
に
お
け
る
意
見
と
行
動
﹄　

世
界
思
想
社

ナ
ン
シ
ー
・
ス
ノ
ー
（
福
間
良
明　

訳
）　

二
〇
〇
四　
﹃
情
報
戦
争
﹄　

岩
波
書
店

二
七
六
五



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
四

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

平
野
健
一
郎　

監
修　

二
〇
〇
五　
﹃
戦
後
日
本
の
国
際
文
化
交
流
﹄　

勁
草
書
房

国
際
交
流
基
金
編
纂
室　

編　

二
〇
〇
六　
﹃
国
際
交
流
基
金
三
〇
年
の
あ
ゆ
み
﹄　

国
際
交
流
基
金

オ
フ
ェ
ル
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン　

二
〇
〇
六　
﹃M

IN
E

R
VA

政
治
学
叢
書
⑨　

政
治
心
理
学
﹄　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

青
山
瑠
妙　

二
〇
〇
七　
﹃
現
代
中
国
の
外
交
﹄　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

金
子
将
史　

北
野
充　

編　

二
〇
〇
七　
﹃
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー―

﹁
世
論
の
時
代
﹂
の
外
交
戦
略―

﹄　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

川
島
真　

編　

二
〇
〇
七　
﹃
異
文
化
理
解
講
座
６　

中
国
の
外
交　

自
己
認
識
と
課
題
﹄　

山
川
出
版
社

ジ
ョ
ン
・
Ｊ
・
ミ
ア
シ
ャ
イ
マ
ー　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ｍ
ウ
ォ
ル
ト
（
副
島
隆
彦　

訳
）　

二
〇
〇
七　
﹃
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ロ
ビ
ー
と
ア
メ
リ
カ
の
外
交
政
策
（
Ⅰ
Ⅱ
）﹄

ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ　

二
〇
〇
七　
（
社
会
行
動
研
究
会　

訳
）　
﹃
影
響
力
の
武
器
［
第
二
版
］﹄　

誠
信
書
房

大
石
裕　

山
本
信
人　

二
〇
〇
八
﹃
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
日
本―

ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
再
考
﹄　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会

佐
藤
卓
己　

二
〇
〇
八　
﹃
輿
論
と
世
論―
日
本
的
民
意
の
系
譜
学
﹄　

新
潮
社

松
田
武　

二
〇
〇
八　
﹃
戦
後
日
本
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー―

半
永
久
的
依
存
の
起
源
﹄　

岩
波
書
店

渡
辺
靖　

二
〇
〇
八　
﹃
ア
メ
リ
カ
ン
・
セ
ン
タ
ー　

ア
メ
リ
カ
の
国
際
文
化
戦
略
﹄　

岩
波
書
店

山
本
正　

編
著　

二
〇
〇
八　
﹃
国
際
政
治
・
日
本
外
交
叢
書
⑤　

戦
後
日
米
関
係
と
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー―

民
間
財
団
が
果
た
し
た
役
割
、
一
九
四
五
～
一
九
七
五―

﹄　

ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

横
江
公
美　

二
〇
〇
八　
﹃
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク―

第
五
の
権
力
の
実
相―

﹄　

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

貴
志
俊
彦　

土
屋
由
香　

編　

二
〇
〇
九　
﹃
文
化
冷
戦
の
時
代―
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア―

﹄　

国
際
書
院

佐
々
木
雅
幸　

川
崎
賢
一
、
河
島
伸
子　

編
著　

二
〇
〇
九　
﹃
文
化
政
策
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
１　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
文
化
政
策
﹄　

勁
草
書
房

土
屋
由
香　

二
〇
〇
九　
﹃
親
米
日
本
の
構
築―

ア
メ
リ
カ
の
対
日
情
報
・
教
育
政
策
と
日
本
占
領
﹄　

明
石
書
店

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
マ
ル
テ
ル
（
根
本
長
兵
衛　

林
は
る
芽　

監
訳
）　

二
〇
〇
九　
﹃
超
大
国
ア
メ
リ
カ
の
文
化
力―

仏
文
化
外
交
官
に
よ
る
全
米
踏
査
レ
ポ
ー
ト
﹄　

岩
波
書
店

池
田
謙
一　

唐
沢
穣　

工
藤
恵
理
子　

村
本
由
紀
子　

二
〇
一
〇　
﹃
社
会
心
理
学
﹄　

有
斐
閣

Ｄ
・
Ｍ
・
テ
イ
ラ
ー　

Ｆ
・
Ｍ
・
モ
グ
ハ
ッ
ダ
ム
（
野
波
寛　

岡
本
卓
也　

小
杉
考
司　

訳
）　

二
〇
一
〇　
﹃
集
団
間
関
係
の
社
会
心
理
学―

北
米
と
欧
州
に
お
け
る
理
論
の
系

譜
と
展
開―

﹄　

晃
洋
書
房

若
林
正
丈　

編　

二
〇
一
〇　
﹃
ポ
ス
ト
民
主
化
期
の
台
湾
政
治―

陳
水
扁
政
権
の
八
年―

﹄　

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

二
七
六
六



（　
　
　
　

）

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
五

二　

日
本
語
報
告
書
、
論
文

渡
辺
愛
子　
﹃
英
国
文
化
事
情
調
査―

大
型
日
本
文
化
紹
介
事
業
﹁Japan2001

﹂
の
成
果
と
今
後
の
日
英
交
流
に
関
す
る
提
言―

﹄　

国
際
交
流
基
金

w
w

w
.jpf.go.jp/j/about/new

/0505/im
g/england_all.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
）

国
際
交
流
基
金　
﹁
主
要
先
進
諸
国
に
お
け
る
国
際
交
流
機
関
調
査
報
告
書
﹂

http://w
w

w
.jpf.go.jp/j/about/survey/advanced/

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
）

国
際
交
流
基
金
﹁
国
際
文
化
交
流
の
評
価
手
法
研
究
報
告
書―

国
際
交
流
基
金
の
ド
イ
ツ
で
の
事
業
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究―

﹂

http://w
w

w
.jpf.go.jp/j/about/outline/adm

in/evaluation/dl/joint_2_report.pdf

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
一
年
一
月
一
二
日
）

国
際
交
流
研
究
会　

二
〇
〇
三　
﹁
新
た
な
時
代
の
外
交
と
国
際
交
流
の
新
た
な
役
割―

世
界
世
論
形
成
へ
の
日
本
の
本
格
的
参
画
を
目
指
し
て―

﹂　
﹃
国
際
交
流
研
究
会
報

告
書
﹄　

国
際
交
流
基
金

若
松
邦
弘　

二
〇
〇
四　
﹃
調
査
報
告
書　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
﹄　

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金　

堀
内
勇
作　

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ｅ
・
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス　

猪
口
孝　

二
〇
〇
五　
﹃﹁
国
際
世
論
﹂
の
理
論
モ
デ
ル
と
実
証
方
法―

ア
メ
リ
カ
主
導
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
を
誰

が
支
持
し
た
か―

﹄　

レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
36

三
上
貴
教　

二
〇
〇
七　
﹁
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー　

研
究
の
射
程
﹂　
﹃
修
道
法
学
﹄
二
九
巻
二
号

平
野
健
一
郎　

二
〇
〇
八　
﹁
国
際
関
係
を
文
化
で
見
る―
ア
ジ
ア
の
場
合
を
中
心
に―

﹂　
﹃
早
稲
田
政
治
經
濟
學
雑
誌
№
三
七
〇
﹄

浅
野
亮　

二
〇
〇
八　
﹁
中
国
の
対
外
政
策―

﹁
中
国
の
台
頭
﹂、
中
国
イ
メ
ー
ジ
、
安
全
保
障―

﹂　
﹃
海
外
事
情
﹄　

平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
二
月
号　

拓
殖
大
学
海
外

事
情
研
究
所

星
山
隆　

二
〇
〇
八　
﹁
日
本
外
交
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー―
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
活
用
と
対
外
発
信
の
強
化
に
向
け
て―

﹂　IIP
S P

olicy paper 334j June 

2008　

世
界
平
和
研
究
所

中
野
亜
里　

二
〇
〇
九　
﹁
東
南
ア
ジ
ア
地
域
統
合
と
ベ
ト
ナ
ム―

内
外
の
民
主
化
圧
力
と
中
国
へ
の
接
近―

﹂﹃
国
際
政
治　

第
一
五
八
号
﹁
東
ア
ジ
ア
新
秩
序
へ
の
道
程
﹂﹄

　

日
本
国
際
政
治
学
会

布
施
哲　

二
〇
〇
九　
﹁
米
国
外
交
政
策
決
定
過
程
に
お
け
る
台
湾
ロ
ビ
ー―

李
登
輝
訪
米
ビ
ザ
問
題
を
中
心
に―

﹂﹃
海
外
事
情
﹄　

平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
月
号　

拓
殖
大
学
海
外
事
情
研
究
所

青
山
瑠
妙　

二
〇
〇
九　
﹃
調
査
報
告
書　

中
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
﹄　

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金

二
七
六
七



（　
　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
六

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

辰
巳
由
紀　

中
山
俊
宏　

二
〇
〇
八　
﹁
米
国
の
対
外
政
策
と
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
役
割
と
機
能
﹂　
﹃
国
際
問
題
﹄　

№
五
七
五

松
田
武　

二
〇
〇
九　
﹁
戦
後
日
米
関
係
と
ア
メ
リ
カ
の
文
化
外
交
﹂　
﹃
国
際
問
題
﹄　

№
五
七
八

中
居
良
文　

二
〇
一
一　
﹁
二
．
中
国
の
公
共
外
交
（P

ublic D
iplom

acy

）：
批
判
的
検
討
﹂　
﹃
中
国
外
交
の
問
題
領
域
別
分
析
研
究
会
﹄　

日
本
国
際
問
題
研
究
所

三　

英
語
書
籍

M
ark L

eonard w
ith C

atherine Stead and C
onrad Sm

ew
ing, P

u
blic D

ip
lom

a
cy （L

ondon 2002

） Foreign P
olicy C

entre

Jan M
elissen, E

ditor. T
h

e N
ew

 P
u

blic D
ip

lom
a

cy S
oft P

ow
er in

 In
tern

a
tion

a
l R

ela
tion

s （N
ew

 York 2005

） PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N

J. M
ichael W

aller, E
ditor. T

h
e P

u
blic D

ip
lom

a
cy R

ea
d

er （W
ashington D

C
 2007

）

N
icholas J. C

ull, T
h

e C
old

 W
a

r a
n

d
 th

e U
n

ited
 S

ta
tes In

form
a

tion
 A

gen
cy A

m
erica

n
 P

rop
a

ga
n

d
a

 a
n

d
 P

u
blic D

ip
lom

a
cy, 1945-1989 （N

ew
 York 

2008

） Cam
bridge U

niversity

Yasushi W
atanabe, D

avid L
. M

cC
onnell, E

ditors. S
oft p

ow
er su

p
erp

ow
er: cu

ltu
ra

l a
n

d
 n

a
tion

a
l a

ssets of Ja
p

a
n

 a
n

d
 th

e U
n

ited
 S

ta
tes （N

ew
 York 

2008

） M
.E

.Sharpe

P
hilip Seib, E

ditor. Tow
a

rd
 a

 N
ew

 P
u

blic D
ip

lom
a

cy R
ed

irectin
g U

.S
. F

oreign
 P

olicy （N
ew

 York 2009

） PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N

N
ancy Snow

, P
hilip M

. T
aylor, E

ditors. R
ou

tled
ge H

a
n

d
book of P

u
blic D

ip
lom

a
cy （N

ew
 York and L

ondon 2009

） Routledge

Sook Jong L
ee, Jan M

elissen, E
ditors. P

u
blic d

ip
lom

a
cy a

n
d

 soft p
ow

er in
 E

a
st A

sia
 （N

ew
 York 2011

） PA
L

G
R

A
V

E
 M

A
C

M
IL

L
A

N

Joseph S. N
ye, Jr. T

h
e fu

tu
re of p

ow
er （N

ew
 York 2011

） Public A
ffairs

四　

英
語
論
文

B
ru

ce G
regory “P

u
blic d

ip
lom

acy: su
n

rise of an
 acad

em
ic field

” T
h

e A
N

N
A

L
S

 of th
e A

m
erica

n
 A

ca
d

em
y

 of P
olitica

l a
n

d
 S

ocia
l S

cien
ce 2008 

616:274

E
lizabeth C

. E
conom

y “T
he G

am
e C

hanger C
oping w

ith C
hina’s F

oreign P
olicy R

evolution” F
oreign

 A
ffa

irs V
ol.89 N

o.6

E
lizabeth C

. E
conom

y “C
hina’s O

lym
pic N

ightm
are W

hat the G
am

es m
ean for B

eijing’s F
uture” F

oreign
 A

ffa
irs V

ol.87 N
o.4

E
nric O

rdeix-R
igo and Joao D

uarte “F
rom

 P
ublic D

iplom
acy to C

orporate D
iplom

acy: Increasing C
orporation’s L

egitim
acy and Influence” A

m
erican 

二
七
六
八



（　
　
　
　

）

対
外
政
策
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
役
割
と
そ
の
限
界

同
志
社
法
学　

六
三
巻
六
号�

一
一
七

B
ehavioral Scientist 2009 53:549

E
ytan G

ilboa “Searching for a T
heory of P

ublic diplom
acy” T

h
e A

N
N

A
L

S
 of th

e A
m

erica
n

 A
ca

d
em

y of P
litica

l a
n

d
 S

ocia
l S

cien
ce 2008 616:55

F
um

iko F
ujita “U

.S. cultural diplom
acy tow

ard Japan during the cold w
ar” ﹃

東
京
大
学
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
研
究
﹄　

二
〇
〇
七
年
第
七
号

John N
ew

house “D
iplom

acy, Inc. T
he Influence of lobbies on U

.S. F
oreign P

olicy” F
oreign

 A
ffa

irs V
ol.88 N

o.3

Joseph S.N
ye,F

r “T
he F

uture of A
m

erican P
ow

er D
om

inance and D
ecline in P

erspective” F
oreign

 A
ffa

irs V
ol.89 N

o.6

Joseph S. N
ye, Jr “P

ublic diplom
acy and soft pow

er” T
h

e A
N

N
A

L
S

 of th
e A

m
erica

n
 A

ca
d

em
y of P

olitica
l a

n
d

 S
ocia

l S
cien

ce 2008 616:94

S
eon

g-H
u

n
 Yu

n
 an

d
 E

lizabeth
 L

. T
oth

 “F
u

tu
re S

ociological P
u

blic D
ip

lom
acy an

d
 th

e R
ole of P

u
blic R

elation
s: E

volu
tion

 of P
u

blic D
ip

lom
acy” 

A
m

erican B
ehavioral Scientist 2009 53:493

Yiw
ei W

ang “P
ublic diplom

acy and the R
ise of C

hinese Soft P
ow

er” T
h

e A
N

N
A

L
S

 of th
e A

m
erica

n
 A

ca
d

em
y of P

litica
l a

n
d

 S
ocia

l S
cien

ce 2008 

616:257

五　

中
国
語
書
籍

赵
启
正　

二
〇
〇
五　
﹃
向
世
界
说
明
中
国―

赵
启
正
演
讲
谈
话
录
﹄　
（
北
京
）
新
世
界
出
版
社

曹
泽
林　

二
〇
〇
六　
﹃
国
家
文
化
安
全
论
﹄　
（
北
京
）
军
事
科
学
出
版
社

郭
壽
旺　

二
〇
〇
六　
﹃
華
府
智
庫
對
美
國
台
海
兩
岸
政
策
制
定
之
影
響―

對
李
登
輝
總
統
九
五
年
訪
美
案
例
之
研
究
﹄　
（
台
北
）
秀
威
資
訊
科
技

卜
正
珉　

二
〇
〇
九　
﹃
公
衆
外
交―

軟
性
國
力
、
理
論
與
策
略
﹄　
（
台
北
）
允
晨
文
化
實
業

艺
衡　

二
〇
〇
九　
﹃
文
化
主
权
与
国
家
文
化
软
实
力
﹄　
（
北
京
）
社
会
科
学
文
献
出
版
社

于
磊　

二
〇
〇
九　
﹃
国
家
形
象
及
其
对
国
家
间
行
为
的
影
响
﹄　
（
北
京
）
知
识
产
权
出
版
社

梁
岩　

二
〇
一
〇　
﹃
中
国
文
化
外
宣
研
究
﹄　
（
北
京
）
中
国
传
媒
大
学
出
版
社

韩
方
明　

赵
可
金　

柯
银
斌　

编　

二
〇
一
一　
﹃
公
共
外
交
概
论
﹄　
（
北
京
）　

北
京
大
学
出
版
社

二
七
六
九




